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序
上植木光仙房遺跡は伊勢崎市三和町に所在する旧石器時代から近世に至る大規模

な複合遺跡で、これまでも上武道路や北関東自動車道の建設工事等に先立って発掘

調査が実施され、調査報告書が刊行されてまいりました 。

北関東自動車道の建設に伴い、遺跡地に近接して建設されることにな った伊勢崎

インターチェンジとのアクセスの利便性と安全性を高めるため、北関東自動車道や

上武道路と南北に直交する主要地方道伊勢崎大間々線の拡幅工事が同町内で行われ

ることとなり、工事箇所が本遺跡の範囲内にかかっておりましたために、事前の発

掘調査が県から当事業団に委託され、実施されました 。発掘調査は平成11年度か

ら16年度にわたって行われ、旧石器時代からの長きにわたる先人たちの営みの跡

を見出すことができました 。

このたび、本事業の整理作業が、群馬県伊勢崎土木事務所の委託を受けて実施さ

れ、ここに本報告書刊行の運びとなりました 。

この成果は、かって当事業団や伊勢崎市教育委員会によって行われた上武道路や

北関東自動車道あるいは 三和工業団地等の建設に伴う本遺跡及び隣接遺跡の発掘調

査の成果とともに、この地域の歴史的な移り変わりを知り、今後、さらによりよい

地域社会を築き上げていく上で参考にしていただけるものと思います 。

本報告書の刊行に至るまでには、伊勢崎土木事務所、県教育委員会、伊勢崎市教

育委員会はじめ関係諸機関並びに関係各位に大変なご尽力を賜りました 。 ここに銘

記して心よりの感謝を申し上げますとともに、本報告書が広く資料として活用され

ますことを願いまして、序といたします。

平成19年 3月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 高橋勇夫





例 言

1.本報告書は、主要地方道伊勢崎大間々単独特別道路改良事業に伴い平成12年4月から16年 9月にかけ

て、当事業団が群馬県伊勢崎市三和町において実施した上植木光仙房遺跡（かみうえきこうせんぼうい

せき）の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 

3
 

4. 

本発掘調査および整理事業は、県伊勢崎土木事務所の委託を受けた財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業

団が実施した。

調査対象地は一般国道17号（上武道路）及び北関東自動車道にほぼ南北に直交する主要地方道伊勢崎

大間々線の、上武道路との交差点を起点にした北側約470m分に当たる東西両側の拡幅部分6.452mで

ある。

伊勢崎市三和町上植木光仙房遺跡の発掘調査は、これまで、 一般国道17号 （上武道路）の建設に伴って、

昭和58年 (1983)5月から昭和59年(1984)10月まで、当事業団が23,800rrlを発掘調査し、昭和62年 (1987)

8月から翌63年 (1988)まで整理作業を実施して、平成元年 3月に発掘調査報告書（『（財）群馬県埋

蔵文化財調査事業団調査報告第80集 上植木光仙房遺跡一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書』1989)を刊行している。

また、北関東自動車道の建設にともなって、平成 9年(1997)4月から平成11年 (1999)10月にかけて、

当事業団が34,650rrfを発掘調査し、平成12年 (2000) 4月から平成15年 (2003)3月まで整理作業を実

施して、発掘調査報告書（『財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書第308集 光仙房遺跡（集

落編） （須恵器窯跡編）』 2003)を刊行している。

5. 発掘調査・整理期間及び調査整理担当者、事務局体制

(1)発掘 第一次調査 平成12年 1月 1日～ 3月31日

担当 ：事務局調査研究第 2部調査研究第 4課専門員間庭稔、調査研究員勢藤暁美

第二次調査 平成12年4月 1日～ 6月30日

担当：事務局調査研究第 2部調査研究第 4課専門員高井佳弘・金子伸也

第三次調査 平成13年4月 1日～ 6月30日

担当：東毛調査事務所調査研究部調査研究第1課専門員坂井隆、調査研究員橋本淳・西原和久

第四次調査 平成14年6月 1日～7月31日

担当：東毛調査事務所調査研究部調査研究第2課専門員谷藤保彦、主任調査研究員増田演次

第五次調査 平成15年10月 1日～10月31日

担当：東毛調査事務所調査研究部調査研究第2課専門員大澤務・川端俊介、主任調査研究員深澤敦仁

第六次調査 平成16年 9月 1日～9月30日

担当 ：東毛調査事務所調査研究部調査研究第2課専門員坂ロー、主任調査研究員小商哲茂

(2)整理平成18年8月1日～平成19年3月3lH

担当：事務局資料整理部資料整理第 2グループ専門員（主幹）高島英之



(3)調査整理機関組織事務体制

役 員 理事長小野宇三郎（平成11~17年度）・高橋勇夫

常務理事 赤山容造（平成11~13年度）• 吉田豊（平成13~14年度）・住谷永市（平成15~16年度） ・ 木村裕紀

事務局 事業局長 神保侑史（平成14~16年度）• 津金沢吉茂

調査研究第 2部長 水田稔（平成11~12年度）・資料整理部長中束耕志

調査研究第4課長 中束耕志（平成11年度）•佐藤明人（平成12年度） ・ 資料整理第2グループリーダー関晴彦

管理部長 住谷進（平成11~13年度）・萩原利通（平成14~15年度）・矢崎俊夫（平成16年度）

総務部長萩原勉

総務課長 坂本敏夫（平成11~12年度） ・大島信夫（平成13年度）・植原恒夫（平成14~15年度）・丸岡道雄（平成16年度）

総務グループリーダー笠原秀樹・経理グループリーダー石井清

総務係長 笠原秀樹（平成11~13年度） ・小山健夫（平成14年度）• 竹内宏（平成 15~ 16年度）

経理係長 小山健夫（平成11~13年度）・高橋房雄（平成14~16年度）

総務課主幹（総括） 須田朋子 ・斉藤恵利子、主幹吉田有光（平成11~16年度）・今泉大作 ・柳岡良宏

総務課係長代理 森下弘美（平成12~15年度）

総務課主任 岡嶋伸昌（平成11年度）・栗原幸代 ・阿久澤玄洋（平成14~16年度）• 佐藤聖行

総務課主事 片岡徳雄（平成11~13年度）• 田中賢一 （平成14~ 15年度）

総務課補助員 吉田恵子（平成11 ~13年度） ・ 並木綾子 （平成11~ 13年度） • 今井もと子 ・内山佳子・若田誠 ・

佐藤美佐子・本間久美子 ・北原かおり ・狩野真子 ・松下次男 （平成11~16年度）• 吉

田茂（平成11~16年度）・浅見宜記（平成11年度）・蘇原正義（平成12~13年度）・武藤秀典

策毛調査事務厨 所長 水田稔（平成13年度）・能登健（平成14年度）•平野進一 （平成15~ 16年度）

調査研究部長 津金沢吉茂（平成13年度）・真下高幸（平成14~16年度）

調査研究第 1課長 佐藤明人（平成13~14年度）・調査研究第2課長井川達雄（平成15~16年度）

庶務課長 笠原秀樹（平成13~16年度）

庶務課副主幹 柳岡良宏（平成13~16年度）・今泉大作（平成16年度）

庶務課主任 北野勝美（平成15年度）•清水秀紀（平成16年度）

庶務課補助員 中沢恵子（平成13~16年度）・金子三枝子（平成15~16年度）

7.報告書作成関係者

(1)本文執筆、編集 資料整理部長中束耕志（第 3 章第10箇 ・ 篤 11節、旧石器 ・縄文時代土器 •石器横察衷八専門員 （主幹） 高島英之 （前記以外）

(2)遺構写真撮影 事務局調査研究第2部調査研究第4課専門員 間庭稔・同調査研究員 勢藤暁美（平成11年度）、同専

門員 高井佳弘・金子伸也（平成12年疫）、東毛調査事務所調査研究部調資研究第1課専門員 坂井隆・

調査研究員橋本淳・西原和久（平成13年度）、同専門員 谷藤保彦・主任調査研究員 増田慎次（平

成14年度）、同調査研究第2課専門員 大澤務・川端俊介・主任調査研究員 深澤敦仁（平成15年度）、

同調査研究第1課専門員 坂：ロー ・主任調査研究員 ／」ヽ高哲茂（平成16年度）

(3)遺物写真撮影 資料整理第 1グループ主幹（総括）佐藤元彦

(4)遺物保存処理 資料整理第 1グループ主幹（総括）関邦一、同嘱託員土橋まり子、同補助員小材浩一・

津久井桂ー ・多田ひさ子・長岡久幸

(5)整理指導助言 資料整理部長 中束耕志（旧石器、縄文時代土器 ・石器、遺構図面 ・写爽）、第2グループリーダー



(6)整理作業

上席専門員 関晴彦（土師器・須恵器）、第2グループ上席専門員 井川達雄（土師器 ・須恵器、

遺構図面・写爽）、第2グループ専門員（総括） 大西雅広（近肌陶磁器・土器）、第2グループ主任

調査研究員高井佳弘（遺構図面・写真）・深沢敦仁（埴輪、遺構図面・写真） ・橋本淳（遺構図面・写真）、

第1グループ主任専門員（総括） 坂ロ一（鉄器、埴輪、土師器、遺構図面 ・写真）、調査研究部調査

研究グループ専門員（総括） 谷藤保彦（旧石器、縄文時代土器・石器、遺構図面・写真）

資料整理第 2グループ整理補助員岩渕節子・阿部幸恵・掛川智子・笛木広美・吉田明恵・

水野さかゑ

(7)機械遺物実測 資料整理第 2グループ整理補助員田中精子・小菅優子

8. 出土遺物 ・図面 ・写真類は、一括して群馬県埋蔵文化財調査センター（群馬県渋川市北橘町下箱田784-2)

に保管している。

9. 発掘調査及び報告書作成に際しては、下記の関係各機関にご高配 ・ご指導・ご教示を賜った。記して深

甚なる謝意を表する。

群馬県教育委員会、伊勢崎市教育委員会

凡 例

1. 本報告書に掲載する遺構平面図の方位記号は、国家座標の北を表す。座標系は国家座標lX系である。

今回の調査区は、 X=39205~39630、Y=-55140~-55400の範囲に収まる。なお、本文中の記述では

煩雑さを避けるためにX座標の頭 「39」と Y座標の頭「55」の数値は略記する。

2.遺構平面・断面実測図に示した標高値の単位はmである。

3.遺構・遺物実測図の縮尺は各図にそれぞれ示した。

4. 遺構の土層及び土器の色調の表現は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修•財団法人日本色彩研究

所色票監修『新版標準土色帳』 1993年版に準拠した。

5. 遺物番号は、遺物実測閲・遺物観察表 ・写真図版ともすべて共通している。

6.本報告書で使用した地形図は、「大胡」1/25000である。

7. 遺構の面積はデジタルプラニメーターを使用して 3回の計測値を平均したものである。

8. 本報告書では「掘立柱建物」 ・「平地建物」等に対偶する建物遺構の概念として学界にも！會炎している

「竪穴建物跡」の用語を使用する。

9. 図中の出土遺物の略号は、 ●土器 ■石器 ▲崎を属器 とする。
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図版 H次

図 1 周辺遺跡位置図 14 

図2 A区 1号墳 平面図•土陪断面図・エレベーション図 18 

図3 A区 1~4・9号溝跡 平面図・土層断面図 20 

図4 A区6 • 30号溝跡 平面図・土層断面図・エレベーション図 21 

図5 A区10号溝跡 平面図・エレベーション図 21 

図6 A区11号溝跡 平面図・土層断面図 22 

図7 A区12号溝跡 平面図 ・土層断面図 23 

図8 A区14• 16 • 17号溝跡 平面図・土層断面図 ・エレベーション図 24 

図9 A区18号溝跡平面図 24 

図10 A区18号溝跡土層断面図 25 

図11 A区19• 20号溝跡 平面因・土陪断面図 25 

図12 A区 1~4・6~8号土坑跡 平面図 ・土層断面図 27 

図13 A区9~15号土坑跡 平面図 ・土層断面図 29 

図14 A区16号土坑跡 平面図・土層断面図 30 

図15 A区17~24号土坑跡 平面図 ・土層断面図 31 

図16 B区27号溝跡 平面図・土層断面図 32 

図17 B区28• 29号溝跡 平面図・土層断面図 ・エレベーション図 33 

図18 B区31号溝跡 平面因 ・エレベーション図 34 

図19 B区32号溝跡 平面図・土層断面図 34 

図20 B区33号溝跡 平面図 ・土層断面図 35 

図21 B区32~35号土坑跡 平面図 ・土層断面図 36 

図22 B区36• 37号土坑跡平面図 ・土層断面図 37 

図23 B区38• 39号土坑跡 平面図 ・土層断面因 38 

図24 C区3号墳平面図・土層断面図 40 

図25 C区 1号掘立柱建物跡平面図．柱穴土層断面図 42 

図26 C区 1号掘立柱建物跡 柱穴エレベーション図 43 

図27 C区2号掘立柱建物跡 平面図．柱穴エレベーション図 44 
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第 1節調査に至る経緯

第 1章 調査に至る経緯と調査の経過

第 1節調査に至る経緯

本事業 本事業は、群馬県土木部（当時）によって計画された、伊勢崎市三和町における主要地方道伊

勢崎大間々線単独特別道路改良事業に伴い、埋蔵文化財発掘調査による記録保存の措置が当事業団に委託さ

れたものである。

対象地周辺での大規模開発に伴う発掘調査の着手 日本道路公団（当時）による北関東自動車道（高崎

～伊勢崎地域）の建設にともなって、伊勢崎インターチェンジが同町の一般国道17号（上武道路）の南側に

接して建設されることとなり、県教育委員会による確眩調査及び調整を経て、日本道路公団（当時）の委託

を受けた当事業団が平成 8年度より対象地の発掘調査に着手した（舞台遺跡）。また、上武道路と伊勢崎イ

ンターチェンジとを結ぶアクセス道の建設予定地についても同年より、建設省関東地方建設局（当時）の委

託を受けた当事業団が発掘調査に着手した（下植木壱町田遺跡）。さらに、それらインターチェンジ群を取

り囲む52haに及ぶ広大な範囲に、県企業局が伊勢崎市三和工業団地の造成を計画したため、平成 7年度か

ら当事業団と伊勢崎市教育委員会社会教育課（のち文化財保護課）によって調査に着手された。

本事業の意義と目的 日本道路公団（当時）による北関東自動車道及びその伊勢崎インターチェンジの

建設や、インターチェンジ周囲における県企業局による三和工業団地の造成・分譲計画などの動きを受けて、

県土木部は、県南中央部における南北交通の要路であり、上武道路及び北関東自動車道と南北に交差する主

要地方道伊勢崎大間々線と新設の北関東自動車道および三和工業団地とのアクセスの利便性と安全性をより

高めるために、上武道路との交差点の北約450mの範囲において、同道と上武道路や三和工業団地への連絡

車線を確保するための拡幅工事を計画した。

調査着手に至る調整過程 平成 8年度当初の県土木部道路建設課 （当時）と県教育委員会事務局文化財

保護課（当時）との調整会議において、県道路建設課から、この伊勢崎市三和町における主要地方道伊勢崎

大間々線拡幅改良工事の計画が呈示され、工事範囲における埋蔵文化財包蔵の有無や発掘調査の必要性、さ

らにはそうなった場合に要する期間及び経費額等についての照会がなされた。県教育委員会文化財保護課

は、同道の工事予定範囲に隣接する県企業局造成の三和工業団地や北関東自動車道 ・上武道路等の建設に先

だって、いずれの箇所においても非常に濃密な埋蔵文化財の包蔵が確認され、それぞれの工事対象地におい

ては工事に先立って、くまなく埋蔵文化財発掘調査による記録保存の措置が執られていることに鑑み、当該

箇所についても埋蔵文化財の濃密な包蔵が確実であり、埋蔵文化財保護の観点から言えば、出来れば当該地

域における開発行為は避けるべきであること、やむを得ない諸般の事情によって開発行為に着手せざるを得

ないのであれば、文化財保護当局の調整・指導及び範囲確認等の調査を経た上での、事前の埋蔵文化財発掘

調査による記録保存の措置が必要である旨を回答した。

当時は、北関東自動車道（高崎～伊勢崎地域）建設に伴う発掘調査が最盛期を迎えており、当事業団の調

査班の大半が北関東自動車道建設関連の事前の発掘調査に当たっていて、調査に投入できる人的な余裕が少

ないことや、県土木部内における調整や計画準備、さらには用地買収状況等の問題もあり、本事業に関する

埋蔵文化財取り扱いの協議 ・調整が本格化したのは平成 9年度の後半を迎えてからであった。

平成 9年度当初からは、本事業地に隣接する北関東自動車道建設予定地内の光仙房遺跡において、当事業

団によって発掘調査に着手された。北関東自動車道用地における光仙房遺跡の発掘調査は平成10年10月31日

ー
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まで続けられた。整理事業は平成12年4月 1日から15年 3月末まで当事業団が実施し、平成15年 3月27日

に発掘調査報告書を刊行した（財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書第308集・北関東自動車道

（高崎～伊勢崎）地域発掘調査報告書第17集 『光仙房遺跡』）。

平成10年度末にかけて県土木部と県教育委員会文化財保護課との間で、本事業についての調整がたびたび

なされ、県教育委員会文化財保護課と当事業団との調整協議を経て、平成11年度末に工事対象用地の最も北

側に当たる場所から発掘調査に着手することが決定され、当事業団の調査班も具体的に配置されることが決

まった。

第2節調査の経過

調査の経過 発掘調査は県土木部の委託を受けた当事業団によって平成12年 1月初旬から着手され、平

成13年度からは、主に佐波郡東村（当時）から藪塚本町（当時）南部を経て太田市北郊にかけて北関東自動

車道（伊勢崎～県境地域）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査に対応するために伊勢崎市三和町に開設された当

事業団東毛調査事務所が、事業を管掌し、平成13年度の調査から16年度の調査終了まで所管した。

調査対象箇所は、主要地方道伊勢崎大間々線と上武道路との交差点から旧赤堀町伊勢崎市市町境までの約

450mの、東西両側幅約 4~10mの範囲である。平成11年度の調査着手にあたって、調査を円滑に進めるた

めに、調査対象地を、現在の主要地方道伊勢崎大間々線の両側、南北に横断する現道や地境等でA~]の10

区に便宜的に分割し、調査対象地の呼称とした（図）。

平成11年度の調査（第一次調査） 平成11年度の調査は平成12年 1月当初から年度末までの期間、 A・B・

F区の合計1700mを対象に実施した。A区では外径約12mほどの規模を呈する古墳時代後期の古墳や中近世

の溝跡や土坑跡が多数、 B区では中近世の溝跡 ・土坑跡が多数、 F区南部では現 ・伊勢崎大間々線を挟んだ

西側に続く大きな古墳の堀跡の一部がそれぞれ検出された。

F区南部で検出された古墳は、 6世紀のもので、 『上毛古墳綜覧』に掲載された前方後円墳「殖蓮村第62琥」

墳の後円部に相当するものと考えられる。

A区と F区南部の調査は終了。B区と F区北～中部の調査は次年度以降に持ち越された。

平成12年度の調査（第二次調査） 平成12年度の調査は平成12年4月年度当初から 6月30日まで 3ヶ月

間、 B 区． c 区北半部・ D 区南半部• F 区• G 区• H区の計2000rrlを対象に実施した。B区と F区北部は昨

年度からの継続で、今年度は旧石器の確認調査を実施したが、両箇所共に旧石器の出土はなかった。

c区北半部は、調査直前まで宅地であったため、大きく攪乱されており、遺構の残存状況は良くない。近

世の溝跡、中世の竪穴建物跡 3棟と古墳周溝の一部、さらに下層の浅間板鼻褐色軽石を含むローム層中から

旧石器が 1点出土した。

D区南半部では遺物包含層中から縄文時代中期後半の土器片が多数検出された。

G区では古墳周溝の一部が検出され、H区では縄文中期後半の土器片が多数出土し、中には早期の土器も

含まれるが、縄文時代の遺構は全く検出されていない。

B 区 、 C 区北半部、 D 区南半部、 F 区北部 • G 区 • H区の調査は終了した。

平成13年度の調査（第三次調査） 平成13年度の調査は、年度頭初から 6 月 30 日まで、 C 区南半部• D 

区北半部 • E区北端約1/5• I区の計1538rrlを対象とした。

c区南半部では、近現代に大きく攪乱されていたが、掘立柱の主屋と井戸 ・厠などが付帯する 19世紀初頭
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第2節調査の経過

～幕末頃の屋敷跡が検出された。

D区北半部東西方向に走る 2本の堀によって区画された中世の居館跡や方形の竪穴建物跡などが検出され

た。また縄文時代中期の土器片が少贔出土している。

E区は近代明治期の地下倉跡によって大きく攪乱を受けていた。

I区では終末期の古墳の周溝跡を 2箇所で検出している。また、縄文時代中期の土器片が少量出土したが、

縄文時代の遺構は検出されていない。

c 区南半部• D区北半部・ I区の調査は終了した。

平成14年度の調査（第四次調査） 平成14年6月から 7月一杯にかけて、平成11~12年度に調査した F

区の中央部3oorn分と、現・伊勢崎大間々線の東側最南端部のJ区の計400mを対象に調査を実施した。

F区では縄文時代の遺物包含層の中から 、草創期の槍先形尖頭器がほぼ完形で出土しており、中期後半の

土器片も 出土している。

J区では上層面の遺構・遺物は全く確認されなかった。旧石器の確認調査を実施したところ、浅間板鼻黄

色軽石ないし浅間白糸軽石が混入する上部ローム層中から、自然石が出土したが、旧石器制作に関わる剥片

類とは認められなかった。

平成15年度の調査（第五次調査） 平成15年度は、平成15年10月一ヶ月間、平成13年度に調査を実施し

たE区の北端約1/5を除いた残りの南側、対象面積は614mである。

北西か ら南東方向に並行して走向する中近世の溝跡 2条、平安時代中期10世紀代の土坑跡 l基、古墳時代

後期の古墳の周溝跡などが検出されている。

中近世の溝跡は、走向がいわゆる「あずま道」と並行しており、道路跡との関連が想定される。

古墳の周溝跡は、東側が平成11年度に調査された F区南部で検出された古墳周溝跡に続く大きなもので、

『上毛古墳綜覧］に掲載された前方後円墳「殖蓮村第62琥」墳の後円部に相当するものと考えられる。 6世

紀の古墳である。

また、旧石器の確認調査では、いずれの箇所においても旧石器は出土しなかった。

平成16年度の調査（第六次調査） 平成16年 9月一ヶ月間、昨年度に引き続いて E区の最南端部で検出

された「殖蓮村第62号應」墳に相当する古墳の調査を主体に200rriを調査した。前年度までの調査と同様、墳

丘は完全に削平されており、主体部はもちろんのこと、葺石や埴輪列等は一切確認できなかった。

また、他に、奈良•平安時代の遺物が若干出土している。旧石器は確認されなかった。

なお、 9月末に埋め戻し、 6年度に及んだ当事業に関わる全ての調査を終了した。

整理作業は当事業団資料整理部（担当：資料整理第 2グループ）が担当し、当事業団分室において平成

18年8月 1日から平成19年3月31日まで 8ヶ月間実施し、 3月に発掘調査報告書を刊行した。
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第1節 遺跡の地理的環境

第2章遺跡の地理的・歴史的環境

第 1節遺跡の地理的環境

位置 遺跡は、群馬県の南部中央に位置する伊勢崎市北東部の平地にある。市の南端には利根川が西北

西から東南東に流れ、その南側に位置する埼玉県本庄市との県市境となっている。伊勢崎市の北側約30kmの

位置には赤城山が貸え、全体的に北から南へ緩傾斜地である 。市域中央部は平坦な地形であり、ともに赤城

山に源を発する粕川・韮川・広瀬川がそれぞれ市域を南流している。

本遺跡の位置する伊勢崎市三和町は、市域中央部のやや北寄りに位置している。北側と西側は旧赤堀町、

東側は旧東村との市町村境に接していたが、平成17年に伊勢崎市と赤堀町・東村等が合併し、市域が北・東

に拡大したため、 三和町は市域の中央部に位置することになった。

地形 ・立地 伊勢崎市の地形は、市街地中央部を北西から南東に流れる広瀬川を境に、東側は洪積台

地、西側は沖積台地に大別される。本遺跡が所在する伊勢崎市三和町一帯は、西側を粕川が南流しており、

粕川を境にして、その西側には赤城山南麓特有の開析された低い台地が樹枝状に発達している。

本遺跡は、地形的には、足尾山地に源を発する渡良瀬川によって形成された大間々扇状地の西南端部にあ

たり、標高約90m前後の、約 3度傾斜する緩傾斜平地に立地している。遺跡地の基盤層である大間々扇状地

は、南流する渡良瀬川によって形成された開析厨状地で、標高約200mのみどり市大間々町一帯を扇頂部と

して、現在の桐生市、太田市、伊勢崎市東北部などの地域にまたがり、扇頂から扇端まで南北約20km、東

西約15km、平均勾配10パーミルという規模を呈する関東平野第三位、群馬県内筆頭の巨大な扇状地である。

原地形は、約30万年前に形成された赤城山火山斜面であり、周辺には 「洞山」・「権現山」と称されている

赤城山の大規模な水蒸気爆発に伴う泥流丘が散在している 。

遺跡地の基盤層は、約 5万年前に形成された大間々扇状地古期面であり、赤城火山系の安山岩やチャー

ト・粘板岩等の礫層からなっている。

遺跡地周辺には、洪積台地上に湧水点が点在し、細長い浸食谷が形成され、谷地状の水田と畑地帯となっ

ている。遺跡地の水捌けは良好で、南流する粕川や、付近に点在する灌漑用の溜池、大正用水などの灌漑設

備の整備に伴って耕地の拡大が図られてきた。調査箇所の南約450mのところに位置する 「新沼」は幕末の

元治元年 (1864) に完成し、上植木村一帯を澗したものであるが、沼の築堤工事によって 2基の古墳が没

したとされている。遺跡の南東、現在の上武道路の南に接する鯉沼は、鎌倉時代に田部井氏によって造営さ

れたとの伝承を有し、現在も 「大 （男）井戸」から湧き出る水を豊かにたたえている。

また、遺跡地の東側には「あまが池」 ・「角弥清水」 ・「谷地清水」・「大（男）井戸」などの湧水点が標高

約90mの等高線にほぼ沿うように存在し、それらによって形成された幅約60mの開析谷があり、水田化され

ていた。これらの湧水のうち、「大 （男）井戸」は現在でも湧水池として残っているが、多くは昭和50年代

に周辺一帯で広く行われた土地改良事業によって消滅してしまった。本遺跡が立地しているのはこれらの湧

水池群からやや西によった高燥な台地上で、比較的水の便の乏しい場所に当たる。

遺跡の西側を南流する粕川の氾濫は激しかったようで、粕川右岸の沖積微高地上に発達した集落を壊滅さ

せたり、左岸の洪積台地状に造営された古墳群を破壊したりしている。
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第2章遺跡の地理的 ・歴史的環境

第2節遺跡の歴史的環境

第 1項 周辺の旧石器時代遺跡の動向

赤城山南麓は、相沢忠洋氏による昭和21年(1946)のみどり市笠懸岩宿遺跡の発見に象徴される、わが国

旧石器時代調査研究発祥の地であると同時に、相沢氏自身のフィールドとして精力的な研究が進められた学

史上、特筆すべき地域であり、実際、多くの旧石器時代遺跡が分布する地域としてよく知られている。

相沢氏は、昭和23年 (1948) にはみどり市不二山遺跡と伊勢崎市波志江権現山遺跡、昭和25年 (1950)

にはみどり市桐原遺跡というように、学史的に重要な遺跡を次々と発見し、わが国の旧石器時代研究をリー

ドしていった。権現山遺跡は、伊勢崎市豊城町の独立丘陵上に立地する遺跡で、関東ローム層の八崎軽石層

(Hr-HP)下から岩宿遺跡を遡る古い石器が発掘されており、赤城山南麓では最も古い石器と位置づけられ、

市の史跡に指定されている 。石器の形態は全国的にも類例を見ないものであり、学史に著名であるが、学界

での評価は必ずしも定まっているわけではない。

その後、明治大学によって昭和25年 (1950)に太田市藪塚遺跡が、また昭和28~29年(1953~54)にみ

どり市武井遺跡が発掘調査されたり、昭和49年 (1974) から63年（1988) にかけて当事業団によって実施

された上武道路（国道50号線以南）の建設に伴う一連の発掘調査では、本遺跡の南に位置する伊嬰崎市書上

本山遺跡や、本遺跡の西に位置する同堀下八幡遺跡など、伊勢崎市から太田市にかけての 8箇所の遺跡で旧

石器が出土 している。

また、昭和57年 (1982)から59年 (1984) にかけて当事業団によって調査された、本遺跡の西北西に位置

する伊勢崎市赤堀下触牛伏遺跡では直径50mに及ぶ環状ユニットが発見されており、さらに本遺跡の北西に

位置する同じく伊勢崎市赤堀の今井北三騎堂遺跡・今井見切塚遺跡においても、 当事業団によ って大規模な

旧石器時代の遺跡が調査されている。

また、本遺跡の東に接する舞台遺跡や、北に連続する三和工業団地遺跡群、舞台遺跡を挟んで隣接してそ

の南側に展開する下植木壱町田遺跡などでは、浅間板鼻黄色テフラ (As-YP)を含むローム層より下、姶

良Tnテフラ (AT)下暗色帯の間に 4つの文化層が層位的に確詔され、両極剥離痕のある石器や尖頭器、大

型礫、局部磨製石斧、台形様石器などが出土している。それらの遺跡では、広範囲に分布する石器群の分析

から環状分布の様子が指摘され、本遺跡を含め、隣接する周辺地域は、旧石器時代における遺跡が連続して

発見されている全国的に見ても屈指の地域なのである。

本遺跡の上武道路関連調査箇所では、県道伊勢崎大間々線から東に約250mの調査区の中央部で黒曜石製

柳葉形槍先型尖頭器が 1点出土している。同じ遺跡内とはいえ、今回調査区の旧石器出土地点からはかなり

離れた場所に当たる。

また、本遺跡北関東自動車道調査区では、伊勢崎大間々線を挟んだ東側から 2文化層にわたって旧石器が

出土している。上位の第 I文化層では、伊勢崎大間々線の東側から 4点の石器が出土したに過ぎないが、細

石刃石器群に位置づけられるものである。また、下層の第II文化層では、石器は二つのブロックに分かれて

検出され、東側のブロックには礫群が伴っている。槍先形尖頭器石器群に位置づけられるものということで

ある。さらに伊勢崎大間々線の西側の調査区からも、旧石器時代のものとみられる石器が数点単独で出土し

ている。
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第2節調査の経過

第2項 周辺の縄文時代遺跡の動向

赤城山南麓の先の緩傾斜地に位置する伊勢崎市域の縄文時代の遺跡の分布は、広瀬川低地帯を挟んだ東側

に濃密である。広瀬川西側の前橋台地上には遺跡数は少なく、縄文時代後期後半の遺跡の分布が若干みられ

る程度である。広瀬川の東側一帯で、最も古い土器が出土したのが、本遺跡に隣接する三和工業団地遺跡群

である。縄文時代前期の資料を中心に、草創期から後期に至る竪穴建物跡が約130棟が検出され、調査され

ている。

広瀬川東側における縄文時代早期の遺跡には、波志江六反田遺跡、山崎遺跡、波志江権現山遺跡、高山遺

跡、書上本山遺跡、八寸B遺跡など、いずれも小丘陵やその裾に立地している。

縄文時代前期になると、波志江天神山遺跡、書上浄水場遺跡、尼ヶ池周辺遺跡、天ヶ堤遺跡、下吉祥寺遺

跡など、湧水に近い台地の縁辺部の分布が顕著である。本遺跡の上武道路の建設に伴う調査では、最も南東

寄りの箇所で前期後半の埋設土器が 1基、また本調査箇所J区の南側に当たる位置において時期不明の縄文

時代陥穴が検出されている。また、本遺跡に隣接する舞台遺跡では、北関東自動車道本線と伊勢崎IC建設

予定地の調査において、縄文時代前期の竪穴建物跡が5棟と陥穴等の遺構が検出された。

縄文時代中期前半になると、周辺の遺跡数はやや減少傾向となってくるが、縄文時代中期後半から後期前

半にかけて、遺跡数はもとより、建物や集落の規模などが大きくなり、それにともなって周辺における遺跡

の立地も湧水や小河川に近い広い台地上に変わってくる。扇状地の西端縁、早川右岸の段丘上に位置する伊

勢崎市赤堀曲沢遺跡では、中期後半～後期初頭の集落が検出されている。この時期の伊勢崎市域における代

表的な遺跡としては、本遺跡の南東に近接する三和町の鯉沼東遺跡（加曽利 E式期）、本遺跡の南に位置す

る茂呂の下海老遺跡（勝坂期終末～加曽利E式期後半）などがある。

縄文時代後期から晩期にかけての遺跡は、中期以前の遺跡に比べて極端に減少するが、荒砥川左岸の波志

江町八坂遺跡や粕川左岸の大道西遺跡など広瀬川低地帯に臨む伊勢崎台地西縁の河川や湧水に恵まれた地帯

に立地し、より低地化した平地に営まれるようになってくる。とくに八坂遺跡は、赤城山南麓の末端の台

地と旧利根川の沖積面との接点の荒砥川の左岸に位置する遺跡で、遺物散布範囲だけでも 2haに及ぶ。昭

和44年 (1969) と47年(1972)の2度、群馬大学が学術調査し、縄文時代後期中葉の配石遺構が見つかって

いる。配石遺構は、焼土を中心として、その周辺に河原石を敷いたもので、平面形は方形で、 1辺2.4mか

ら2.5m。配石遺構からは後期中葉の土器片、 イノシシの頭蓋骨、石斧が出土した。遺物包含層からは縄文

時代中期から晩期にかけての土器片、石器、土偶、耳飾、獣骨が出土している 。石器は石鏃などの狩猟具よ

り、彫器、楔形石器、磨石などの加工具が多い。また、発掘調査前に10センチメートルほどの白色泥岩製の

岩版が採集されている。

本調査区に隣接して当事業団が調査した本遺跡の北関東自動車道に関わる調査区においては、縄文時代の

遺構そのものはみつかっていない。低地・旧河道などから縄文時代前期から後期にかけての遺物が出土して

いる（『財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書第308集光仙房遺跡（集落編）北関東自動車道（高

崎～伊勢崎）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第17集』2003)。
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第3項 周辺の弥生時代遺跡の動向

赤城山南麓及び大間々扇状地における弥生時代遺跡の分布は希薄である。近年、低台地を控えた山麓の末

端地域では、徐々にではあるが、その事例が増加してはいるものの、なお、集落遺跡としての十分な展開を

見せるには至っていない。

これまでに判明している伊勢崎市域での弥生時代遺跡の分布は、古利根川低地帯を流れる現在の広瀬川北

側の微高地上に立地している。いずれも中期以降の遺跡である。

安堀町西太田遺跡は、神沢川と広瀬川が合流する北側の台地に立地し、中期・後期の竪穴建物跡と大型蛤

刃石斧や扁平片刃石斧、茨城県地方の十王台式土器の系譜を引くとみられる土器が出土している。安堀町か

ら波志江町にかけて所在する中組遺跡は、大間々扇状地の端部が古利根川流路の低地帯に接する位置にあた

り、中期～後期の竪穴建物跡がみつかっている 。これら二遺跡は、当該地域でも数少ない中期の遺構を検出

した遺跡として重要である。また、後期における県内主体の土器形式である樽式土器を中心とする遺跡とし

ては、大道西遺跡、合同庁舎北遺跡などがあり、栃木県地方に特有な二軒屋式系の土器も出土している。こ

れらの時期には、いまのところ本遺跡周辺では大規模な集落は見つかっていない。

赤城山南麓地域には、後期後半になると、壷型 ・甕型土器の口頸部に残す輪積痕と縄文の施文を特徴とす

る赤井戸式土器が樽式土器と混在して出土するようになってくる 。従来、赤井戸式土器は赤城山南麓を中心

に分布する土器形式ととらえられてきたが、近年、県内各地において出土事例が増加しており、必ずしも赤

城山南麓に限られるものではなく、県西の鏑川流域をはじめとして、県内各地に分布していることが判明し

てきた。

いずれにしても伊勢崎市域では現在までの所、弥生時代の大規模な集落遺跡や耕地遺跡はまだ発見されて

おらず、土器の分布状況を見ても異系統の土器文化が交錯しながら進出してはいるものの、そのいずれもが

完全にこの地域に根付くことはないように見受けられる 。利根川流域の大規模な湿澗地帯を開発の対象とす

るには未だ至らない、技術力の足りなさ、未熟さを示しているようにも感じられる 。

なお、本遺跡や、隣接する舞台遺跡などでは、弥生時代の遺構 ・遺物は全く発見されていない。

第4項 周辺の古墳時代遺跡の動向

昭和10年 (1935) から翌年にかけて群馬県が県下に残存する古墳を一斉に調査し、その結果として昭和

13年(1938) に公刊された 『上毛古墳綜覧」には、本遺跡周辺に所在が確認出来る古墳として847基が収録

されている 。その中で、上植木地区に所在する古墳は79基にものぼる。本遺跡の上武道路の建設に伴う調査

箇所では、同文献に載る 「殖蓮村第65琥」 （上植木光仙房遺跡上武道路調査箇所10号墳、 5世紀後半） ・「殖

蓮村第66琥」（上植木光仙房遺跡上武道路調査箇所 1号墳、 7世紀）「殖蓮村第67弛」（上植木光仙房遺跡上

武道路調査箇所 9号墳、時期不詳）の3基が調査された。それらの他、墳丘が完全に削平されて同文献に掲

載されていない古墳を含めて、上武道路の建設に先立つ調査範囲からは、本遺跡に於いて10基の古墳が検

出、調査されている。また、後述するように、本遺跡本調査箇所E区から F区にかけて検出・調査された古

墳は、 『上毛古墳綜覧』に掲載された前方後円墳 「殖蓮村第62琥」墳の後円部に相当するものと考えられる。

伊勢崎市域における古墳時代の遺跡で最も古いものは、粕川と広瀬川に画された伊勢崎台地上、両河川に
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よって形成された沖積平坦面に立地する喜多町の喜多町遺跡である。遺構は確認されていないが、地表面下

60cmの黒色シルト質泥土中から、壷、甕、台付甕、器台などが出土している。壷は、いずれも赤色塗彩さ

れ、一方はいわゆるパレススタイルの壷で胴上部に貼付突帯があり、その下に 3段の横線文を施し、間を鋸

歯文でうめている 。台付甕は S字状口縁を持つものが含まれている。東海地方の流れをくむもので、いずれ

も4世紀前半代、弥生土器から土師器への過渡的な様相を有する土器と位置づけられている。また、地域に

おける最古の古墳は、華蔵寺町の華蔵寺山古墳で、 4世紀代と考えられている。

北関東自動車道や上武道路の建設に伴って調査された本遺跡では、それぞれ古墳時代前期の集落跡が検

出・調査されており、北関東自動車道の建設に伴って本遺跡の東側に隣接して発掘調査された舞台遺跡で

は、古墳時代前期の竪穴建物跡が150棟と前方後方型 2基をふくむ10基もの周溝墓が検出されているが、同

遺跡における集落と周溝墓群と中心は、本遺跡からは離れた東よりの地域である。古墳時代前期の集落と墓

域は、さらにその周囲の三和工業団地遺跡群や本遺跡上武道路調査箇所の南東に隣接する上植木壱町田遺跡

などにも及んでいる。

弥生時代後期の遺跡が無いことと併せて考えれば、本遺跡及びその周辺が古墳時代前期に開発が進んだ様

子が判明する。

なお、本遺跡北関東自動車道調査箇所の最東端では、後述するように粘土採掘坑跡が383基検出されてい

るが、大半は古墳時代後期のものとは言え、 4世紀代のものが 1基だけ存在している。

古墳時代中期は、この地域一帯はある種の空白地帯であるが、古墳時代後期の集落は、本遺跡北関東自動

車道調査箇所の東に隣接する舞台遺跡、本遺跡上武道路調査箇所の南東側に隣接する上植木壱町田遺跡、さ

らにそれらの周囲に位置する三和工業団地遺跡群などに展開し、舞台遺跡の中央部南寄りの箇所を中心に竪

穴建物跡71棟と円形周溝状に検出された平地建物跡 2棟が調査されている。後期前半のものが多い。また、

上植木壱町田遺跡でも古墳時代後期の竪穴建物跡が 1棟検出されている。、

本遺跡の上武道路調査箇所では、先述したように後期の古墳が10基検出、調査されている。箱式棺状竪穴

式石室を有するものと横穴式石室のものがあり、 5世紀後半～ 7世紀と考えられている 。また、本遺跡の北

関東自動車道調査箇所では、後期の古墳が2基検出、調査されている。粕）1|左岸にはほぼ同時期の本関町古

墳群が展開しており、本遺跡で検出された古墳も、この古墳群の一環のものと考えられる。

本遺跡では県道伊勢崎大間々線調査箇所、上武道路調査箇所、北関東自動車道調査箇所いずれの調査箇所

においても古墳時代後期の集落は検出されていない。本遺跡ではいずれの調査箇所においても古墳が検出さ

れているところからみれば、東側の舞台遺跡で検出された居住域と、本遺跡で検出された墓域という土地利

用の区別が存在していたのかもしれない。

なお、本遺跡北関東自動車道調査箇所の最東端では、両側を河川に挟まれた低地から古墳時代後期の粘土

採掘坑が383基検出されている。本遺跡の集落と舞台遺跡の集落との間の、集落が立地する台地より標高が

約 lm低い低地帯からである。長径1.3mから1.5m前後の土坑で、採掘された粘土は暗色帯下部もしくは暗

色帯を抜いたところで止まっていることから、姶良Tn火山灰 (AT)下の暗色帯に相当する粘土を主とし

て採集しているものと考えられる。大半は古墳時代後期のものと考えられている（中束耕志「古代群馬の粘

土採掘坑ー波志江中宿遺跡をめぐって一」 『財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団研究紀要』22 2004)。

，
 



第2章遺跡の地理的・歴史的環境

第5項 周辺の奈良 • 平安時代遺跡の動向

周知の通り、 7世紀後半、古代国家が成立し地方支配体制が確立すると、地方は各段階に応じて国 ・評

（のち郡） •五十戸（のち里、さらに郷）という地方行政組織に編成された。 本遺跡の所在する場所は、古

代においては佐位郡に当たる。『和名抄』によれば佐位郡には、平安時代中期には名（多）橋、雀部、美侶、

佐位、淵名、岸新、反治、繹家の 8つの郷が存在していたことが知られ、 『延喜式』兵部省諸国駅伝馬条に

よれば、この地域には佐位駅家が設置されていたことがわかる。 『和名抄』にみえる上野国佐位郡「騨家郷」

の存在は、郡内の駅家設置を裏付けている。

歴史地理学者の金坂清則氏は、中世「東道」を古代の東山道駅路の後身と考え、中世東道に沿った伊勢崎

市上植木町から三和町一帯に佐位繹家の存在を想定している（「上野国府とその付近の東山道、および群馬 ・

佐位駅家について」 『歴史地理学紀要』16 1974、「上野国」藤岡謙二郎絹『日本古代の交通路』 II 1974)。

すなわち本遺跡周辺である。しかしながらこの金坂氏が想定するルート上の、現在の利根川以西、群馬駅家

から佐位駅家を経て新田駅家・下野国足利駅家に至る道筋では、伊勢崎市赤堀酒匂遺跡第二地点ただ一箇所

において平成14年に古代の道路遺構が検出されているに過ぎない。また、これまで金坂氏の想定ライン上で

は、前橋市小島田町・今井町、伊勢崎市赤堀下触牛伏、本遺跡周辺などにおいてこれまでも発掘調査の機会

があったにもかかわらず、古代の道路遺構は全く検出できていない。

金坂氏が、佐位駅家を伊勢崎市上植木町付近に想定した理由は、 『延喜式』雑式駅路辺植菓条に、「駅路に

は果樹を植え、往来の人びとが休息できるように計らう」ことを命じていることに鑑み、「上植木」という

地名が、それに由来するものと考えてのことであるが、根拠としては乏しいだろう 。佐位郡内随一の寺院

である上植木廃寺や佐位郡家と考えられる三軒屋遺跡が、いずれも「上植木」の地に存在していることから

みれば、自ずから佐位駅家もそれら郡官街や、郡の主要寺院とかけ離れた場所に位置しているとは考えにく

しヽ。

本遺跡の北約400mのところの微高地上に、中世の「東道」約200m北をほぼ並行して西北西から東南東方

向の直線的な地割が数kmにわたって検出されており、一部では伊勢崎市と旧赤堀町との市町境になってい

た。古代道路研究の第一人者である木下良氏は、この直線的な地割りを古代東山道駅路の名残とみて、「古

あづま道」と呼称している（「上野 ・下野両国と武蔵国における古代東山道駅伝路」『栃木史学』 4 國學院

大學栃木短期大学史学会 1990、「近年における古代官道の研究成果について」 『国史学」145匿學院大學国

史学会 1990）。また、歴史地理学者の木本雅康氏は、この木下良氏想定のラインに接する、伊勢崎市赤堀五

目牛に所在する小独立丘陵「洞山」一帯の古代遺物散布地周辺に佐位駅を想定している（「東山道」、木下良

編 『古代を考える 古代道路』吉川弘文館 1996)。いずれにせよ今後の詳細な調査と具体的な検証が待たれ

るところである 。

本遺跡で検出された当該期の集落は佐位郷か騨家郷に属するものと考えられているが、本遺跡において手

がかりになるような文字資料が今のところまだ確認されていないので、定かではない。古代の地方行政組織

は、本来的には人間集団の集合体を編成するものであって、現在の自治体のように領域としての範囲が必ず

しも明確なものではない。しかしながら、本遺跡及び周辺で検出された集落が、里（のちに郷）という行政

単位に組織されないことはあり得ないわけであるから、そのような意味においては、本遺跡で検出された集

落は、律令制下に佐位郷あるいは駅家郷を構成する集落の一つであるとみられよう 。前述したように、木下

良・木本雅康両氏が言われるように、東山道駅路が本遺跡のすぐ北側を通っていたとするならば、佐位駅家
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はまさしく本遺跡の近辺に想定できるわけであり、そうであるならば、本遺跡の集落は駅家郷を構成する集

落の一部である可能性が高くなる。

本遺跡の南、約1.3kmの位置には、群馬郡の山王廃寺（前橋市総社町）や新田郡の寺井廃寺（太田市天良

町）等と並ぶ、 7世紀後半に創建され11世紀頃までは存続していたと見られる上毛野地域最古級の寺院跡

の一つである上植木廃寺が所在し、佐位郡の郡名を負ったであろう郡内随一の寺院跡と考えられている。ま

た、さらにその 1km南には、佐位郡家正倉院の遺構と考えられる倉庫群が検出された三軒屋遺跡が所在し、

本遺跡から約 1~2km南のエリアが律令制下の佐位郡の中枢地帯であったことが判明している 。

本遺跡周辺も、そうした郡政中枢域縁辺地域における遺構群として把握する必要がある。

本遺跡の南東に近接する上武道路と北関東自動車道伊勢崎インターチェンジとの連絡道路の建設に伴って

当事業団が調査した下植木壱町田遺跡、本遺跡上武道路調査箇所の東に隣接する上植木壱町田遺跡などで

は、奈良•平安時代の竪穴建物跡をはじめとし、多くの遺構が検出されている。舞台遺跡では51棟の竪穴建

物跡と 12基の須恵器窯跡が検出されており、本県の平地部における窯跡の稀有な調査例として注目された。

それらの竪穴建物跡群及び窯跡群ともいずれも 9~10世紀代のものである。確実に須恵器生産工人関連施設

と指摘できる竪穴建物跡が6棟存在する反面、全般的には竪穴建物跡群と窯跡群との有機的な関連について

は今ひとつ不明確な点も残っている。

本遺跡上武道路調査箇所では、奈良時代の終末頃から竪穴建物がつくられはじめ、集落の主体は平安時代

に入ってからである。竪穴建物跡が123棟、掘立柱建物跡 2棟、小鍛治遺構 2基等が検出されている。東側

に隣接する上植木壱町田遺跡や書上上原之城遺跡、粕川対岸の下触向井遺跡、鷹巣遺跡、五日牛東遺跡等と

ならんで一帯では多量の墨書土器が出上した。本遺跡北関東自動車道調査箇所においても奈良•平安時代の

竪穴建物跡は50棟にのぼり、同時期の須恵器の窯跡が12基検出されている。平地における須恵器窯の例と

してか東に隣接する舞台遺跡で検出された須恵器窯跡群と比べると、年代的にやや遅れて出現するも、ほぽ

一致しており、関連が想定できる。また、前述した粘土採掘坑のうち 4基だけは平安時代のものと考えられ

ており、当遺跡で検出された12基の平安時代窯跡との関連は、十分考慮に入れるべきであろう。

さらに近接する三和工業団地遺跡群においても、本遺跡北関東自動車道調査箇所検出のものとほぼ同時期

の須恵器窯が二基検出されている（伊勢崎市教育委員会『三和工業団地II~W遺跡 三和工業団地造成事業

に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 2004)。

第6項 中世以降における歴史的環境と遺跡の動向

12世紀、上野国の平野部には天仁元年 (1108) の浅間山大噴火による降灰によって壊滅した耕地を復興

する過程で、各地で荘園や御厨が成立していった。仁安 3年 (1168) の「新田義重譲状」に示されている

新田荘もそれらの一つとして形成された荘園である。周知のように、源義家の三男である義国が勅勘を被っ

て坂東に下向、土滸し、その長男である源義重（？～建仁 2年 (1202))が上野国新田郡に入部して開発し、

久寿元年 (1154) 頃には新田郡南西部の「こかんの郷々」とよばれた19郷からなる荘園を成立させ、これ

を権門貴族である藤原忠雅 （領家） と金剛心院 （本所）とに寄進した。義重は、 保元 2年 (1157)、下司職

に任命され、新田荘を立荘、新田庄司を称した。

本遺跡地は新田荘の東隣に位置する淵名荘に属したものと考えられる。佐位郡の東側を早川、西側を粕川

11 
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に囲まれた範囲。史料上の初見は文永 9年(1272)11月18日付の世良田長楽寺住持院豪置文（長楽寺文書

／『群馬県史』資料編 5所収）に「渕名庄政所黒沼太郎入道殿」とみえることである。荘園成立の時期を明

示する史料はないが、戦国期の仁和寺領文書目録（文明10年8月仁和寺文書／『群馬県史』資料絹 7)およ

び仁和寺法金剛院文書（天文 2年11月8日法金剛院文書／『群馬県史』資料編 7) に「上野国淵名庄」がみ

える。天文2年(1533)11月8日付の法金剛院所領目録には、淵名庄について 「田百九町五段廿五代、畠

十八町二段十代」とあり、法金剛院が本所であったことがわかる。法金剛院は周知の通り仁和寺の御堂の

一つとして平安末期の大治 5年 (1130) に、鳥羽天皇中宮であり崇徳・後白河両天皇の母である待賢門院

(1101~1145)により再興された。淵名荘もその頃、平安末期に立券されたものと考えられている。秀郷流

藤原氏の一族に「淵名大夫兼行」なる人物名がみえ（『尊卑分脈』） 、この人物によって開発された荘園とみ

る説が有力であるが、実証すべき史料は何もない。

その後、鎌倉時代には、頼朝の重臣中原親能の子・季時が淵名の苗字を名乗り（「大友系図」／『続群書

類従』 6上）、その後、一時は下野国の豪族である小山氏が本荘の地頭職を有したこともあり（年月日不詳

「小山文書」 ／『埼玉県史』資料編 5)、さらに鎌倉時代末期には得宗領になっていた可能性が高いという

（『新田町誌』通史紺 1)。室町～戦国期には豪族赤堀氏の勢力下にあったようだが、東に隣接する新田荘の

故地を勢力下におく新田本宗家格の岩松氏がしばしば当荘に侵入して戦闘が交わされることがあったようで

ある。

本遺跡、北関東自動車道調査箇所の東に接する舞台遺跡では、灯火器と考えられる中世初期のかわらけ皿

が50点以上とまとまって出土した78号溝跡が検出されているくらいで、明確な中世の遺構は全く検出され

ていない。この灯火器が50点以上まとまって出土した遺構については、調査担当者は祭祀・儀礼等の行為の

存在を想定している。ただ、詳細な時期が不明な小規模な掘立柱建物跡が全部で40棟検出されており、その

中に中世の建物遺構が含まれる可能性はある。また、同様に、時期不明の溝跡、土坑跡、井戸跡のなかにも

中世期のものが存在している可能性はある。

本遺跡上武道路調査箇所の南東に隣接する上武道路から北関東自動車道伊勢崎インターチェンジヘの連絡

道路の建設に伴って当事業団が発掘調査を実施した下植木壱町田遺跡からは、一片約40m弱四方の方形の屋

敷跡が検出されている（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 『（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告

第248集 下植木壱町田遺跡北関東自動車道伊勢崎インターチェンジ建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』

1999)。存続期間は長く、 14~16世紀に及んでいる。

この、比較的小規模な屋敷跡は、史料等に全くみえないので、館主や造営主体など、今のところ全く不明

である。しかしながら、鯉沼を挟んだ西側には約150m四方の「齋藤屋敷」と称される 16世紀代、齋藤氏の

居館とする巨大な方形居館の存在が想定されているが（群馬県教育委員会 『群馬県の中世城館跡』 1988)、

周辺部における調査でも関連する遺構等は発見されていない。

また、本遺跡北関東自動車道調査区の北西側に近接する三和工業団地遺跡では、中世初期の馬房跡とみら

れる掘立柱建物跡群や柵列で方形に囲まれた小区画の繋飼場風の遺構も検出され、本遺跡周辺での本格的な

馬の飼育の様相が明らかになっている（伊勢崎市教育委員会『三和工業団地II~W遺跡 三和工業団地造成

事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』2004)。

戦国期、上杉氏系、小田原北条氏系等在地勢力の支配を経て、関ヶ原の戦いの後、慶長 6年(1601) に

勢多郡新川の稲垣長茂が佐位郡内 l万石を与えられて伊勢崎に入封した。子の稲垣重綱のときに、越後国藤

井へ移封となり、前橋藩主の酒井重忠の嫡男で、後に大老になった酒井忠世が5万2000石を与えられて伊
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勢崎に移るが、酒井忠世が前橋藩を継ぐと伊勢崎藩領はそのまま前橋藩領に組み込まれた。

酒井患世は寛永13年(1636) に死去し、同年のうちに忠世の後を継いだ嫡子 ・酒井忠行も死去したため、

酒井氏の家督と前橋藩は忠行の嫡男 ・忠清が継いだ。このとき忠清の弟 ・忠能は兄である前橋藩主より 2万

2500石を分与され、伊勢崎藩主とな った。 しかし寛文 2年 (1662)6月に酒井忠能は信濃小諸藩に移封さ

れ、伊勢崎藩は廃藩となる。天和元年(1681)、酒井忠清の次男 ・忠寛が兄・忠挙より 2万石を分与され、

前橋藩の支藩的な性格を帯びて、伊勢崎藩が再興される。その後、前橋藩主酒井氏は姫路に移封とな ったた

め、この伊勢崎藩は姫路藩の支藩的存在となり、幕末まで酒井氏による支配が続いた。

遺跡の所在する伊勢崎市三和町は、江戸時代から明治22年(1889)の町村制施行までの間、「上植木村」

であった。上植木村は、 『上植木元文書上帳』（山田武麿・萩原進編「上植木元文書上帳」群馬県文化事業

振興会編 『群馬県史料集』 2風土記篇 (II)1967)によると元文 3年 (1738)には 「百姓家数二百軒、職

人二人」と記載があり、典型的な農村地帯の様相を呈していたことが判明する。田は、「四十三町八反二畝

二十四歩」、畠は 「百二町一反四畝四歩」と記されていて、畠が田の約倍以上の面積であったことが判明す

る。

嘉永 7年 (1854)の上植木村絵図 （伊勢崎市史編纂室 『伊勢崎の村絵図』 1)によると、水田は村の東

縁と西縁の一部、それに南端に存在するのみであり 、多くは畠地になっている。この状況は明治時代初期に

も変わらず、明治 6年 (1873)の地引絵図 （群馬県立文書館保管、 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 『（財）

群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告第80集 上植木光仙房遺跡一般国道17号 （上武道路）改築工事に伴

う埋蔵文化財発掘調査報告書』1988、361頁に引用）にも地目は畠が多いという 。

嘉永 7年上植木村絵図によれば、本遺跡の上武道路調査箇所は、上植木村北部を南東から北西に横切って

おり 、その位置は集落の北端付近に当たり、中央部は屋敷地にかかっている 。上武道路調査箇所では、現代

まで続けられた耕作に伴う表土の削平・攪乱によ って近世・近代の遺構の残存状態が極めて悪く、この絵図

にみえる屋敷跡を明確に裏付けるような遺構は一切検出されていない。調査区中央部から東にかけては、多

数の時期不明の溝跡、土坑跡、井戸跡等が検出されており、あるいはこれらの遺構群の一部が、近世の屋敷

跡に関わる遺構である可能性は捨てきれない。また、これらの遺構や表土中からは、多贔の近世陶磁器片が

出土しており （（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 『（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告第80集 上

植木光仙房遺跡 一般国道17号 （上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』1988、358~359頁）、

絵図にみえる屋敷地に関わる遺物とも考えられる。

また、本遺跡の北関東自動車道調査箇所は、嘉永 7年村絵図によれば、ほぼすべて畠地である。明確な中

世の遺構はほとんど無く、遺物も出土しておらず、その東に接する舞台遺跡でも、近世の遺構は全く検出さ

れていない。

県道伊勢崎大間々線に関わる調査区に関しては、嘉永 7年の村絵図を見ると、現在の県道伊勢崎大間々線

とほぽ同位置に、その前身とみられる南北に延びる道路が描かれており、今回の調査区を東西に分断するこ

の県道の起源は、非常に古いようである。今回の調査対象範囲の北に寄った部分には 7軒の屋敷地が明示

されているが、全体的に後世の攪乱が甚だしかったため、これら屋敷に関わる明確な遺構は検出できなかっ

た。
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第 2節遺跡の歴史的環境

表 1 周辺の主な遺跡

番号I遺跡名 所在地 概 要

l 上植木光仙房 三和町

2 舞台 三和町

3 三和工業団地 三和町

4 書上浄水場 三和町

5 上植木壱町田 三和町

6 下植木壱町田 三和町

7 鯉沼東遺跡 三和町

8 大（男）井戸 三和町 湧水点、古墳～奈良•平安～中世溜め井・溝跡

9 本関町古墳群 三和町～本関町後期古墳群、本遺跡で一部検出

10 書上本山 三和町 旧石器、古墳時代後期集落、奈良•平安時代集落

11 書上上原之城 農城町 平安時代集落

12 高山古墳群 三和町 終末期古墳群

13 丸塚山古墳 上植木本町 5世紀後半、全長Slmの帆立貝式前方後円墳、後円部に箱式棺状竪穴式石室 3基

14 上植木廃寺 上植木本町 7世紀後半創建寺院

15 恵下 上植木本町 後期古墳、古墳時代前期集落、奈良•平安時代集落

16 三軒屋 上植木本町 奈良 • 平安時代佐位郡家正倉院

17 上西根 鹿島町

18 華蔵寺裏山古墳華蔵寺町

19 台所山古墳群 波志江町

20 地蔵山古墳群 波志江町

21 蟹沼東古墳群 波志江町

22 五目牛清水田 赤堀五目牛

23 堀下八幡 波志江町

24 八幡林古墳群 赤堀五目牛

（文献）

旧石器縄文土器、古墳、古墳時代前期・後期集落・粘土採掘坑、奈良平安時代媒落・須恵器窯跡・粘土採掘坑、中近世溝跡・土坑跡

旧石器縄文前期竪穴建物跡・縄文時代陥穴、古墳時代前期周溝墓群・集落跡、古墳時代後期媒落梼、奈良平安時代集落跡・須恵器窯跡、

旧石器縄文時代前期竪穴建物跡、古墳時代前期集落・周溝墓、後期集落、奈良平安時代集落・須恵器窯跡、中世馬房・繋飼場跡

縄文時代前期土器

縄文時代中期～奈良•平安時代集落、中世井戸跡

旧石器、古墳時代前期集落・後期集落、奈良 • 平安時代集落 · 水田、中世方形居館跡

古墳時代後期～平安集落

古墳時代前期周溝墓 ・後期古墳、古墳時代後期～奈良時代集落

前期古墳、全長40m前方後円墳

前期古墳群

前期～後期古墳群

後期～終末期古墳群

縄文時代前期竪穴建物、古墳時代前期集落 ・古墳、古墳時代後期～奈良時代集落、平安時代水田

旧石器、縄文時代前期竪穴建物、奈良•平安時代集落

縄文時代前期竪穴建物、後期～終末期古墳群

1.・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団編『上植木光仙 房遺跡＿一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書』 1988

・（財）群馬 県埋蔵文化財調査事業団『光仙房 遺 跡 ー 北関東 自 動 車 道 （ 高 崎 ～ 伊 勢 崎 地 域 ） 埋 蔵 文化財発掘

調査報告書』 2003

•本報告書

2.・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団『舞台遺跡（1)~(3)一北関東自動車道（高崎～伊勢崎地域）埋蔵文化

財発掘調査報告書』 2001~5

3.・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団『三和工業団地 I遺跡一三和工業団地造成事業に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告』 1999~2001

•伊勢崎市教育委員会『三和工業団地 II ~W遺跡一三和工業団地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告』 2004

4..伊勢崎市「伊勢崎市史通史編』 11987 

5.・（財）群馬 県埋蔵文化財調査事業団『書上下吉祥寺遺跡・書上上原之城遺跡・上植木壱町田遺跡ー一般

国道17号 （上武道路）改築工事に伴う埋 蔵 文化財発掘調査報告書』 1988

6.・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団『下植木壱町田遺跡ー北関東自動車道伊勢崎IC建設工事に伴う埋

蔵文化財発 掘調査報告書』 1999
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7..伊勢崎市教育委員会 『鯉沼東遺跡・舞台遺跡』 1977

8.・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 『舞台遺跡（3)・大井戸遺跡ー北関東自動車道（高崎～伊勢崎）地

域埋蔵文化財発掘調査報告書』 2005

9..伊勢崎市『伊勢崎市史通史絹』 11987 

10.・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 『書上本山遺跡ー一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書』 1985

11.・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団『書上下吉祥寺遺跡・ 書上上原之城遺跡 ・上植木壱町田遺跡＿＿

般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 1988

12. ・伊勢崎市教育委員会 『高山遺跡・天ヶ堤遺跡 ・天野沼遺跡・下書上遺跡』 1977

13. ・伊勢崎市 『伊勢崎市史通史編』11987 

14. ・伊勢崎市教育委員会『上植木廃寺発掘調査概報.l I 1985 

15. ・伊勢崎市教育委貝会『恵下遺跡』 1979

16. ・伊勢崎市教育委員会 『三軒屋遺跡現地説明会資料』 2005

17. ・伊勢崎市教育委員会 『上西根遺跡』 1985

18. ・伊勢崎市 「伊勢崎市史通史絹』 11987 

19. ・伊勢崎市 『伊勢崎市史通史綱』11987 

20.・赤堀村教育委員会『赤堀村地蔵山古墳』 I 1978 

・赤堀村教育委員会『赤堀地蔵山古墳』 Il 1979 

21..伊勢崎市教育委員会 『蟹沼東古墳群•宮貝戸下遺跡』 1978

• 伊勢崎市教育委員会 『宮貝戸古墳群・蟹沼東古墳群』 1983

•伊勢崎市教育委員会「蟹沼東古墳群』 1988

22.・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団『五目牛清水田遺跡ー一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書』 1992

23.・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 『堀下八幡遺跡ー一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書』 1990

24.・赤堀村教育委員会『八幡林古墳群及び縄文住居調査概報』 1982
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第 1節 A区で検出された遺構と遺物

第 1節 A区で検出された遺構と遺物

平成11年度に発掘調査されたA区は、現在の主要地方道伊勢崎・大間々線を挟んだB区とともに調査区域

の最北端である。本調査区からは、溝跡16条、土坑跡23基、古墳 l基が検出された。

第 1項古墳跡

• 1号墳跡

調査区の最南端において古墳跡が 1基検出された。全体の約半分強を調査することが出来たが、残りは現

在の主要地方道伊勢崎・大間々線の下に入っており、調査は不可能であった。周溝の最大上幅は1.98m・下

幅は1.26m・深さ0.56mで、外径は11.9m・内径は8.71mほどであった。周溝の底部からは古墳造営時の周溝

掘削時の一単位の痕跡とみられる短径0.9m前後 X長径1.4m前後の隅丸長方形状の掘削痕跡が並行して検出

された。西側約 5割弱が現道下に入っており、調査が不可能であ ったので、墳形の全容は不明であるが、周

辺部から検出されている古墳の形状等と勘案して、円墳であると想定できる。

周溝を埋めていた土は、 Hr-I及びAs-C軽石を含む黒褐色土をベースとする土である。なお、墳丘の封土

及び主体部は完全に削平されており、墳丘周辺や周溝内から、墳丘に貼られた葺石の痕跡や残骸、あるいは

埴輪片は全く出土しておらず、周溝内の遺物も極めて少ないため、詳細な年代は不明である。

本遺跡の上武道路調査箇所では、現・伊勢崎・大間々線の西側の調査区から 4基、東側の調査区から 6基

の計10基の古墳が検出されている 。

いずれも円墳で、墳丘の封土は完全に削平されていたが、主体部の一部や痕跡を調査できた古墳が7基あ

り、それらはいずれも暉石安山岩の川原石や割石を用いた横穴式石室か箱式棺状竪穴式石室である。また、

これらの古墳には、いずれにも墳丘部の葺石や埴輪等は認められなかった。A区 1号墳にも葺石や埴輪は全

く認められないので、時期的にこれらの古墳に近いものと考えられる。

また、北関東自動車道調査区では、現 ・伊勢崎・大間々線の東側と西側で 1基づつ計2基の古墳が検出さ

れている Al号墳では埋上中から埴輪片が出土しているが、 B1号墳からは埴輪は全く出土していない。遺

物の年代からみて B1号墳はかなり終末期の新しい時期の古墳であると考えられる。

このような周辺での調査成果を勘案すると、本遺跡の伊勢崎・大間々線調査区A区で検出された 1号墳の

年代も、主体部の構造が全く不明で、かつ出土遺物が皆無でありながらも、周辺における古墳と同様、 6世

紀前半～7世紀初頭の年代を想定することが出来そうである。

今回、伊勢崎 ・大間々線調査箇所A区において検出された 1号墳を含めて、これらの古墳は前述したよう

に粕川左岸の段丘上に展開する本関町古墳群の一画を形成していたものと考えられる。

このA区1号墳は、殖蓮村62号墳よりも、さらに北に200m上がった位置に存在しており、本関町古墳群

の範囲は、これまで考えられていたよりもさらに北に展開していたことが判明した。
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1. 黒色土

2. 暗黒褐色土

3. 黒色砂質土

4. 暗黒褐色土

5. 黒褐色土

6. 暗黄褐色土

7. 暗黄褐色土

8. 暗黒褐色土

9. 暗黒褐色土

10. 黒灰色土

径1mm弱のAs-C、径1~5mm大のHr-]を少最含む。

径1mm程度の褐色砂粒を含む。

径1mm弱のAs-Cをやや多く、径1~3mm大のHr-Iを微鼠含む。

径1mm弱のローム粒をやや多く 、As-Cを少量含む。

径1mm弱のローム粒を多く、 As-Cを少櫨含む。

径1~50mmのローム塊を多く含む。やや粘質。

径1~50mmのローム塊を含む。やや粘質。

径1mm弱のローム粒をやや多く、ローム塊． As-Cを少量含む。

径1mm弱のAs-Cを少量含む。

硬質な灰色土と褐色砂粒の層。

11.黒色土 径1mm以下の褐色砂粒とAs-Cを少址含む。

12. 暗黄褐色土 黒褐色に近い黒色。ローム粒を全体的に多く、 As-Cを微量含む。

13. 暗黄褐色土 ソフトローム相当？、暗黄褐色土の混入が多い。 As-Cを微鼠含む。

14. 暗灰褐色土 白色粒子を少量含む。

L=89.30m 

゜
l :80 4m 

図2 A区 1号墳 平面図 ・土層断面図・エレベーション図
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第 1節 A区で検出された遺構と遺物

第 2項溝跡

A区では、溝跡は16条検出されている。東西方向に流れるものが圧倒的に多く、西北西ー東南東方向のも

のが多い。東西方向に限られているため、調査区外に続いているものが少なくなく、現在の主要地方道伊勢

崎 ・大間々線を東に越えた B区で東側の継続部分が検出されているものもあるが、 B区自体も調査区の東西

幅が狭いために、結局、全貌が明らかにしがたい部分が少なくない。

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの溝跡の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは溝跡自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中 ・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 1号溝跡

位置 ：A区の南端部寄り、 X545• Y-200~-215。 重複 ：2・3・4号溝跡及び6号土坑跡の一部を破壊す

る。 規模と形状 ：確認全長 9m・ 最大上幅0.78m・最大下幅0.41m・深さ0.18m、断面は緩やかな逆台形状

を呈する。東～西方向に流れ、両端とも調査区外に出る。 埋土 ：暗灰色土をベースとする。

(2) 2号溝跡

位置 ：A区の南端部寄り、 X545• Y-210。 重複 ：1• 4号溝跡に破壊される。 規模と形状 ：確認全長

4.4m• 最大上幅0.32m ・最大下幅0.21m・深さ0.08m、断面は緩やかな半円状を呈する。南北方向に流れ北端

は4号溝跡に、南端は上面を削平されたため不明確。 埋土 ：暗褐灰色土をベースとする。

(3) 3号溝跡

位置 ：A区の南端寄り、 X545~560• Y-205~-210 重複 ：1号溝跡に一部破壊され、 9号溝跡を破壊する。

規模と形状 ：確認全長10.72m・最大上幅1.05m・最大下幅0.48m・深さ0.21m。南北方向に直線的に流れ、

北端は調査区外に出る。南端は調査区南東壁際で止まる。 埋土 ：暗褐色土をベースとする。

(4) 4号溝跡

位置 ：A区の南端寄り、 X545~560• Y-205 重複 ：1号溝跡に一部破壊され、 2 • 9号溝跡を破壊する。

規模と形状 ：確認全長9.31m・最大上幅0.99m・最大下幅0.78m・深さ0.28m。3号溝跡の西側約 lmの位置

をほぽ並行して南北に流れる。北端は調査区外に出る。南端は攪乱によって破壊され未検出。 埋土 ：灰黄

褐色土をベースとする。

(5) 9号溝跡

位置 ：A区の南端寄り、 X545• Y-200~-210。 重複 ：3・4号溝跡・ 8号土坑跡に破壊される。 規模

と形状 ：確認全長8.28m、最大上幅1.32m・最大下幅0.99m・深さ0.26m、断面は緩やかな不整逆台形状を呈

する。 1号溝跡の北側約3.3mの位置をほぽ並行して東西方向に流れる。東端は 8号土坑跡に破壊され、西

端は調査区外に出る。 埋土 ；暗褐色土をベースとする。
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1 ~4・9号溝跡
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A . 4号溝 2号溝

ヘここ文之＝文二／
3号溝

．△ 
1.暗褐色土 褐色・灰色砂粒をやや多く含む。

2. 黒色土 褐色砂粒を多く、 As-C少最混。

且．
1号溝 4号溝 2号溝 4 

ー――一—ー＝＝—

B' 

1 暗灰色土 黄色粒子少温混、砂礫多く含む。

2. 灰黄褐色土 白色粒子微益、黄色粒子・黄色プロック少量混。

3. 暗灰色土 白色粒子多最、褐色砂層が底部に堆積 し非常に堅く締まる。

4. 暗褐色土 砂粒を大址に含む。 L=89.40m 

0 1:40 lm 

図3 A区 1~4・9号溝跡平面図・土層断面図
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第 1節 A区で検出された遺構と遺物

(6) 6号溝跡

位置 ：A区の中央部南寄りの位置、 X555• Y-190~-210。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全長7.92m• 

最大上幅0.81m・最大下幅0.42m・深さ0.41m、断面は逆台形状を呈する。 埋土 ：灰黄褐色土ベース。

(7) 30号溝跡

位置 ：A区中央部南寄り 、X555• Y-190。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全長2.0lm・最大上幅0.52m• 

最大下幅0.21m。北東～南西方向。両端ともに攪乱によって破壊される。 埋土 ：暗褐色土ベース。

6 • 30号溝跡
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A 30号溝 A' ． ．  
L ~89.30m ~ 

.A_. L ~89.40m 6号溝 ．△ニ

＼ 
灰黄褐色土黄色粒子多量、黒色

土塊少謎、白色粒子微凪混。

゜
1:80 4m 

゜
1:40 lm 

図4 A区6 • 30号溝跡 平面図・土層断面図・エレベーション図

(8) 10号溝跡

位置 ：A区の中央部やや南寄り、 X565~570• Y-190~-195。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確眩全長6.72m・

最大上幅0.78m・最大下幅0.39m・深さ0.48m。北西～南東方向に一直線に流れる、 しつかりとした堀方を有

する細い溝跡。県道を越えた東側B区33号溝跡に繋がる。 埋土： 暗褐色土ベース。

10号溝跡
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0 1:40 lm 

図5 A区10号溝跡 平面図 ・エレベーション図
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第3章 発見された遺構と遺物

(9) 11号溝跡

位置 ：A区の中央部やや南寄り、 X570~575• Y-180~-185。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全長8.71m• 

最大上幅2.51m・下幅2.12m・深さ0.57m。北西～南東方向。北西よりの部分が細く、南東方向に行くに従っ

て広くなる。現・伊勢崎 ・大間々線を越えて B区で検出された32号溝跡に繋がる。 埋土： 暗灰色土ベース。

11号溝跡
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1.黄灰色砂質土

2. 暗灰褐色砂質土

3. 暗褐色土

4. 暗褐色砂質土

As-B。
As-B。

ローム粒及びローム塊を少塁含む。

灰色 ・褐色砂粒を主体とする。ローム粒子を少量含む。

L~89.40m 

0 1:40 lm 

゜
l :80 4m 

図6 A区 11号溝跡平面図・土層断面図

(10) 12号溝跡

位置 ：A区の南端寄り、 X555• Y-185~-210。 重複 ：2• 7 • 12号土坑跡に破壊される。 規模と形状：

確認全長8.18m、最大上幅0.79m、最大下幅0.59m、深さ0.41m。東西方向。両端は調査区外に出る。中央部

の上面が削平され検出できない。幅はほぽ一定。現・伊勢崎・大間々線を越えて東側、 B区で検出された31

号溝跡に繋がる。 埋土： 暗褐色土をベースとする。
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12号溝跡
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0 1:40 lm 

1.暗褐色土 径 l~2mm程度の黄色土塊を多く、白色粒子を少最混。

゜
l :80 4m 

図7 A区12号溝跡平面図 ・土層断面図

(11) 14号溝跡

位置 ：A区の南端、 X535~550• Y-205~-210。 重複 ：1号墳を破壊。 規模と形状 ：確認全長12.26m、

最大上幅1.31m、最大下幅1.02m、深さO.llm。16• 17号溝跡とほぽ並行して北東～南西方向に流れ、南西端

は調査区外に出る。北東端はX545• Y-210Gr．の北東で止まる。幅に広狭の起伏の大きい不整形の浅い溝。

埋土 ：暗褐色土をベースとする。

(12) 16号溝跡

位置 ：A区の南端、 X535~550• Y-205~-210。 重複 ：1号墳を破壊。17号溝跡によって破壊される。

規模と形状 ：確詔全長14.89m、最大上幅1.54m、最大下幅1.28m、深さ0.48m。14• 17号溝跡とほぼ並行して

北東～南西方向に流れ、南西端は調査区外に出る。北東端はX545• Y-205Gr．の北西で止まる。幅に広狭の

起伏の大きい不整形の溝。 埋土 ：黒褐色土をベースとする。 遺物 ：埋土中より縄文時代石器（石鏃）が1点

出土しているが、埋土の堆積状況や層位関係から見て、縄文時代の遺構とは考えにくい。

(1 3) 1 7号溝跡

位置 ：A区の南端、X535~550• Y-205~-210。 重複 ：1号墳 ・16号溝跡を破壊。 規模と形状： 確認全

長9.68m、最大上幅0.49m、最大下幅0.26m、深さ0.08m。14• 16号溝跡とはぼ並行して北東～南西方向に流

れ、南西端は上面を削平されて検出できず、北東端はX545• Y-205Gr．の北西で止まる。 16号溝が埋没した

後に、 16号溝跡の埋土中に掘り込まれた幅が狭く一定の浅い溝。 埋土 ：黒褐色土をベースとする。

(14) 18号溝跡

位置 ：A区の北端寄り、 X605~610・Y-165~-180。 重複： なし。 規模と形状 ：全長7.39m・最大上幅

1.08 ・最大下幅0.68m・深さ0.51m。東西方向に流れる、一定幅でしつかりとした堀方を有する溝。東側は、

現・伊勢崎大間々線の東、 B区27号溝跡に繋がる。 埋土 ：灰黄褐色土ベース。
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14 • 16 • 17号溝跡
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1. 暗褐色土 砂粒を多く、白色粒子を少塁含む。

2. 黒褐色土 白色粒子を多く、黄色粒子を少饂混含む。非常に堅く締まる。
L~S930m 

0 1:40 lm 

゜
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図8 A区14・16・17号溝跡 平面図・土層断面図・エレベーション図
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図9 A区18号溝跡平面図
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第1節 A区で検出された遺構と遺物

18号溝跡

□口△ ロ□□一 互

1.灰褐色土 黄色粒子を微鍼含む。

2.灰黄褐色土 黄色粒子・黄色土塊

を多械に含む。

3.灰褐色土

4. 灰黄褐色土

L=89.70m 

0 1:40 lm 

図10 A区18号溝跡土層断面図

(1 5) 19号溝跡

位置： A区の北東隅、X625・Y-160~-165。 重複：なし。 規模と形状 ：確懃全長 3.78m• 最大上幅 0.42m·

最大下幅 0.31m・深さ 0.18m。東西方向に流れる一定幅でしっかりとした堀方を有する溝。溝幅は狭い。東

西両端とも調査区外に出る 。 埋土 ：暗掲色土ベース。

(16) 20号溝跡

位置 ：A区の北東隅、X620• Y-165。 重複： 東端を 16号土坑跡に破壊される。 16号土坑跡以東では検

出されていない。 規模と形状 ：確認全長 4.58m・最大上幅 0.5m・最大下幅 0.31m・深さ 0.14m。19号溝

跡の約 3.5m南側をほぽ並行して東西方向に流れる。一定幅でしっかりとした堀方を有する溝。溝幅は狭い。

西端は調査区外に出る。東端は 16号土坑跡に破壊されるが、16号土坑跡以東では検出されていない。

埋土 ：暗褐色土ベース。
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図11 A区19• 20号溝跡平面図・土層断面図
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第3章発見された遺構と遺物

第 3項土坑跡

A区では、土坑跡は23基検出されている。いずれも用途不明の穴である。調査区の中央部から北寄り一帯

では検出密度がやや高い。ただし、こうした分布の理由は、不明である。

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの土坑の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは土坑自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 1号土坑跡

位置 ：A区の南寄り、 6号溝跡の北に接する。X555• Y-200。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確聡最大径

l.7lm・ 深さ0.32m・検出面積2.313rrl、不整円形状を呈する。 埋土： 灰黄褐色土ベース。

(2) 2号土坑跡

位置： A区の南寄り 、6号溝跡の南側、 X550• Y-200。 重複 ：12号溝跡の上層に掘り込まれているが、直

接の切り合い関係はない。7号土坑跡を破壊する。 規模と形状 ：確詔最大径1.04m・深さ0.22m・検出面

積0.6rrl、東西に長い楕円形状を呈する。 埋土 ：灰黄褐色土ベース。

(3) 3号土坑跡

位置： A区の南寄り、 1号土坑跡の北東側、 4号土坑跡の南西に位置する。X560• Y-195。 重複： なし。

規模と形状 ：東西に長い楕円形状を呈し、長径0.49m・短径0.45m・深さ0.22m・検出面積0.151rri。 埋土 ：

黒褐色土ベース。

(4) 6号土坑跡

位置 ：A区の南寄り、 X545• Y-200。 重複： 1号溝跡に破壊される。 規模と形状 ：南北に長い隅丸長

方形状を呈し、長径2.24m・短径1.36m・深さ0.35m・面積2.369m'。 埋土： 灰黄褐色土ベース。

(5) 8号土坑跡

位置 ：A区の南寄り東端部、 X550、Y-200。 重複 ：9号溝跡を破壊する。 規模と形状： 東西に長い楕

円形状を呈し、東端は調査区外に出る。確認長径166m・短径0.58m・深さ0.18m・面積0.777rrl。 埋土 ：褐

灰色土ベース。

(6) 7号土坑跡

位置 ：A区の南寄り、 6号溝跡の南側、X550• Y-200。 重複 ：12号溝跡の上層に掘り込まれているが、

直接の切り合い関係はない。2号土坑跡に破壊される。 規模と形状 ：東西に長い長円形状を呈し、西端は

調査区外に出る。確認長径2.78m・短径1.32m・深さ0.18m・確認面積2.936rrf。 埋土： 灰黄褐色土ベース。
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第 1節 A区で検出された遺構と遺物

1号土坑跡
2・7号土坑跡
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3. 黄褐色土 径 10cm大の黒色土塊を含む。
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2. 灰黄褐色土 白色粒子微量混。

3. 暗灰黄褐色土 白色粒子微鐙混。
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口
1. 黒褐色土 白色粒子、黄色粒子、黄色土塊を少最混。

2. 黒褐色土 白色粒子、黄色粒子を 1層より多く 含む。

6号土坑跡
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1.灰黄褐色土 黄色粒子を多く 、径 3~4cmの黒色土塊を僅かに含む。
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文
1. 褐灰色砂質土 非常に堅く締まった砂層。黒色土塊少最混。
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図12 A区 1~4・6~8号土坑跡 平面図・土層断面図
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第 3章 発見された遺構と遺物

(7) 9号土坑跡

位置： A区の中央部東端、 X575• Y-185。 重複 ：11号溝跡を破壊する。 規模と形状 ：南西ー北東方向

に長い長円形状を呈し、長径1.32m・短径0.66m・深さ0.72m・面積0.744rri'。 埋土 ：暗黒褐色土ベース。

(8) 10号土坑跡

位置： A区の中央部やや北寄り、東端、 X595• Y-180。 重複 ：なし。 規模と形状：南北に長い長円形

状を呈し、長径1.5m・短径0.85m・深さO.lm ・面積l.029rrl'。 埋土 ：黒褐色土ベース。

(9) 11号土坑跡

位置： A区の南寄り、 12号溝跡の北に隣接。X555• Y-200。 重複： なし。 規模と形状 ：東西に長い楕

円形状を呈し、長径0.56m・短径0.43m・深さ0.27m・確眩面積0.22rri。 埋土： 黒褐色土ベース。

(10) 12号土坑跡

位置 ：A区の南寄り、東端近く、 11号土坑跡のすぐ東側、 X550• Y-190。 重複 ：12号溝跡を破壊する。

規模と形状 ：南北に長い隅丸長方形状を呈し、長径1.02m・短径0.51・深さ0.32m・面積0.469rri。 埋土 ：

黒褐色土ベース。

(11) 13・ 14号土坑跡

位置 ：A区の南端。X530• Y-200。 重複 ：13号士坑が元々存在していた南側に後から14号土坑が掘り込ま

れる。 1号墳の上層に掘り込まれるが、直接の切り合い関係はない。 規模と形状 ：13号土坑跡は東西に長

い楕円形状を呈していたものと思われるが、南側を14号土坑によって掘り込まれているために正確な形状は

不明である。この二つの土坑は、当初、一つの土坑として調査され、土層断面の観察によってはじめて 2つ

の土坑が重複したものと判明した。13号土坑跡は、現存径0.85m・深さ0.16m、14号土坑跡は長径1.31m・短

径1.25m・深さ0.13m、両土坑併せた面積は2.149m心 埋土 ：ともに暗褐色土ベース。

(12) 15号土坑跡

位置 ：A区の南東端。16号土坑跡の北側に隣接。X620• Y-160。 重複 ：なし。 規模と形状 ：東西に長

い隅丸長方形状を呈し、長径2.79m・短径l.Olm、深さ0.17m、面積2.72m'。 埋土 ：暗灰褐色土ベース。

(1 3) 1 6号土坑跡

位置 ：A区の南東端。15号土坑跡の南側に隣接。X620• Y-160。 重複 ：20号溝跡の東端を破壊。 規模

と形状 ：不整円形状を呈し、長径1.75m・短径1.41m、深さ0.17m、面積1.828m心 埋土 ：灰褐色土ベース。

28 



第 1節 A区で検出された遺構と遺物

9号土坑跡
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第3章 発見された遺構と遺物

16号土坑跡

— 言氾
A. ーエ

A' 

六
1 灰褐色土 黄色土塊を多量に含む。

図14 A区16号土坑跡平面図・土層断面図

(14) 17号土坑跡

L=89.80m 

0 1:40 lm 

位置 ：A区の南西端寄り、 20号溝跡の南に隣接。X620• Y-160。 重複 ：南側を現代の攪乱によって破壊さ

れる。 規模と形状 ：南端が破壊されているため全容は不明であるが、楕円形状を呈し、確認最大長0.92m・

深さ0.15m・検出面積0.595rri心 埋土 ：灰褐色土ベース。

(1 5) 1 8 • 1 9号土坑跡

位置 ：A区の北東端寄り、 X615・Y-165。 重複： 19号土坑跡は、 18号土坑跡に南西隅部を破壊される。

規模と形状 ：18号土坑跡は南北にやや長い楕円形状を呈し、長径0.65m・短径0.51m・深さ0.14m・面積0.255

m。19号土坑跡は東側が調査区外に出るため、全体の形状は不明である。確認最大長l.7lm・ 深さ0.14m• 

確認面積2.351rri。 埋土 ：18号土坑跡は黒褐色土ベース、 19号土坑跡は暗灰褐色土ベース。

(16) 20 • 21号土坑跡

位置 ：A区の北端寄り、 X610• Y-165。 重複 ：。大きな21号土坑跡の南に楕円形状を呈する小さな20号

土坑跡が掘り込まれている。 規模と形状 ：21号土坑跡は南北に長い分銅形の平面形状を呈 し、現存最大長

1.74m ・深さ0.51m・現存面積3.063rrl。20号土坑跡は、東西に長い楕円形状を呈し、長径l.lm．短径1.05m• 

深さ0.41m・面積0.72m心 埋土 ：21号土坑跡は灰褐色土ベース、 20号土坑跡は黒褐色土ベース。

(17) 22号土坑跡

位置 ：A区の北端寄り、 18• 19号土坑跡の西隣、X615• Y-165。 重複： なし 規模と形状 ：南北にやや

長い楕円形状を呈する。長径0.61m ・短径0.5m・面積0.275rri心 埋土 ：灰褐色土ベース。

(18) 23号土坑跡

位置 ：A区の中央から北端寄り 。18号溝跡のすぐ南側。X605• Y-170。 重複 ：なし。 規模と形状 ：不

整円形状を呈し、長径0.94m・短径0.89m・深さ0.25m・面積0.58rrl。 埋土 ：灰褐色土ベース。

(19) 24号土坑跡

位置 ：A区の中央やや南端寄り 。4号土坑跡のすぐ東側。X560• Y-190。 重複 ：なし。 規模と形状 ：

北西ー南東方向に長い不整円形状を呈 し、長径0.84m・短径0.56m・深さ0.33m・面積0.365rri。 埋土 ：黒褐

色土ベース。
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第 1節 A区で検出された遺構と遺物
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第3章 発見された遺構と遺物

第2節 B区で検出された遺構と遺物

平成11から12年度にかけて発掘調査された B区は、現在の主要地方道伊勢崎・大間々線を挟んだA区と

ともに調査区域の最北端である。現在の県道伊勢崎 ・大間々線に直角に交わる生活道路によって、 4箇所の

小区画に分かれている 。なお、平成12年度の調査は、旧石器の確認調査を実施したのみである。本調査区か

らは旧石器は発見されなかった。遺構面の調査はすべて平成11年度中に終了していた。

本調査区からは、溝跡 6条、 土坑跡 8基が検出された。本調査区において検出された溝跡のうちのいくつ

かはA区で検出された溝跡から繋がるものである 。

第 1項溝跡

B区では、溝跡は 6条検出されている。A区と異なり 、南北方向に流れるものが比較的に多く、 A区同

様、調査区が東西方向に狭いため、調査区外に続いているものが少なくない。現在の主要地方道伊勢崎・大

間々線を東に越えたA区で、西側の継続部分が検出されているものもあるが、 AB区両区とも調査区の東西

幅が狭いために、結局、全貌が明らかにしがたい部分が少なくない。

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの溝跡の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは溝跡自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 27号溝跡

位置： B区北から 二番目の調査区の中の最端部、 X605• Y-150~-155。 重複： なし。 規模と形状： 確

認全長5.12m・最大上幅0.99m・最大下幅0.17m・深さ0.27m、断面は緩やかな逆台形状を呈する 。東～西方

向に流れるしっかりとした堀方を有する直線的な溝。東端は攪乱によって破壊されるが、両端ともに調査区

外に出るものと考えられる 。規模や形状、走向方向からみて、 A区で検出された18号溝跡の東側に続くと考

えられる。18号溝跡も西端は調査区外にさらにのびている。 埋土 ：暗灰褐色土ベース。

27号溝跡

｛ 恰
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暗灰褐色土 白色粒子、径 l~2cmの

黄褐色土塊を少最含む。
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笹
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゜
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図16 B区27号溝跡平面図・土層断面図
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第2節

(2) 28号溝跡

位置 ：B区の北から二番目の区画の北端部寄り、 X600• Y-155~-160。

B区で検出された遺構と遺物

重複 ：29号溝跡に破壊される。

規模と形状 ：確認全長4.0lm• 最大上幅2.08m ・最大下幅0.38m・深さ0.09m、非常に浅く、断面は緩やかな

弧状を呈する。 27号溝跡の約 7m南側を並行して東西方向に流れる。東端は攪乱によって、西端は29号溝

跡によって破壊される。 29号溝跡を越えて西側A区では確認できず、現道下で止まるものとみられる。

土： 暗灰掲色土ベース。

(3) 29号溝跡

位置 ：B区の北から 2番目の区画から 3番目の区画にわたって検出され、X580~600• Y-155~-160。

埋

重

複： 28号溝跡を破壊する。 規模と形状 確認全長、途中現道で調査不可能な部分を越えて14.Sm・最大上

幅1.76m・最大下幅0.34m・深さ0.65m。南北方向に直線的に流れ、南北端とも調査区外に出る。

灰褐色土をベースとする。

28 • 29号溝跡
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図17 B区28• 29号溝跡 平面図・土層断面図・エレベーション図
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第3章 発見された遺構と遺物

(4) 31号溝跡

位置 ：B区の最南の区画の中央部、やや南寄り、 X550• Y-180~-185。 重複 ：南縁を攪乱によって大部

分破壊される。 規模と形状 ：確認全長6.64m・最大上幅1.45m・最大下幅l.lm・深さ0.22m。西北西ー東南

東方向に流れるやや不整形の溝跡。東西両端は調査区外に出る。規模や形状、走向方向からみてA区12号溝

跡に繋がる可能性も存在する。A区12号溝跡の西端は、さらに調査区外にのびている。

31号溝跡
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図18 B区31号溝跡 平面図・エレベーション図

(5) 32号溝跡

位置 ：B区の最南の区画の西北端寄りから中央部東端寄り、 X550~565• Y-175~-180。 重複 ：西北端を

33号溝跡によって破壊される。 規模と形状 ：確認全長11.78m、最大上幅1.54m・最大下幅1.18m・深さ0.21

m、断面は幅広で緩やかな逆台形状を呈する。B区の最南の区画の西北端寄りから 中央部東端寄りを南北方

向に流れる幅広で浅い溝跡。北西側県道を越えてA区11号溝跡に繋がり、 A区11号溝跡は北西端が調査区の

外にさらにのびる。東南端は調査区外にのびる。 埋土 灰褐色土ベース。

32号溝跡
I ／た

t-179 

A ．△ 

1 褐灰黄色土 きめの細かい砂粒を多く含む。

2.灰褐色土
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゜
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図19 B区32号溝跡平面図・土層断面図
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第 2節 B区で検出された遺構と遺物

(6) 33号溝跡

位置 ：B区の最南端の区画の北端寄りの位置、 X560• Y-175~-180。 重複 ：西北端が32号溝跡を破壊す

る。 規模と形状： 確認全長6.28m• 最大上幅0.61m ・最大下幅0.34m・深さ0.31m、断面は逆台形状を呈す

る。北西～南東方向に流れるしつかりとした堀方を有する狭い溝。両端とも調査区外に出る。規模や形状、

走向方向からみて、北西端は県道を越えた北西側、 A区10号溝跡に繋がるものと考えられる。A区11号溝

跡の北西端は、さらにA区調査区外にのびている。 埋土 ：暗褐色土ベース。

33号溝跡
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0 1:40 lm 
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図20 B区33号溝跡平面図・土層断面図

第 2項土坑跡

B区では、 土坑跡は 8基検出されている。いずれも用途不明の穴である。最北端の調査区画から北から二

番目・ 三番目の区画で検出され、最南端の区画からは全く検出されていない。

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの土坑の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは土坑自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中 ・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 32号土坑跡

位置 ：B区の最北端の調査区画のほぽ中央から南端にかけて、 33号土坑跡の西側約 2mの位置に並行して、

X615 • Y-145。 重複 ：なし。 規模と形状 ：南北に細長い隅丸長方形状を呈し、確認最大長9.57m・幅

1.82m・深さ0.34m・検出面積4.008m。 埋土 ：灰褐色土ベース。

(2) 33号土坑跡

位置 ：B区の最北端の調査区画のほぽ中央から南端にかけて、 32号土坑跡の東側約 2mの位置に並行して、

X615 • Y-145。 重複 ：なし。 規模と形状 ：南北に細長い隅丸長方形状を呈し、全長12.18m・幅1.58m• 

深さ0.15m・検出面積4.804rrl。 埋土 ：灰褐色土ベース。
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第3章 発見された遺構と遺物

(3) 34号土坑跡

位置： B区の北から二番目の調査区画の北東寄り、 27号溝跡の南側、 35号土坑跡の西側に接して、 X605• 

Y-155。 重複 ：35号土坑跡の西縁を掘り込んで破壊する。 規模と形状 ：南北に長い溝形状を呈し、北端

は調査区外に出る。南端は攪乱によって破壊されている。確認長径3.4m・短径1.lm・深さ0.21m・確認面積

0.953rri。 埋土 ：灰黄褐色土ベース。

(4) 35号土坑跡

位置 ：B区の北から二番目の調査区画の北東寄り、 27号溝跡の南側、 34号土坑跡の東側に接して、 X605• 

Y-155。 重複： 34号土坑跡に西縁を掘り込まれ破壊される。 規模と形状： 南北に長い溝形状を呈し、北

端は調査区外に出る。南端は攪乱によって破壊されている。確認長径7.0lm・現存短径1.74m・深さ0.18m• 

確認面積2.561rrf。 埋土： 灰黄褐色土ベース。
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図21 B区32~35号土坑跡平面図・土層断面図
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第2節 B区で検出された遺構と遺物

(5) 36号土坑跡

位置： B区の北から二番 目の調査区画の北西隅、 X610• Y-155。 重複： なし。 規模と形状： 隅丸方形

状を呈するが北側及び西側が調査区外に出るため、全容は不明。確認最大長径1.28m・深さ0.28m・面積1.088

面。 埋土： 灰黄褐色土ベース。

(6) 37号土坑跡

位置： B区の中央部。北から三番目の調査区画の南寄り、 X570、Y-165。 重複： なし。 規模と形状 ：

東西に長い楕円形状を呈する。長径0.66m・短径0.58m・深さ0.24m・面積o.304rrl。 埋土 ：黒掲色土ベー

ス。

(7) 38号土坑跡

位置： B区の中央部。北から三番目の調査区画の中央西端、 X570、Y-170。 重複 ：なし。 規模と形状 ：

東西に長い楕円形状を呈し、長径0.91m・短径0.75m・深さ0.37m・面積o.544m。 埋土 ：黒褐色土ベース。

(8) 39号土坑跡

位置 ：B区の中央部。北から三番目の調査区画の中央やや東寄り、 X575、Y-160。 重複 ：なし。 規模

と形状 ：東西方向に長い楕円形状を呈し、長径0.82m・短径0.79m・深さ0.22m・面積0.433rrf。 埋土 ：暗褐

色土ベース。
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図22 B区36• 37号土坑跡平面図・土層断面図
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38号土坑跡 39号土坑跡
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図23 B区38• 39号土坑跡平面図・土層断面図
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第 3節 c区で検出された遺構と遺物

第3節 C区で検出された遺構と遺物

c区は、現在の主要地方道伊勢崎・大間々線を挟んだD区とともに調査区域の北から二番目の大調査区で

ある 。現在の県道伊勢崎 ・大間々線に直角に交わる生活道路によって、 4箇所の小区画に分かれている。こ

のうち北半分の北側二箇所と最南端の区画を平成12年度に、残った中央の区画を平成13年度に調査 してい

る。

中央部と最南端の調査区は、最近まで宅地であったために近現代の攪乱が著しく、遺構の残存状況は悪

い。また、宅地に面した位置での調査であったために、宅地への進入路の安全を確保しながらの調査であ

り、やむを得ず小規模な調査を積み重ねざるをえず、結果的に、良好な状態での遺構の確認及び検出に大き

な支障が出たことも事実である。

本調査区からは、古墳周溝跡 1、掘立柱建物跡 2棟、竪穴建物跡 3棟、溝跡 9条、土坑跡 8基が検出され

た。本調査区において検出された溝跡のうちのいくつかはD区で検出された溝跡に繋がるものである 。

第 1項古墳跡

・3号墳跡

調査区の最北西端において古墳の周溝跡が 1基検出された。周溝の東の弧のごく 一部を検出したに過ぎ

ず、墳丘を含め圧倒的大部分は西の調査区外に出ており、調査は不可能であった。よって古墳の全容は全く

不明である。

周溝の最大上幅は1.98m・下幅は1.26m・深さ0.56mで、外径は11.9m・内径は8.71mほどであった。西側大

部分が現道下に入っており、調査が不可能であったので、墳形の全容は不明であるが、周辺部から検出され

ている古墳の形状等と勘案して、円墳であると想定できる。

周溝を埋めていた土は、 Hr-I及びAs-C軽石を含む黒褐色土をベースとする土である。なお、墳丘の封土

及び主体部は完全に削平されており、墳丘周辺や周溝内から、墳丘に貼られた葺石の痕跡や残骸、あるいは

埴輪片は全く出土しておらず、固溝内の遺物も極めて少ないため、詳細な年代は不明である。

本遺跡の上武道路調査箇所では、現 ・伊勢崎・大間々線の西側の調査区から 4基、東側の調査区から 6基

の計10基の古墳が検出されている。

いずれも円墳で、墳丘の封土は完全に削平されていたが、主体部の一部や痕跡を調査できた古墳が7基あ

り、それらはいずれも輝石安山岩の川原石や割石を用いた横穴式石室か箱式棺状竪穴式石室である 。また、

これらの古墳には、いずれにも墳丘部の葺石や埴輪等は認められなかった。 A区 1号墳にも葺石や埴輪は全

く認められないので、時期的にこれらの古墳に近いものと考えられる。

また、北関東自動車道調査区では、現 ・伊勢崎 ・大間々線の東側と西側で 1基づつ計 2基の古墳が検出さ

れている

Al号墳では埋土中から埴輪片が出土しているが、 B1号墳からは埴輪は全く出土していない。遺物の年

代からみて B1号墳はかなり終末期の新しい時期の古墳であると考えられる。

このような周辺での調査成果を勘案すると、本遺跡の伊勢崎・大間々線調査区c区で検出された 3号墳の

年代も、主体部の構造が全く不明で、かつ出土遺物が皆無でありながらも、周辺における古墳と同様、 6世
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第3節 c区で検出された遺構と遺物

紀前半～ 7世紀初頭の年代を想定することが出来そうである 。

今回、伊勢崎 ・大間々線調査箇所C区において検出された 3号墳を含めて、これらの古墳は前述したよう

に粕川左岸の段丘上に展開する本関町古墳群の一画を形成していたものと考えられる。

第 2項掘立柱建物跡

c区では北から 3つ目と 4つ目の調査区から、それぞれ l棟ずつ掘立柱建物跡が検出されている。形状か

らみて近世の建物跡と考えられるが、嘉永 7年（1854)上植木村村絵図によれば、当該箇所には屋敷地の

記載はない。

屋敷を構成する建物よりも貧弱な建物であったため、絵図に記載されていないか、あるいは嘉永 7年絵図

段階とは時代を異にする遺構であるか、ということになろう 。

(1) 1号掘立柱建物跡

位置： C区で北から 3番目の調査区の中の南端付近。X465~470• Y-255~-250。 主軸方位： N-65° -W 

重複： 59~68号土坑跡と重複。土坑群を本建物跡の柱穴が破壊しており、土坑群よりも新しい。

規模と形状：南北に長い長方形状を呈するが、柱穴の間隔はまばらであり、柱穴列の並列もまた斉ー的とは

言い難く、平面形態が多少ゆがんでいる。柱穴の多くは床束と考えられる。長辺llm・ 短辺8.2m。 柱穴

埋土： 黒褐色土をベースとする。 柱穴： 東西方向に並列した柱穴列が7列検出された。一列の柱穴数はま

ちまちであり、 3~5基である。南北方向での直線的な並びは東南辺一箇所のみに限られている 。柱穴は、

いずれもしつかりとした堀方を有している。

柱穴A1 径Q.34mX最大深度0.62m、柱穴A2 長径0.51mX現存短径0.28mX最大深度O.llm、柱穴A3

長径0.32mX短径0.28mX最大深度0.28m、柱穴A4 現存長径0.5mX短径0.24mX最大深度O.llm、柱穴A

5 長径0.42mX短径0.31mX最大深度0.43m、柱穴A6 径Q.28mX最大深度0.22m。

柱穴 B1 径Q.3mX最大深度0.4m、柱穴 B2 長径0.5mX短径0.4mX最大深度0.32m、柱穴 B3 長径

0.44m X短径0.38mX最大深度0.61m、柱穴 B4 径0.22mX最大深度0.56m。

柱穴C1 径Q.5mX最大深度0.46m、柱穴C2 径0.48mX最大深度0.27m、柱穴C3 径0.28mX最大深度

0.24m。

柱穴 D1 径0.32mX最大深度0.42m、柱穴 D2 径0.34mX最大深度0.24m、柱穴 D3 長径0.52mX短径

0.37m X最大深度0.42m、柱穴 D4 長径0.39mX短径0.22mX最大深度0.24m、柱穴 D5 径Q.2mX最大深

度0.24m。

柱穴 E1 長径0.6mx短径0.3mx最大深度0.44m、柱穴 E2 径0.3mx最大深度0.46m、柱穴 E3 長径

0.41m X短径0.21mX最大深度0.24m、柱穴 E4 径0.24mX最大深度0.3m、柱穴 E5 径0.18mX最大深度

0.19m。

柱穴 F1 現存長径0.34mx現存短径0.26mX最大深度0.4m、柱穴 F2 径Q.22mX最大深度0.28m、柱穴 F

3 長径0.Smx短径0.38mX最大深度0.27m、柱穴 F4 長径0.25mX短径0.18mX最大深度0.64m、柱穴 F

5 径0.2mX最大深度0.16m。

柱穴G1 径0.4mX最大深度0.5m、柱穴G2 径0.3mx最大深度0.24m、柱穴G3 長径0.5mX短径0.41m

x最大深度0.22m、柱穴G4 長径0.17mx短径0.22mx最大深度0.24m、
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1号掘立柱建物跡
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1. 暗灰褐色土 ローム粒子を多く含む。

2. 黒褐色土 ローム粒子を多く含む。

3. 黒褐色土 ローム粒子を少拡含む。
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図25 C区1号掘立柱建物跡 平面図 ．柱穴土層断面図
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図26 C区 1号掘立柱建物跡柱穴エレベーション図

柱穴H1 長径0.34mX最大深度0.28m、柱穴H2 長径0.4mX短径0.28mX最大深度0.51m、柱穴H3 径

0.3mx最大深度0.48m

時期： 出土遺物が皆無のため詳細は不明ながら、形状から近世のものと考えられる。

(2) 2号掘立柱建物跡

位置 ：C区で北から 4番目の調査区の中の中央、西端付近。X455• Y-260。 主軸方位 ：N-25°-E 

重複 ：北東隅で92号土坑跡を破壊。また、南西隅は 3号井戸跡によ って破壊される 。

規模と形状 ：西側が調査区外に大きく出てしまうため全体の形状は不明であるが、長方形状を呈するものと

推測できる。北辺の一部、東辺、南辺の一部が検出されたが、完全に検出できたのは東辺のみである。柱穴

の間隔はまばらだが、床束と考えられる建物内部か らの柱穴は、調査範囲内では全く検出されなかった。
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柱穴埋土： 黒褐色土をベースとする。 柱穴 ：北辺の一部、東辺、南辺の一部が検出されたが、完全に検出

できたのは東辺のみである 。北辺は、東辺にもつながる東北隅の柱穴が 1基のみ。東辺では東北隅及び南東

隅の柱穴各 l基ずつと、辺のほぼ中央に 2基。中央の 2基は据え換えの可能性もある。南辺では南東隅の柱

穴から北西方向に向かって直線上に 3基の柱穴が検出されている。柱穴間隔と数は、各辺でまちまちである

が、柱穴は、いずれもしっかりとした堀方を有している 。

柱穴 1 長径0.39mx短径0.24X最大深度0.39m、柱穴2 長径0.45mX短径0.37mx最大深度0.24m、柱穴3

長径0.36mX短径0.19mX最大深度0.46m、柱穴 4 長径0.4mX短径0.3mX最大深度0.38m、柱穴 5 長径

0.4lmx短径0.32mX最大深度0.15m、柱穴6

0.26mx最大深度0.26m。

長径0.69mX短径0.47X最大深度0.34m。柱穴7 残存最大径

時期 ：出土遺物が皆無のため詳細は不明ながら、形状から近世のものと考えられる。

2号掘立柱建物跡
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図27 C区2号掘立柱建物跡 平面図．柱穴エレベーション図

第 3項 竪穴建物跡

c区の最も北よりの調査区画の南よりの位置から竪穴建物跡が3棟検出された。

いずれも平面長方形状を呈し、南北にやや長い3.5mx3m前後のものが2棟と、東西に長い 2mx3mの

ものが 1棟であり、相互に切り合っている。

南北にやや長い長方形状を呈する 2棟の竪穴建物跡、 1号竪穴建物跡と 3号竪穴建物跡は、いずれにも 4

隅と各辺の中央と計8本の柱穴があり、 これらの遺構は全く同一の構造であったと考えられる 。また、 1. 

3号竪穴建物跡は、 ともに規模も非常によく類似しているので、 3号竪穴建物跡を建て直したものが 1号竪

穴建物跡である可能性も考えられる。

また、東西に長い長方形状を呈し、 1 • 3号竪穴建物跡に比べてかなり小振りな 2号竪穴建物跡では、短
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第 3節 c区で検出された遺構と遺物

辺の中央に 2本だけ柱穴がある 。

いずれでも竃などの設備はなく、遺物も全く出土しなかったため、正確な年代等については、詳にしがた

い部分もある。形態からみて中世のものと考えられる。

(1) 1号竪穴建物跡

位置： C区で最も北寄りの調査区の中の南端付近。X485• Y-240。 主軸方位 ：N-10°-E 重複： 3号竪

穴建物跡の南東隅約1/5を掘り込んで破壊している 。北東隅を近代の井戸跡によって破壊される。 規模と

形状： 南北に長い均整がとれた長方形状を呈し、しっかりとした掘り込みである。長辺3.4m・短辺2.98m• 

深さ0.38m 埋土：黒褐色土をベースとする。 床面：地山を削りだして床面を形成している。床面と堀

方がほぼ一致している箇所が多い。 柱穴 ：後世の井戸によって破壊されたため検出できなかった北東隅

部を除いて、他の 3隅及び各辺の中央に 1基ずつ検出されている。元来は 4隅及び各辺のほぽ中央の壁際

の計8箇所に設けられていたものと考えられる。柱穴は、いずれもそれぞれ同一箇所に 2基ずつ重複して検

出され、柱の据え換えが行われたことが判明する。柱穴は、いずれも深く、しつかりとした堀方を有してい

る。柱穴 1A 長径0.38mx短径0.34mX最大深度0.52m、柱穴 1B （旧） 現存長径0.32mX現存短径0.18m

x最大深度0.4m、柱穴2A 長径0.42mx短径0.37mX最大深度0.57m、柱穴2B（旧） 現存長径0.38mX現

存短径0.24mX最大深度0.65m、柱穴3A 長径0.4mX短径Q.27mX最大深度0.63m、柱穴3B（旧） 現存長

径0.42mX現存短径0.22mX最大深度0.61m、柱穴 4A 長径0.25mX短径0.21mX最大深度0.66m、柱穴4B

（旧） 現存長径0.3lmx最大深度0.64m、柱穴 5A 長径0.34mX短径0.15mX最大深度0.67m、柱穴 5B （旧）

現存長径0.34mX現存短径0.26mx最大深度0.72m、柱穴 6A 長径0.42mX短径0.37mX最大深度0.51m、柱

穴6B（旧） 現存長径0.35mX現存短径0.15mX最大深度0.27m、柱穴 7A 長径0.25mX短径0.18mX最大

深度0.64m、柱穴 7B（旧） 現存長径0.3mX現存短径0.28mX最大深度0.75m。 時期： 形状から中世のも

のと考えられる 。

(2) 2号竪穴建物跡

位置： C区で最も北寄りの調査区の中のほぼ中央。X490• Y-240。 主軸方位： N-110°-W 重複： 3号

竪穴建物跡の北東隅を掘り込んで破壊している。 規模と形状： 東西に長い長方形状を呈し、しっかりとし

た掘り込みである。長辺3.05m・短辺2.06m・深さ0.38。 埋土： 暗黒褐色土をベースとする。 床面： 地山

を削りだして床面を形成している。床面と堀方がほぽ一致している箇所が多い。 柱穴： 短い方の両辺、す

なわち西辺と東辺の中央に 1基ずつ検出されている。柱穴は、いずれもそれぞれ近接した位置に 2基ずつ検

出され、柱の据え換えが行われたことが判明する。柱穴は、いずれも深く、しつかりとした堀方を有してい

る。柱穴 1A （旧） 長径0.3mx短径0.24mX最大深度0.21m、柱穴 1B 長径0.3mx短径0.25mX最大深度

0.35m、柱穴 2A（旧） 長径0.36mX短径0.37mX最大深度0.57m、柱穴 2B 長径0.34mX短径0.24mX最

大深度0.65m。 時期： 出土遺物が皆無のため詳細は不明ながら、形状から中世のものと考えられる。

(3) 3号竪穴建物跡

位置： C区で最も北寄りの調査区の中の南端付近。X490• Y-240。 主軸方位： N-10°-W 重複： 南東

隅約1/5を1号竪穴建物跡に、北東隅を 2号竪穴建物跡に、それぞれ掘り込まれて破壊されている。北西隅

を近代の攪乱によって破壊される。 規模と形状： 南北に長い均整がとれた長方形状を呈し、しつかりと
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1~3号竪穴建物跡
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1号竪穴建物跡
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・ローム塊をやや多く含む。

3 黒褐色土 ローム粒子を若干含む。

軟質で締まり悪い。

4.暗黒褐色土 ローム粒子をやや多く、灰を少量含む。
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図29 C区1号竪穴建物跡 土層断面図．柱穴土層断面図・エレベーション図
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2号竪穴建物跡
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3号竪穴建物跡

立． L＝8880m ．△ 旦． 柱穴 l ．旦＿

L88.7] 

1.暗褐色土 ローム粒子を多く含む。

やや硬質。

2 暗黒褐色土 ローム粒子を微械含む。

柱穴 1
柱穴 2

しノ
柱穴 3 1 • 2号竪穴建物跡

l 黒褐色土 径 l~15mm程度のローム粒子を少量含む。

2 黒褐色土 1層の土をベースとし、暗灰色の粘土が全体的に混入。

旦． L=88.50m ．旦 3 暗灰褐色土 粘土を多く含み、 1層の土が少量混。

4 黒褐色土 ローム粒子・ローム塊をやや多く含む。

5 暗褐色土 ローム粒子、灰白色粘土を少量含む。踏み固められており硬質。

柱穴 5
6 黒褐色土 ローム粒子、灰褐色粘質土を共に微証含む。

7 暗褐色土 5層とほぼ同一。ローム粒子、灰白色粘質土を含み、硬質。
柱穴 3

8 黒褐色土 ローム粒子を微量含む。軟質で締まり悪い。

9 黒褐色土 土質は 1層と類似するが、ローム粒子・ローム塊の混入が

_Q_. L a88.80m ．立 やや多い。軟質でしまり悪い。

＼ 
10 暗褐色土 ローム粒子を少量含む。 5・8層と同ーで、踏み固められた貼床

のように硬質である。
I 

11 暗褐色土 ローム粒子を多く、暗灰白色粘質土を微最含む。I 
I 12 明黒褐色土 ローム粒子を全体に多く含む。I 
I 13 暗黄褐色土 ローム塊、ローム粒子を主体とする。硬質。
I 
I 柱穴5 14 黒灰色士 灰をやや多く含む。軟質。1号竪穴建物跡堀方堆積土。
ヽ---

柱穴6 15 暗黒褐色土 10mm大のローム塊を少量含む。

16 暗褐色土 全体的にローム粒子をやや多く含む。

D' 
17 暗黒灰色土 ローム塊を多く含み、硬質。3号竪穴建物跡堀方堆積土。

」!..._ L~88.80m 
18 暗黒褐色土 ローム塊混粒子を少量含む。軟質で締まり悪い。

19 暗褐色土 ローム粒子・ローム塊を多く含む。2号竪穴建物跡堀方堆積土。

20 暗褐色土 ローム塊粒子を少量含む。やや硬質。

攪乱

柱穴 l
柱穴7

゜
1:40 lm 

図30 C区2・3号竪穴建物跡 土層断面図．柱穴土層断面図・エレベーション図
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した掘り込みである。長辺3.3m・短辺2.85m・深さ0.33m。この調査区で検出された 3棟の竪穴建物跡のう

ち、最も古い遺構である。 埋土 ：暗黒褐色土をベースとする。 床面 ：地山を削りだして床面を形成して

いる。床面と堀方がほぽ一致している箇所が多い。 柱穴： 後世の攪乱によって破壊されたため検出できな

かった北西隅部を除いて、他の 3隅及び各辺の中央に 1基ずつ検出されている。元来は 4隅及び各辺のほぽ

中央の壁際の計8箇所に設けられていたものと考えられる。南東隅及び北東隅の柱穴は、それぞれ本遺構を

破壊して造られた 1号竪穴建物跡、 2号竪穴建物跡の床下から検出されている。

柱穴は、いずれもそれぞれ一箇所ずつであり、隣接する 1号竪穴建物跡のような据え換えの痕跡は本遺構

では確認出来ない。いずれも深く、 しつかりとした堀方を有している。柱穴 1 長径0.48mX短径0.26mX

最大深度0.45m、柱穴2 1号竪穴建物跡柱穴 7とほぼ同位置に当たっており、それに大部分を破壊されて

いる。最大深度0.63m、柱穴3 径0.24mX最大深度0.75m、柱穴4 長径0.2mx短径0.15X最大深度0.5m、

柱穴 5 長径0.2mx短径0.15mX最大深度0.54m、柱穴6 長径0.35mX短径0.2mx最大深度0.75m、柱穴 7

長径0.25mx短径0.19mX最大深度0.39m。 時期 ：形状から中世のものと考えられる。

上植木光仙房遺跡C区 1号竪穴建物跡出土遺物観察表

ここ1̀：五1開言ff；]の：亨徴ロニよる縦及

遺物番号

C-1竪ー 1

器 種

円筒埴輪

上植木光仙房遺跡C区3号竪穴建物跡出土遺物観察表

c~：筒埴輪 種し：口］ I残存長 56`13

①色調 ②焼成 ③胎土 I 器形 ・整形の特徴、備考

① 5YR5/6明赤褐色 体部内外面縦方向刷毛目。
②良好 ③径 1mm以下の
白色粒子 ・灰白色粒子・
砂礫をやや多く含む。
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図31 C区 1• 3号竪穴建物跡 出土遺物
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第4項溝跡

c区では、溝跡は 9条検出されている。A区と同様、東西方向に流れるものが比較的に多く、調査区が東

西方向に狭いため、両端とも調査区外に続いているものが少なくない。現在の主要地方道伊勢崎・大間々線

を東に越えた D区で、西側の継続部分が検出されているものもあるが、 C・D区両区とも A・B区と同様、

調査区の東西幅が狭いために、結局、全貌が明らかにしがたい部分が少なくない。

出土遺物がほとんど無いと 言って良い状態なので、これらの溝跡の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは溝跡自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中 ・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 39号溝跡

位置 ：C区最北の調査区の北寄り、 X500• Y-230~-235。 重複： 40号溝跡を破壊する。 規模と形状：

確認全長7.22m・最大上幅1.62m・最大下幅0.54m・深さ0.52m、断面は緩やかな逆台形状を呈する。東北東

～西南西方向に流れるしつかりとした堀方を有する直線的な溝。南縁 ・東寄りの一部を攪乱によって破壊さ

れる。両端ともに調査区外に出る。規模や形状、走向方向からみて、 D区で検出された 47号溝跡の西側の

続きと考えられる。47号溝跡の東端は調査区外にさらにのびている。 埋土 ：黒褐色土ベース。

(2) 40号溝跡

位置 ：C区最北の調査区の北寄り 、X495• Y-230~-235。 重複： 39• 41号溝跡に破壊される。 規模と

形状：確認全長5.56m・最大上幅0.61m・最大下幅0.38m・深さ0.38m、断面は緩やかな逆台形状を呈する。

東～西方向に流れるしっかりとした堀方を有する直線的な溝であるが、中央部の大部分と東端を攪乱によっ

て、また、北縁を39号溝跡によって、南縁を41号溝跡によってそれぞれ破壊され、不明な部分が多い。両

端ともに調査区外に出るが、 D区での東側接続部分は未検出。 埋土 ：黒褐色土ベース。

(3) 41号溝跡

位置 ：C区最北の調査区の北寄り、 X495• Y-230~-235。 重複： 40号溝跡を破壊する。 規模と形状：

確認全長6.2m・最大上幅0.7m・最大下幅0.56m・深さ0.32m、断面は緩やかな逆台形状を呈する。東～西方

向に流れるしつかりとした堀方を有する直線的な溝であるが、西端を攪乱によって破壊され、不明な部分が

多い。両端ともに調査区外に出るが、規模や形状、走向方向からみて、 D区での東側接続部分は未検出。

埋土 ：黒褐色土ベース。

(4) 42号溝跡

位置 ：C区最北の調査区の北寄り、 X495• Y-230~-235。 重複 ：43号溝跡に破壊される。 規模と形状 ：

確認全長5.69m・最大上幅0.49m・最大下幅0.28m・深さ0.35m、断面は緩やかな逆台形状を呈する。東南東

～西北西方向に流れるし つかりとした堀方を有する直線的な溝であるが、東端を43号溝跡によって、また、

西端を攪乱によって破壊され、不明な部分が多い。両端ともに調査区外に出るが、規模や形状、走向方向か

らみて、 D区での東側接続部分は未検出。
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(5) 43号溝跡

位置 ：C区最北の調査区の北寄り、 X495• Y-230~-235。 重複 ：42号溝跡を破壊する。 規模と形状 ：

確詔全長6.42m・最大上幅0.76m・最大下幅0.38m ・深さ0.58m、断面は緩やかな逆台形状を呈する。東～西

方向に流れるしつかりとした堀方を有する直線的な溝。両端ともに調査区外に出るが、規模や形状、走向方

向からみて、D区で検出された46号溝跡が東側接続部分と考えられる。 46号溝跡の東端はさらに調査区外

に出る。 埋土 ：暗黒褐色土ベース。

39 • 40 • 41 • 42 • 43号溝跡

t-239 

.Ji_ • 40号溝 ・半

| ／ た

1. 明黒褐色土 ローム粒、炭化物を含む。

2. 黒褐色土 ローム粒子を少最、炭化物を微量含む。

軟質で締まり弱い。

3. 黒褐色土

4. 暗褐色土

5. 暗褐色土

6. 黒褐色土

ローム粒子をやや多く、ローム塊を少量含む。

軟質で締まり弱い。

ローム粒 ・塊を多く含む。

ローム粒を多く含む。

ローム粒をやや多く、炭化物を少饂含む。

A-
A' 

41号溝

＜ 

l 明黒褐色土 ローム粒、炭化物を含む。

2. 暗褐色土 ローム粒、ローム塊を全体に多く含む。

3. 暗黒褐色土 ローム粒子を微筵含む。

4. 暗黒褐色土 ローム粒・塊を多く含む。

L=8890m 

0 1:40 lm 

゜
l :80 4m 

図32 C区39~43号溝跡平面図・土層断面図

上植木光仙房遺跡C区39号溝跡出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法量

①色調 ②焼成 ③胎土 器形・整形の特徴、備考
残存状態 (cm) 

C-39溝ー 1 土錘 埋土 長さ 72、幅 42、器厚 375、① 10YR6/3にぶい黄橙 体部内外面箆削り後撫で。

ほぼ完形 孔径2、重贔 95g 色②良好③径 1mm以
下の白色粒子 ・灰白色
粒子を微誠含む。

C-39溝ー2 灰釉掏器 埋土 残存器高 4.4、推定底径89、① 25Y7/l灰白色②良 輔櫨整形。底部回転箆削り後高台貼付、釉薬

長頸壺 底部～体部約 器厚 09 好 ③ 径 1mm以下～ 1 潰け掛け。
1/4残存 mm大の黒色・褐色粒子

を少量含む。
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上植木光仙房遺跡C区43号溝跡出土遺物観察表

c~筒埴輪日ご：］ I残存長84:5

①色調 ②焼成 ③胎土 1 器形・整形の特徴、備考

① 7.5YR7/6橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦・斜め方
向撫で、突帯部貼り付け後突帯部上下横撫で。

塁

＼
 

／ ／ 

39溝ー 1

□ 
⑰ 

39溝ー2
I I 

43溝-1

0 J:3 10cm 

図33 C区39• 43号溝跡出土遺物

(6) 49号溝跡

位置 ：C区の中央。北から三番目の調査区画の北寄りの位置、 X465~475• Y-240~-250。 重複 ：51号溝

跡を破壊する。 規模と形状 ：確認全長2.84m • 最大上幅0.44m ・最大下幅0.26m・深さ0.18m、断面は逆台

形状を呈する 。北西～南東方向に流れ、東南端がX473.5• Y-247Gr．付近で止まる狭い溝。51号溝跡の中を

掘り抜いて、51号溝跡にすっぽり入るような方向で流れる。西北端は調査区外に出る。 埋土：暗灰色土ベー

ス。

(7) 51号溝跡

位置 ：C区の中央。北から三番目の調査区画の北寄りの位置、 X465~475• Y-240~-250。 重複 ：49号溝

跡に破壊される。 規模と形状： 確認全長9.42m・最大上幅0.81m・最大下幅0.56m・深さ0.19m、断面は扁

平な逆台形状を呈する。北西～南東方向に流れる浅い溝。西北端を49号溝跡に掘り抜かれる。東南端は調査

区外に出て、規模や形状からみて、県道を挟んだ東側のD区で検出された38号溝跡に繋がるものと考えられ

る。38号溝跡の東南端は、 D区の東端付近で止まっている。 埋土： 暗褐色土ベース。
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49 • 51号溝跡
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.A... 49号溝 ・ム— 1 暗灰褐色土 ローム・炭化物少量含む。

2 暗灰褐色砂質土
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図34 C区49• 51号溝跡 平面図 ・土層断面図

(8) 50号溝跡

位置： C区の中央。北から三番目の調査区画の南寄り、東端の位置、 X460~470• Y-245。 重複 ：1号掘

立柱建物跡との前後関係は不明。 規模と形状 ：確認全長4.18m・最大上幅0.42m・最大下幅0.28m・深さ0.18

m、断面は逆台形状を呈する。北東～南西方向に流れ、東南端がX470• Y-245Gr．付近で止まる狭い溝。西

南端は調査区外に出るが、隣接する調査区では継続部分は全く検出されていない。

50号溝跡
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図35 C区50号溝跡 平面図・エレベーション図
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(9) 56号溝跡

位置 ：C区の南端。南端の調査区の北寄りの位置、 X455~460• Y-250~-255。 重複 ：92号土坑跡を破壊。

北東縁を攪乱によって、また南西縁を88• 96号土坑跡に破壊される。 規模と形状 ：確認全長8.89m・最大

上幅0.72m最大下幅0.42m・深さ0.34m、断面はやや緩やかな逆台形状を呈する。北西～南東方向に流れるしつ

かりとした堀方を有する溝。西北端・東南端ともに調査区外に出るが、東南端は、規模や形状、走向方向な

どからみて、県道を挟んだD区で検出された36号溝跡に繋がるものと考えられる。 埋土：暗褐色土ベース。

56号溝跡

／ x念贅

A
-

／

．

 『
1
¥
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l
l
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¥

渦

A.~K 

旦□ 立

1. 暗褐色土 炭化物を多く、ローム粒・焼土を少量混含む。

2. 暗灰褐色士 炭化物を多量に、灰を僅かに含む。

＼ 
屈§)

L~88.70m 

0 1:40 lm 

゜
1:80 4m 

調脊区域外

図36 C区56号溝跡平面図・土層断面図

第5項井戸跡

・3号井戸跡

位置 ：C区の最も南の調査区のほぼ中央部、西際寄りの位置。X455• Y-250。 重複 ：2号掘立柱建物跡

の南辺を破壊する。 規模と形状 ：平面図形態円形状を呈し、口径0.82m・深さ4.42m。東西の断面には約

0.5mおきに、井戸掘削時に地山を断面くさび状に据り込んだ昇降用足場痕跡が明瞭に検出できた。

現状では深さ約3.8~4mのところに位置する褐色火山灰砂層から 1分あたり 5Lの湧水がみられた。

埋土 ：上層には黒色火山灰含有砂質土ベース。中層～下層は井壁崩落土を含む灰色軽石含有黒褐色土。

出土遺物 ：自然遺物のみ。 時期 ：自然遺物以外の出土遺物が皆無。形状等から類推して近世末～近代。
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3号井戸跡
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図37 C区3号井戸跡 平面図・エレベーション図

第6項土坑跡

c区では、土坑跡は32基検出されている。いずれも用途不明の穴である。調査区の南半分、南端の調査区

画と中央の調査区からのみ検出され、中央の調査区画から10基、南端の調査区画から22基検出されている。

最北端と北から二番目の調査区からは全く検出されていない。また、特に、中央の調査区画の真ん中付近で

は、隅丸長方形状の土坑跡が集中している。ただし、こうした分布の理由は、不明である。

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの土坑の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは土坑自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中 ・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 59号土坑跡

位置： C区の中央部。真ん中の調査区画のほぼ中央北東寄り、 51号溝跡のすぐ北側。X470• Y-240。 重

複 ：なし。 規模と形状 ：ほぼ正方形状を呈し、確認最大長l.lm・ 幅lm・深さ0.54m・検出面積l.072rrf。

中央部が若干深く堀り窪められているが、顕著な落ち込みではない。下場の周囲にピット状の穴が巡るが、

非常に浅く、柱穴のようなものかどうかは不明。 埋土 ：灰色土ベース。
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(2) 60号土坑跡

位置 ：C区の中央部。真ん中の調査区画のほぼ中央北東寄り、 51号溝跡のすぐ北、 59号土坑跡の西側。

X470 • Y-245。 重複 ：なし。 規模と形状 ：不整円形状を呈し、。最大長lm・幅0.72m・深さ0.14m・検

出面積0.528rrl。 埋土： 灰褐色土ベース。

59号土坑跡ぃ 60号土坑跡
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一1. 灰褐色土 ローム塊を多く、炭化物 ・焼士粒を少量含む。

1.灰褐色土 ローム粒を少最、炭化物を僅かに含む。

2.灰色砂質土 ローム粒を少量含む。
L=88.60m 

0 1:40 lm 

図38 C区59• 60号土坑跡平面図・土層断面図

(3) 61号土坑跡

位置 ：C区の中央部。真ん中の調査区画の南端やや西寄り 。 1号掘立柱建物跡 ．62• 63号土坑跡のすぐ南

側に接して、 X465• Y-250。 重複 ：1号掘立柱建物跡の柱穴に北縁の一部を破壊される。 規模と形状 ・

南北に長い不整円形状を呈し、南端は調査区外に出る。確詔長径1.21m・短径1.14m・深さ0.44m・確認面積

1.067 rrl'。 埋土 ：暗灰色土ベース。

61号土坑跡 62号土坑跡
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1．灰褐色土 ローム塊を少誠含む。

2. 暗黄褐色 ローム主体。灰褐色土との混じり 。

1.暗灰色土 ローム塊を多く、炭化物を少量含む。

L~88.60m 

0 1:40 lm 

図39 C区61• 62号土坑跡 平面図・土層断面図
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(4) 62号土坑跡

位置： C区の中央部。真ん中の調査区画の南西端寄り 。 1号掘立柱建物跡と重複。63号土坑跡のすぐ西側、

61号土坑跡のすぐ北側に接して、 X465• Y-250。 重複 ：1号掘立柱建物跡と 重複するが、掘立柱建物跡

の柱穴との直接の切り合い関係は認められないので、新旧関係は不明。 規模と形状： 不整円形状を呈し、

長径1.0lm.短径0.84m・深さ0.32m・確認面積0.596rrl。 埋土 ：暗黄褐色土ベース。

(5) 63号土坑跡

位置 ：C区の中央部。真ん中の調査区画の南西端寄り 。62号土坑跡のすぐ西側、 61号土坑跡のすぐ北側に

接して、 X465• Y-250。 重複： 1号掘立柱建物跡の柱穴によって北西隅を破壊される。 規模と形状：

西北ー東南に長い隅丸長方形状を呈 し、長径l.Olm・短径0.65m・深さ0.22m・確認面積0.596rrfo

(6) 64号土坑跡

位置： C区の中央部。真ん中の調査区画の中央西端寄り 。65号土坑跡のすぐ南側、 66• 67号土坑跡のすぐ

西側、X470• Y-245。 重複 ：1号掘立柱建物跡と重複するが、 1号掘立柱建物跡の柱穴と直接の切り 合い

関係にはないので、それとの新旧関係は不明。 規模と形状： 東北ー西南に長い隅丸長方形状を呈し、 長径

2.15m ・短径1.16m・深さ0.34m・確認面積2.1711110

63号土坑跡 64号土坑跡
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図40 C区63• 64号土坑跡 平面図・エレベーション図

(7) 65号土坑跡

位置： C区の中央部。真ん中の調査区画の中央西端寄り 。64号土坑跡のすぐ北側、 66• 67号土坑跡のすぐ

西側、 X470• Y-245。 重複： 1号掘立柱建物跡と重複するが、 1号掘立柱建物跡の柱穴と直接の切り合

い関係にはないので、それとの新旧関係は不明。 規模と形状 ：西北西～東南東に長い隅丸長方形状を呈

し、長径1.96m・短径1.14m・深さ0.38m・確認面積1.645m。64号土坑跡とよく類似した形状。
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(8) 66号土坑跡

位置 ：C区の中央部。真ん中の調査区画の中央西端64• 65号土坑跡のすぐ東側、 X470• Y-245。 重複 ：

1号掘立柱建物跡の柱穴によって北東端部を破壊される。67号土坑跡の北隅部を掘り込んで破壊する。 規

模と形状 ：東北東ー西南西に長い隅丸長方形状を呈し、長径1.71m・短径0.64m・深さ0.34m・確認面積1.02

m'。64• 65号土坑跡とよく類似した縦長の形状を呈する。
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＼
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図41 C区65• 66 • 68号土坑跡 平面図・エレベーション図

(9) 67号土坑跡

位置 ：C区の中央部。真ん中の調査区画の中央。64• 65号土坑跡のすぐ東側、北隅を66号土坑跡によって

堀り込まれる。X470• Y-245。 重複 ：1号掘立柱建物跡の柱穴によって東縁と西南縁のごく一部を破壊

される。66号土坑跡に北端部を掘り込まれ破壊される。 規模と形状 ：東北東～西南西に長い楕円状を呈

し、長径2.82m・短径 lm・深さ0.61m・確認面積2.208rrl'。64• 65 • 66号土坑跡とよく類似した縦長の形状

を呈する。

(10) 68号土坑跡

位置 ：C区の中央部。真ん中の調査区画の中央からやや南西寄り、 61• 62号土坑跡のすぐ北側。64号土坑

跡のすぐ南側。X465• Y-250。 重複 ：1号掘立柱建物跡の柱穴によって北縁の一部を破壊される。 規

模と形状 ：東西にやや長い楕円状を呈し、長径1.04m・短径0.89m・深さ0.18m・確認面積0.624rrl。64• 65 • 

66号土坑跡とよく類似した縦長の形状を呈する。

(11) 77号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の最南端の中央、 78• 80号土坑跡の東、 X440• Y-260。 重複 ：北縁

の一部を攪乱によって破壊されている。 規模と形状： 現状では東西に長い楕円形状を呈しているが、南側

が調査区外に出るため本来の形状は不明である。現存長径4.25m・深さ0.96m・確認面積4.416m。 埋土 ：

暗褐色土ベース。
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77号土坑跡
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軽石を少蘊含む。

2層よりやや明るく、焼土・炭化物をごく少最含む。
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4. 黒褐色土 炭化物を多最に、焼土を少盈含む。

5. 暗灰褐色シルト質土 炭化物を少贔含む。

6. 暗灰褐色砂質土

7. 黒褐色土 4層によく類似。炭化物を少批含む。

8 暗灰褐色シルト質土 5層によく類似するが炭化物の含有は少ない。

9. 暗黄褐色土 ロームと黒色土の混じり 。

10. 黒褐色土 炭化物を多く含む。

11.暗灰褐色砂質土 6層とよく類似。砂質土の度合いが6層より更に高い。

L=88.70m 

0 1:40 lm 
L ~88.40m 
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図42 C区67• 77号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図

上植木光仙房遺跡C区77号土坑跡出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法犀

①色調 ②焼成 ③胎土 器形 ・整形の特徴、備考
残存状態 (cm) 

C-77坑ー 1 土師器 埋土 器厚 03 ① 5YR7/7赤褐色 輛轄整形、内面に墨書 （判読不能，呪符 ・呪

口縁部小破片 ②良好 ③緻密 文か？ ）、近世。

C-77坑ー 2 陶器 ・笠間焼 埋土 残存器高 57、器厚0.4 畠5Y7/2灰白色 鞘轄整形、底部回転糸切り後、箆削り 。底部

澗徳利 底部から 底径 615 良好③緻密 角面取回転箆削り調整。外面は底部間近まで

57cm分のみ 釉薬がけ。底部には釉薬がかからず。底部に

残る。底部は 墨書（判読不能、呪文か？ ）。 明治～昭和初期

2/3残存

II 

艇口］

゜
1:3 10cm 

2
 

：
 

図43 C区77号土坑跡出土遺物
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(12) 78号土坑跡

位置： C区最も南寄りの調査区の中の最南端の西寄り、 77号土坑跡の西、 79号土坑跡の東、 80号土坑跡の

南に隣接。X445• Y-265。 重複： 北縁の一部を80号土坑跡に掘り込まれ、破壊されている。 規模と形

状： 現状では東西に長い楕円形状を呈しているが、南側が調査区外に出るため本来の形状は不明である。現

存長径2.24m・現存短径0.56m・深さ0.34m・確認面積l.024rrl'。 埋土 ：暗褐色土ベース。

(13) 79号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の最南端の西寄り、 77号土坑跡の西、 79号土坑跡の東、 80号土坑跡の

南に隣接。X440• Y-270。 重複： なし。 規模と形状 ：南側が調査区外に出るため、全体の形状は不明

であるが、現状では南北に長い隅丸長方形状を呈するようにみえなくはない。現存長径1.17m・深さ0.32m• 

面積1.221m。 埋土： 暗灰褐色土ベース。
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図44 C区78• 79号土坑跡平面図・土層断面図 ゜
l :40 lm 

L=88.40m 

(14) 80号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の最南端の西寄り、 78号土坑跡の北、 81• 97号土坑跡の南。X445• 

Y-265。 重複： 北西隅を81号土坑跡に掘り込まれて破壊される。南西隅が南側に隣接する78号土坑跡を破

壊する。 規模と形状 ：不整形で広く大きいが非常に浅い土坑。長径3.16m・短径2.18m・深さ0.08m・面積

6.48rri。

(15) 81号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の最南端の西寄り、 80号土坑跡の北、 97号土坑跡の西。X445• Y-265。

重複 ：南側81号土坑跡を、東側97号土坑跡を掘り込んで破壊する。 規模と形状 ：不整円形で、長径1.17m• 

短径1.14m・深さ0.32m・面積l.468rrl。 埋土： 暗灰褐色土ベース。

(16) 97号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の最南端の西寄り、 80号土坑跡の北、 81号土坑跡の東。X445• Y-265。

重複 ：西側を81号土坑跡に破壊される。 規模と形状： 東西に長い長円形で、現存長径0.94m・短径0.54m• 
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深さ0.19m・面積o.357m。

(17) 98号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の最南端の西寄り 、81号土坑跡の北、 82号土坑跡の南。X445• Y-265。

重複 ：北側を82号土坑跡に掘り込まれて破壊される。 規模と形状 ：北側を82号土坑跡に掘り込まれて破

壊されているため、全体の形状は不明であるが、残存している部分は不整円形状を呈 しており、現存最大長

径0.94m・深さ0.13m・面積0.5m'。 埋土 ：暗灰褐色土ベース。
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炭化物・焼土をごく少量含む。98号土坑跡埋土。
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図45 C区80• 81 • 97 • 98号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図

(18) 82号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の南端・西端寄り、 86号土坑跡の南、 98号土坑跡の北。X445• Y-265。

重複： 南側98号土坑跡を掘り込んで破壊する。 規模と形状 ：北西側が調査区外に出るため全体の形状は不

明であるが、残存している部分は東西に長い不整長円形状を呈しており、現存最大長径2.51m・深さ0.21m• 

面積2.688rrfo

(19) 83号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の南端 ・ほぼ中央、 84号土坑跡の南、 80号土坑跡の北。X445• Y-265。

重複 ：なし。 規模と形状 ：東西にやや長い円形状を呈しており、浅い。長径1.36m・短径1.22・深さ0.24m• 
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面積1.307m'。 埋土 ：暗褐色土ベース。
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図46 C区82• 83号土坑跡 平面図・土層断面図

上植木光仙房遺跡C区82号土坑跡出土遺物観察表

遺物番号 I器 種 I出土状況
残存状態

①色調 ②焼成 ③胎土 器形 ・整形の特徴、備考

C-82坑ー 1I磁器瀬戸美濃 1埋土
染付高台付皿約 2/3破片

法塁
(cm) 

謬覧賢贔‘o.'嵩 2.8、底 1①白色 ②良好 ③緻密I悶:9。形、貼付高台、内外面に文様、19世

／
 

三
゜

1:3 10cm 

図47 C区82号土坑跡出土遺物

(20) 84号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の南西端寄り、 85号土坑跡の南。X445• Y-260。 重複： 北側の85号

土坑跡の南縁を掘り込んで破壊する。 規模と形状 ：東側を攪乱によって破壊される。大きくて広く、不整

形を呈する。浅い。現存最大長径 4.28m ・深さ0.2m・確認面積8.884rri心 埋土： 暗褐色土ベース。

(21) 85号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の南、西端、 84号土坑跡の北。X450• Y-260。 重複 ：南側の84号土
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第3節 c区で検出された遺構と遺物

坑跡に南縁を掘り込まれ破壊される。 規模と形状 ：東南側を攪乱によって、南側を84号土坑跡によって破

壊される。大きくて広く、不整形を呈する。現存最大長径

暗褐色土ベース。

2.96m ・深さ0.51m・確認面積3.16Sm。 埋土 ：

(22) 86号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の南、西端、 82号土坑跡の北、 87号土坑跡の西。 X445• Y-265。

重複 ：東側87号土坑跡に破壊される。 規模と形状 ：西側が調査区外に出、東縁を87号土坑跡によって破

壊され、

ベース。

さらにその上を攪乱によって破壊されているため全容は全く不明。深さ0.41m。 埋土 ：灰褐色土

(23) 87号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の南、西端、 82号土坑跡の北、 86号土坑跡の東。 X445• Y-265。

重複 ：西側86号土坑跡を破壊する。 規模と形状 ：西北側が調査区外に出、 中央を攪乱によって破壊され． 
る。全容は不明。確認最大長4.llm・深さ0.56m。

心、ゆ

／ ／  

埋土 ：灰褐色土ベース。

86 ・87号土坑跡

．△ 

8:::三支→「ぺ［三上
1. 黒褐色土 ローム粒子を少量含む。 1. 暗灰褐色土

2. 暗褐色土 ローム塊を少温含む。 2. 暗褐色土

3. 黒褐色土 1層よりローム粒子を 3. 暗褐色土

やや多く含む。 4. 暗黄色土

凶＿．

1

2

3

4

5

 

暗褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

ローム粒子を多く含む。

ローム塊を少量含む。

2層よ りローム塊を多く含む。

ローム塊を多く、黒色士を多く含む。

゜

[
 

／

／

A

＿
 

．△ 

ローム塊を多く含む。

ローム漸移層土塊を多く含む。

ローム粒を少最、炭化物を僅かに含む。

ローム漸移層土塊を少量含む。

ローム粒を多く含む。

1:so 4m 

図48 C区84~87号土坑跡
L~88.50m 

平面図 ・土層断面図

上植木光仙房遺跡C区 85号土坑跡出土遺物観察表ど cm円遺物番号 器 種

C-85坑ー 1 土師器

①色調②焼成 ③胎土

① 2.5Y7/2灰黄褐色
②良好 ③緻密

器形・整形の特徴、備考

外面に墨書 (C-77坑ー1に類似。呪符・呪文
か？、判読不能）

I_ 11 

念 l
| I I l 

図49

(24) 89号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中のほぼ中央、88• 90号土坑跡の北、 96号土坑跡の南。X450• Y-250。

重複 ：東縁を88号土坑跡に破壊される。

さ0.18m。

C区85号土坑跡 ゜
l : 3 10cm 

出土遺物

規模と形状 ：不整形を呈し、比較的浅い。確認最大長4.49m・深
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(25) 91号土坑跡

位置： C区最も南寄りの調査区の中の北西端付近。 X460• Y-250~-255。

壊される。 規模と形状 ：北西側が調査区外に出、南西側が大きく攪乱によって破壊されているため全容は

全く不明。現存最大長径2.91m・深さ0.79m・面積0.893rrfo 

89号土坑跡 ＼：も1

＼ 
， 

91号土坑跡

重複 ：南西側を56号溝跡に破

埋土： 暗褐色 ・黒褐色土ベース。

ペ
応も

名

調査区域外
／ 

公＿． L~88.80m

A' ・--

．△ 

_A_, L =88.50m ,土こ

＼ l

2

3

4

5

 

暗褐色土

灰褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

ローム粒子 ・炭化物を少最含む。

ローム粒子 ・炭化物を少最含む。

ローム粒子を微量、炭化物を多く含む。

炭化物塊。

ローム粒子を多く、炭化物を少量含む。

゜
1:40 lm 

図50 C区89• 91号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図

上植木光仙房遺跡C区91号土坑跡出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法蘊

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴
残存状態 (cm) 

C-91坑ー 1 瀬戸美濃磁器 埋土 口径67、底径32、器高46、①白色 ②良好 ③緻密 輔櫨整形、品台貼り付け、体部外面～底部に
染付猪口 口縁～体部 器厚05 銅版転写印刷文様。明治～昭和初期。

一部欠損

C-91坑ー2 肥前磁器染付 埋土 推定底径72、残存器高19、①白色②良好③緻密 饒櫨整形、蛇の目高台削り出し、底部内面に
皿 底部約3/5残 器厚l 文様。19世紀中葉～後半。

存、体部完全
に欠損

C-91坑ー3 肥前磁器染付 埋士 推定口径204、器厚0.4 ①白色②良好③緻密 輔櫨整形、口縁部折り返し、口縁部内面に雷
鉢 口縁～体部約 文、体部外面及び底部内面に文様。焼継あり 。

1/5破片、 19世紀前半～中葉。
底部は全く欠
損

`

l

:

 

＼
 

＼
 2

 

゜
1:3 10cm 

図51 C区91号土坑跡 出土遺物
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(26) 88号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中のほぼ中央、東端付近。 89• 96号土坑跡の東、 56号溝跡の南。X450• 

Y-250。 重複 ：90号土坑跡の中にすっぽりと収まる。90号土坑跡が完全に埋没した後に、同じ場所に掘り

込んで形成されている。底部は、もともとあった90号土坑跡の底部より深く、 90号土坑跡の底面をさらに

掘り抜いている。 規模と形状 ：南南西ー東北東に長い長円形状を呈する。長径2.31m・短径0.94m。 埋

土 ：黄褐色土ベース。

(27) 90号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中のほぽ中央、東端付近。 89• 96号土坑跡の東、56号溝跡の南。X450• 

Y-250。 重複 ：88号土坑跡が90号土坑跡の中にすっぽりと収まる。56号溝跡の西縁を破壊。 規模と形

状 ：南北にやや長い不整形を呈する。西北端は、細長く張り出す。最大長径4.49m・短径2.7m・深さ0.75m• 

面積6.504rrf。 埋土 ：暗褐色土ベース。

上植木光仙房遺跡C区88号土坑跡出土遺物観察表
法量
(cm) 

残存器高32、器厚0.5
C-88坑ー 1 三`ご］
遺物番号 I器 ①色調②焼成③胎土 1 器形・整形の特徴、備考

①白色②良好③緻密観櫨整形。内外面文様あり 。18~19世紀。

上植木光仙房遺跡C区88・90号土坑跡出土遺物観察表

〗::::I;,皿 （ 灯手：I□9 法量
(cm) 

①色調②焼成 ③胎土 器形 ・整形の特徴

閾謡閲‘底径35、器高19、I認2筐溢:3浅黄色②良1,9胃塁;闊胃悶素胄協：胃繋盆門習芦素詈
芯がはみ出す部分が一部意図的に欠け割られ
ている。19世紀。

ぺ：： 文 90坑ー 1

0 J:3 10cm 

図52 C区88• 90号土坑跡出土遺物

(28) 92号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中のほぽ中央。X455• Y-250~-255。 重複 ：東側を56号溝跡に破壊さ

れ、 2号掘立柱建物跡の柱穴に掘り込まれる。 規模と形状 ：東側が56溝跡に破壊されるため全容は不明

であるが、残存状況をみる限り東西に長い隅丸長方形状を呈すると考えられる。現存最大長径2.3m・深さ

0.18m ・面積1.495m。 埋土 ：黒褐色土ベース。

(29) 93号土坑跡

位置 ：C区最も 南寄りの調査区の中の北東端。 X460• Y-245。 重複 ：なし。 規模と形状 ：南側を攪乱

によって破壊される。残存状況をみる限り、ほぼ平面円形状を呈する、やや深くしっかりとした堀方を有

する土坑。壁面に沿って底面にあさい溝状の掘り込みがみられるが、その用途は不明。現存最大長径1.6m• 

深さ0.64m・面積l.643rrl'。
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88 • 90号土坑跡

沿
ャ

怠

、q

89坑

／ 
`
3
 

A
-

B-

吋

`
G
 

56溝

立

.K 

吋
調査区域外

土

B
_
 

玉＿

90号土坑 88号土坑 A' 

1. 灰褐色土 焼土塊を含み、砂粒を少輩含む。

88号土坑跡。

2 黄褐色士 ローム塊を多塁に含む。

88号土坑跡。

3. 暗褐色土 ローム塊を多鉱に、焼土 ・炭化

物を少量含む。90号土坑跡。

4.暗褐色土 焼土を多鼠に、ローム塊 ・炭化

物を少量含む。90号土坑跡。

B' 

．立 上 ． .....Eこ F
 

・エ

□ ＼ 

L ~88.60m 

0 1:40 lm 

図53 C区88• 90号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図

上植木光仙房遺跡C区93号土坑跡出土遺物観察表

c~;,皿 （灯］ I□9悶虐
法量
(cm) 

口径10.8、底径4.6、器高2.4、I①5Y7/3浅黄色 ②良好1輛輯整形、内面釉栗がけ、嵌入が顕著。底部
器厚0.6 ③緻密 外面回転糸切り後箆削り 。内面内区に芯置き

の窪みが形成される。

①色調 ②焼成 ③胎土 器形・整形の特徴
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交
゜

1:3 10cm 

図54 C区93号土坑跡出土遺物

92号土坑跡

93号土坑跡

x: / 
A . •• 

•• 

ベ 砂

土

A. ．△ 

亡 溝

1.黒褐色土 ローム粒子を僅かに含む。

2. 黒褐色土 ローム粒子を少量含む。

3.暗灰褐色土 ローム粒子を少量含む。

公上

L ~88.f,(Jm 

0 1:40 lm 

図55 C区92• 93号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図

(30) 94号土坑跡

位置： C区最も南寄りの調査区の中の北端、西寄り 。X465• Y-250。 重複 ：なし。 規模と形状 ：北側

が調査区外に出、南縁と西縁のごく一部を攪乱によって破壊される。ほぼ楕円形状を呈する浅い堀方を有す

る土坑。現存最大長径1.68m・深さ0.29m・面積2.432rrl。 埋土 ：砂質土をベースとする。

(31) 95号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中の北寄り 、東端。X455• Y-245。 重複： なし。 規模と形状 ：北側

が及び西側を攪乱によって破壊される。ほぽ楕円形状を呈する、深くしつかりとした堀方を有する土坑。現

存最大長径1.21m・深さ0.64m・面積0.777rrl心

(32) 96号土坑跡

位置 ：C区最も南寄りの調査区の中央、やや西寄り 。X455• Y-250。 重複： なし。北西側56号溝跡を掘

り込んで破壊、南西側を88号土坑跡に据り込まれて破壊される。 規模と形状 ：南西側が88号土坑跡に掘

り込まれて破壊されるため、全体の形状は不明である。現状では不整円形状を呈する。現存最大長径1.34m• 

深さ0.52m・面積l.08rrl。 埋土 ：黒褐色土をベースとする。
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94号土坑跡

発見された遺構と遺物

一

2
 

にぶい黄褐色砂質土

暗褐色砂質土

t-252 

95号土坑跡

粒子細かく締まり弱い。

径 l~5 cmのローム塊を斑状に含む。

1層と同質であるが、径 2~5cm程度の

ローム塊の含有が更に多い。

＼ 炉

才
吋

公＿．

g̀
 

.K 

域 外 叫

A. L =88.60m ．△こ

口
96号土坑跡

x 炉

56溝

△ 

公＿． L~88.50m ．△ 

1

2

3

4

5

 

黒褐色土

暗黄褐色土

灰褐色土

灰褐色土

黄褐色土

ローム粒・橙色軽石を僅かに含む。粒子細かい。

ローム漸移層土塊主体、灰褐色土を多く含む。

ローム塊を少量含む。

ローム粒を僅かに含む。

ローム漸移層土とローム漸移層塊とローム塊の混土。

゜
1:40 lm 

図56 C区94~96号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図

上植木光仙房遺跡C区表土出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法温

①色調 ②焼成 ③胎土 器形 ・整形の特徴残存状態 (cm) 

c-表-1 肥前磁器染付 表土 口径122、底径5.8、器高51、①白色 ②良好 ③緻密 輔櫨整形。底部は削り出し蛇の目高台状に整
高台付鉢 ほぼ完形 器庫05 形し、さらにその外縁に高台を貼り付けてあ

る。口縁部が外反し広がる器形。口縁部及び
底部内面に文様。体部内面下部に線状文。ロ
縁部外面に文様、体部外面下部及び闇台貼り
付部2重線状文。19世紀。

Cー表ー2 肥前 （波佐見）表土 残存器高22、底径83、器厚 ①白色 ②良好 ③緻密 輛櫨整形、底部削り出し蛇の目高台。体部内
磁器染付皿 底部と体部の 08 面見込み部笹文様。18世紀後半～19世紀前半。

僅かな立ちあ
がりのみ残存

Cー表ー 3 肥前 （波佐見）表土 推定底径57、器厚1.5、残存 ①若干緑がか った乳白 輛輯整形。底部貼付高台。底部内面中央見込
磁器染付皿 底部約1/2片 器高4.3、 色②良好 ③緻密 み部に五弁花文様 （蒟蒻版）、重圏線。体部

外面に文様。底部外面広大内渦福崩れ文様及
び重圏線。18世紀後半。

68 



第3節 c区で検出された遺構と遺物

Cー表ー4

Cー表ー5 芦絵付皿 約1/2残存

器厚0.5、残存器高6.2 I①白色 ②良好 ③緻密輔櫨整形。口縁部内面及び体部内外面に文様。

謡昇、器高24、底径84、1畠誓7/2灰色 ②良好 ③1言三9:9言百宣

口 ｀ ＼三二二三／

2
 

3
 

//― ／
 

¥
o
 

0
 

0
 

4
 

こ□三一二亥
5
 

゜
1:3 10cm 

図57 C区表土 出土遺物
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第4節 D区で検出された遺構と遺物

D区は、現在の主要地方道伊勢崎・大間々線を挟んだC区とともに調査区域の北から二番目の大調査区で

ある。現在の県道伊勢崎・大間々線に直角に交わる生活道路によって、 3箇所の小区画に分かれており、平

成13年度に調査している 。

本調査区からは、微小な縄文土器の破片、中世の竪穴建物跡 1棟、溝跡 6条、井戸跡 l基、土坑跡14基が

検出された。本調査区において検出された溝跡のうちのいくつかは C区で検出された溝跡に繋がるものであ

る。

第 1項竪穴建物跡

・4号竪穴建物跡

位置： D区で最も北寄りの調査区の中の南端付近。 X490• Y-205。 主軸方位： N-19°-E 重複：北辺

側を46号溝跡に掘り込まれて破壊する。 規模と形状：北辺を46号溝跡に破壊され、南側は約半分以上が、

また東辺も約半分以上がそれぞれ調査区外に出るため、全体の形状は不明である。後世の攪乱によって調査

区東南隅に当たる部分が大きく破壊されている。掘り込みはしっかりとしている。北辺2.62m・深さ0.33m。

埋土： 黒褐色砂質土をベースとする。 床面：地山を削りだして床面を形成している。床面と堀方が一致

している。 柱穴： 5基検出されている。北側46号溝跡に接する部分で北辺の柱穴列と考えられる柱穴跡

が3基 (2~4号柱穴）、調査区の南端付近の床面上から 2基（ 1• 5号柱穴）検出された。C区で検出さ

れた 1~3号竪穴建物跡同様、各辺の壁際に、 4隅と各辺の中央部に 1箇所ずつ設けられていたものと考え

られる。検出できたのは、それらのうちの北西隅 (2号柱穴）•北壁中央 ( 3 号柱穴） ・北西隅 ( 4 号柱穴 ）

の北壁際の 3基と、西壁中央の柱穴とみられる 1号柱穴で、 5号柱穴は本竪穴建物跡に伴う物であるかどう

かは正確には不明である。もし 5号柱穴が本竪穴建物跡の柱穴の一つであるならば、 C区l~3号竪穴建物

跡の構造とは異なり、竪穴建物跡中央部に床束を有する構造であったということになる。ただ、検出できた

限りでの全体の形状は C区で検出された 1~3号竪穴建物跡とよく類似しており、同時期のものと考えられ

る。なお、柱穴は、いずれもそれぞれ一箇所ずつであり、 C区 1号竪穴建物跡でみられたような据え換えの

痕跡は本遺構では確認出来ない。いずれも深く、しっかりとした堀方を有している。

柱穴 1 長径0.21mX短径0.19mX最大深度0.14m、柱穴 2 長径0.32mX短径0.21mX最大深度0.16m、柱穴

3 長径0.29mX短径0.24mx最大深度0.36m、柱穴 4 長径0.3mX短径0.2mX最大深度0.2m、柱穴 5 長

径0.4mX短径0.28mX最大深度0.14m。 時期 ：出土遺物が皆無のため詳細は不明ながら、形状がC区 l~ 

3号竪穴建物跡によく類似しており、それらとほぼ同じ時期である中世のものと考えられる。

第 2項溝跡

(1) 36号溝跡

位置 ：D区最南の調査区の南端寄り、 X445• Y-225~-240。 重複： なし。部分的に攪乱によって破壊さ

れている。 規模と形状： 確認全長13.04m・最大上幅lm・最大下幅0.22m・深さ0.46m、断面は逆台形状を

呈する。西北西～東南東方向に流れるしっかりとした堀方を有する直線的な溝。調査区内東寄りの一部と東
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4号竪穴建物跡
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攪乱

2
 

黒褐色砂質土

黒褐色砂質土

径 5mm程度のロー ム粒子・

黒色粒子を少鍼含む。

径 10~20mm程度のローム粒

子・黒色粒子を 1層より多く含む。

粘土・炭化物粒子を少鼠含む。

玉

図58

L ~88.70m 

D区4号竪穴建物跡

．呈

柱穴 2

柱穴4

柱穴 3

゜
1:40 lm 

平面図・土層断面図．柱穴エレベーション図

端を攪乱によって破壊され、両端ともに調査区外に出る。規模や形状、走向方向からみて、県道を挟んだ

西側c区で検出された56号溝跡の東側の続きで、 56号溝跡の西端は調査区外にさらにのびている。

黒褐色土ベース。

埋土 ．

(2) 37号溝跡

位置 ：D区最南の調査区の南端、 X455• Y-230~-235。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全長5.59m• 

最大上幅0.52m・最大下幅0.29m・深さ0.18m、断面は半円形状を呈する。36号溝跡の約0.5m南側をほぼ同じ

走向方向で並行して西北西～東南東方向に流れるし っかり とした堀方を有する直線的な溝。西端は調査区西

壁際からはじまり、南端は調査区の南壁外に続いている。 埋土： 黒褐色土ベース。
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36 • 37号溝跡
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明黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

明黄褐色土

黒褐色土

明黒褐色土

黒色土・焼土・炭化物を多く含む。

ローム粒を少最含む。軟質で締まり悪い。

2層と類似するがローム粒子を多く含む。

ローム塊を主体とする層。

ローム粒子を少量含む。軟質で締まり悪い。

ローム粒子をやや多く、ローム塊を少塁含む。

La88.50m 

゜
1:40 lm 

゜
1:80 4m 

図59 D区36• 37号溝跡 平面図・土層断面図

上植木光仙房遺跡D区37号溝跡出土遺物観察表

王三□遺物番号 器 種 器形・整形の特徴

D-37溝ー 1I円筒埴輪

①色調②焼成③胎土

賃犀饗9ょ 誓店詞塁門貼 り付け後撫で。体部内面斜め

白色粒子を少量含む。

ー

ー

1

□□
]
I

゜
1:3 10cm 

図60 D区37号溝跡 出土遺物

(3) 38号溝跡

位置 ：D区最南の調査区のほぼ中央、 X450~455• Y-230~-235。 重複 ：なし。攪乱による破壊によって

寸断されている。 規模と形状 ：確認全長12.74m・最大上幅0.78m・最大下幅0.44m・深さO.llm、断面不整

形。西北～東南方向に流れるしつかりとした堀方を有する直線的な溝。東端は調査区東壁際で止まる。西端

は調査区の西壁外に続いている。規模や形状、走向方向からみて、県道を挟んだ西側c区で検出された49号

溝跡の東の続きと考えられる。 埋土 暗黒褐色土ベース。
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38号溝跡
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図61 D区38号溝跡平面図・土層断面図

(4) 46号溝跡

位置 ：D区最北の調査区の南寄り、 XSOO• Y-205~-210。 重複 ：南辺が4号竪穴建物跡の北辺を破壊。

規模と形状 ：確認全長8.14m・最大上幅1.94m・最大下幅0.2m・深さ0.45m、断面は緩やかな逆台形状を呈す

る。ほぼ東西方向に流れるしっかりとした堀方を有する直線的な溝で、両端は調査区外に続いている。規模

や形状、走向方向からみて、県道を挟んだ西側c区39号溝跡に続くものと考えられる。 埋土 ：黒褐色砂質

土ベース。

(5) 47号溝跡

位置 ：D区最北の調査区の南端、 X490~495• Y-210~-215。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全長

9.42m ・最大上幅2.46m・最大下幅0.56m・深さ0.74m、断面は逆台形状を呈する。46号溝跡の南側約 5mの

位置を並行して東西方向に流れるしっかりとした堀方を有する直線的な溝。南側の溝の縁際に、溝と並行し
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て径0.2~O.Sm程度の小さなピットが並列して 8基検出されたが、溝に並行して造られた柵列の柱穴である

可能性が考えられる。両端ともに調査区外に出るが、規模や形状、走向方向からみて、西側は、県道を挟ん

だ西側c区で検出された43号溝跡に続くものと考えられる。43号溝跡の西端はさらに調査区外に出る。

なお、 D区内での検出状況から見れば、本溝跡と46号溝跡とは並行しており、また、本溝の南側に柵列らし

き柱穴列が附属するところから、居館等の堀跡とみて、柵列が付随する本溝跡を外堀、北側に並行する46号

溝跡を内堀と 、それぞれ解釈することができなくもない。しかしながら西側県道を挟んだC区での接続部分

の検出状況をみると、 C区39号溝跡と43号溝跡の走向方向は、並行しておらず、 C区43号溝跡が、 D区47

号溝跡の走向方向とほぼ変わらずに直線的に接続しているのに対して、 C区39号溝跡は接続する D区46号

溝跡よりも大きく南側に振れ、南西～東北方向の走向となっている。このことからみれば、46号溝跡と47

号溝跡を並行する2重の堀跡と解釈することは難しいように思われる。 埋土 ：暗褐色土ベース。

46号溝跡 47号溝跡

|口
| /f  

--A --—· • 

t 2lS)]/II)/) ¥ ： ／砂 （ 1 （ t -212 -212+ 巳 ~I ~ 
塁 C) 

丁ー210

___A_. L =88.90m •土

A. 

46号溝跡 1 黒褐色砂質土 径5mm前後の黒色粒子、ローム粒子を含む。
2 黒褐色砂質土 微少なAs-B軽石を少最含む。
3 暗褐色砂質土 ローム粒、径20~50mmの黒色土塊を多く 含む。

47号溝跡 1 暗褐色土砂質土 微小のAs-B軽石をやや多く含む。
2 黒褐色土砂質土 ローム粒子、 径5~50mmの小石を少最混含む。
3 黒褐色土砂質土 径10~20mmのローム粒子をやや多く含む。

ぃ！しR 

言

＼．サ忙—
匠仲

L~89.00m 

゜
1゚'80 

図62 D区46• 47号溝跡 平面図・土層断面図・エレベーション図
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第4節 D区で検出された遺構と遺物

上植木光仙房遺跡D区47号溝跡出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法鎚

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴
残存状態 (cm) 

D-47溝ー 1 円筒埴輪 埋土 器厚1.4 ①7 5YR5/4にぶい橙色 体部外面刷毛目、体部内面斜め方向撫で。
小片 ②良好③径 1mm以下の

白色粒子を少量含む。

D-47溝ー2 常滑陶器鉢 埋土 器厚13 置10YR6/2灰黄褐色 輌輯整形。体部下位内外面横撫で。
体部最末端小 良好③径 1mm以下の 13~14世紀。D-47溝ー3と同一個体か？ 。
片 灰白色粒子をごく少輩

含む。

0-47溝 3 常滑陶器 鉢 埋土 器厚09 ①5YR4/4にぶい赤掲色 輛輯整形。体部内外面横撫で。13~14世紀。
口縁～体部小 ②良好③径 1mm以下～ D-47溝ー2と同一個体か？ 。
片 1 mm程度の灰白色粒子

を多最含む。

1
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図63 D区47号溝跡 出土遺物

(6) 48号溝跡

位置： D区の北端の調査区の北端壁際、 X520~530• Y-205~-195。 重複： なし。 規模と形状 ：確言忍

全長11.54m・確認最大幅0.54m・深さ0.36m。D区北端調査区の北端壁に沿って北東～南西方向に流れる。

北西側が半分以上調査区外に出、北東端・南西端とも調査区外に出るため、全体の形状は全く不明である。

埋土 ：黒褐色土ベース。

48号溝跡
||~\-

竺

干528

1
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竺
l 

十525

ロ ニ上

黒褐色土

黒褐色土

ローム粒子を多く含む。

1層よりもさらにローム塊主体で明るい色調。

L~89.60m 

゜
l'.40 lm 
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I
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図64 D区48号溝跡 平面図・土層断面図
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第 3項 井 戸跡

・2号井戸跡

位置： D区の北側調査区のほぽ中央部、調査区の西際。X505• Y-215。 重複 ：なし。 規模と形状： 平

面図形態円形、断面は円筒形状を呈し、口径0.74m・深さ4.05m。現状では深さ約3.4mのところに位置する

灰褐色火山灰砂層から 1分あたり 15Lの湧水がみられた。

埋土： 上層には暗褐色火山灰含有砂質土ベース。中層は黒褐色土。 下層にいくに従って砂礫の含有が多くな

り、下層の堆積土はローム塊を少量含む黒褐色土。 底部には黒褐色泥土が堆積している。 出土遺物 ：自然

遺物か近代の廃棄物 （ガラス片 ・鉄片・木片）のみ。 時期 ：自然遺物以外の出土遺物が皆無であるため不

明であるが、遺構の新旧関係や形状等から類推して近世末～近代にかけてのものと考えられる。

2号井戸跡

Ito 
屈

Xも

B
、

A- ．△ B_ 

ビI卜裾

l 
湧水層 I

I __ 

．』

La89.80m 

0 1:40 lm 

図65 D区2号井戸跡 平面図・エレベーション図
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第 4項土坑跡

D区では、土坑跡は14基検出されている。いずれも用途不明の穴である。中央の調査区で40号土坑跡が

1基検出された他は、いずれも北端の調査区の北半分からのみ検出された。最南端の調査区からは全く検出

されていない。出土遺物が皆無なので、これらの土坑の時期も不明である。

(1) 40号土坑跡

位置 ：D区の中央の調査区のほぼ真ん中の位置。 X475• Y-210~-215。 重複 ：なし。 規模と形状 ：東

西に長い楕円形状を呈し、長径0.55m・短径0.45m・深さ0.24m・面積0.186rri。中央部が深く堀りくぼめられ

ている。 埋土 ：黒褐色土ベース。

(2) 46号土坑跡

位置 ：D区の北端調査区の中央部やや北寄り、西壁際。X515• Y-245。 重複 ：なし。 規模と形状 ：北

西ー南東に長い楕円形状を呈し、南東側に長さ約2.2m・勾配50°.4段の階段が取り付く 。階段部を含めた

北西ー南東方向の径は3.72m。土坑部分のみでは東北ー西南方向に長い長方形状を呈しており、長径 2m・

短径0.95m・深さ1.84m・面積4.772rrl。近世～近代の地下式坑と考えられる。 埋土 ：黒褐色土ベース。

(3) 47号土坑跡

位置 ：D区最北端調査区の中央部。東寄り 。X510• Y-200。 重複 ：なし。 規模と形状 ：不整円形状を

呈する浅い土坑。径1.82m・深さ0.22m・面積l.62rrl。 埋土 ：暗褐色土。

40号土坑跡 47号土坑跡
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A L=88.60m ．△こ A L=89.10m •• 

穴
1.黒褐色土 やや粘質の黒褐色土と少量ローム粒子からなる。 L 暗褐色土 白色軽石、ローム漸移層土塊を少凪含む。

粒子粗＜、ざらつく 。

゜
1:40 lm 

図66 D区40• 47号土坑跡平面図 ・土層断面図
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46号土坑跡
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暗灰褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒色土塊。

黄色土

ローム粒子を少醤含む。

ローム粒子をほとんど含まない。

ローム粒子を少醤含む。

ローム主体で黒色土を少拭含む。

地下式坑の天井や壁が崩落した土と考えられる。

6. 黒褐色土 ローム粒子を多く含む。

7 黒褐色土 褐色土塊、ローム粒子を少醤含む。

8 暗黄色シルト質土 階段土の崩落土。
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＿
 

．旦こ

48号土坑跡 玲¥
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唸

A
 

X 
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A A' ． ． 
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1 灰褐色土 ローム、黒色土粒子を少筵含む。

2 灰褐色土 ローム粒子を多く含む。

3 灰褐色土 ローム粒子を少量、黒色士粒子を僅かに含む。
L~89.10m 

0 1 :40 lm 

図67 D区46• 48号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図
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第4節 D区で検出された遺構と遺物

(4) 48号土坑跡

位置 ：D区最北端調査区の中央部から北寄り 。X520• Y-200。 重複 ：なし。 規模と形状 ：北東 ー南西

に長い隅丸長方形状を呈し、長径2.64m・短径l.3m・ 深さ0.56m・確認面積2.387m,。 埋土 ：灰褐色土を

ベースとする。

(5) 49 • 50号土坑跡

位置 ：D区最北端調査区の北寄り 。54号土坑跡のすぐ南西側、 51号土坑跡のすぐ北側。 X525• Y-195。

重複 ：49号土坑跡と50号土坑跡とが重複。 49号土坑跡の上に50号土坑跡が掘り込まれている。

規模と形状 ：50号土坑跡は北東ー南西方向に長い隅丸長方形状を呈し、長径2.65m・短径1.12m・深さ0.38m• 

確認面積2.744rrl。49号土坑跡は、 50号土坑跡の南西側半分の下から検出され、 50号土坑跡よりもさらに0.2m

ほど深いが平面形状は50号土坑跡による破壊を受けているため不明である。 埋土 ：ともに灰褐色土をベー

スとする。

(6) 51号土坑跡

位置： D区最北端調査区の北端寄り、東壁際。49• 50号土坑跡のすぐ南側。X520• Y-200。 重複 ：なし。

規模と形状 ：南北に長い隅丸長方形状を呈し、深くしつかりとした堀方を有する 。長径3.08m・短径1.37m

以上・深さ0.75m．確認面積3.024rri。東辺の半分以上と南東隅が調査区外に出る。 埋土 ：茶褐色土ベース。

49 • 50号土坑跡 51号土坑跡

／ 
心

／

ぶ

令x
 

一 t-196 

△_( I ／ l．△ ヽ lゴ △ 
了 ＼ ＼

塙知な
伶匁

「------」

A 50号土坑 A' 

公一 入

49号土坑

1 灰褐色土 ローム、黒色土粒を少塁含む。 (50号土坑跡）

2.灰褐色土 ローム粒子を多く含む。

3. 灰褐色土 ローム粒子を少量、黒色土粒子を僅かに含む。 1. 茶褐色土 ローム塊を少醤含む。

2.茶褐色土 ローム塊を 1層より多く、黒色土塊を少醤含む。

3 茶掲色土 2 層とよく類似するが、ローム塊•黒色土塊をともに

2層よ りも多く含む。

L =89.10m 

0 1:40 lm 

図68 D区49~51号土坑跡平面図 ・土層断面図
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第3章 発見された遺構と遺物

(7) 52号土坑跡

位置： D区の最北端の調査区の中央部、西壁際。47号土坑跡の西。X510• Y-205。 重複 ：なし。 規模

と形状 ：南北に長い隅丸長方形状を呈し、一見すると溝跡のようにもみえなくはない。北端及び西辺及び東

辺の一部が調査区外に出る。確認最大長径3.94m・短径l.lm ．深さ0.62m・現状確認面積3.292国。

黒褐色土ベース。

(8) 53号土坑跡

位置： D区最北端の調査区の中央部。東壁際。 51号土坑跡の南側。X525• Y-195。 重複 ：なし。

と形状：北西ー南東に長い隅丸長方形状を呈し、長径1.25m・短径0.77m・深さ0.4m・面積0.86rrf。

暗灰褐色土をベースとする。

埋土 ：

規模

埋土 ：

52号土坑跡
53号土坑跡
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暗灰褐色土

暗黄褐色土

ローム粒子、黒色土粒子を少量含む。

ロームと暗灰色土の混じり 。

A
 

A' 

図69
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黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

ローム塊をごく少量含む。

ローム塊を多く含み、炭化物をごく少最含む。

1層によく類似するが、ローム粒子の含有量が 1層より多い。

2層によく類似するが炭化物の含有が 2層より多い。

D区52• 53号土坑跡

ジ

平面図・土層断面図

L~89. !0m 

゜
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第4節 D区で検出された遺構と遺物

(9) 54号土坑跡

位置： D区最北端の調査区の北端、西壁際。49• 50号土坑跡のすぐ北側。X515• Y-190。 重複：な し。

規模と形状 ：東側が調査区外にかかっているため全体の形状は不明。 確訟面積l.44ni。 埋土： 灰褐色土

をベースとする。

(10) 56号土坑跡

位置 ：D区最北端の調査区の北端寄り。東壁際。、57号土坑跡の南に隣接。 X515• Y-190。 重複：な し。

規模と形状： 現状では北西ー南東に長い溝状を呈しているが、南東側が調査区外に出るため本来の形状は不

明である。近代の耕作による痕跡か？。確認最大長2.52m・短径0.91m・深さ0.27m・確認面積1.864m2。 埋

土： 灰褐色土ベース。

54号土坑跡 56号土坑跡

没も

x唸
／ ／ 

•• 

A A' 土＿ ．△こ
． ．  

ロニ／ 閥査区域外

1. 灰褐色土 ローム粒子を多く、黒色土粒子を少醤含む。

2. 灰褐色土 ローム粒子を僅かに含む。

3. 灰褐色土 ローム塊を少最含む。

A ..上

文
1. 灰褐色土 ローム粒子を少蓋含む。

L =89.10m 

0 1:40 lm 

図70 D区54• 56号土坑跡平面図・土層断面図
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第3章 発見された遺構と遺物

(11) 57号土坑跡

位置 ：D区最北端調査区の北端寄り 。東壁際。56号土坑跡の北、 58号土坑跡の南に隣接。X515• Y-190。

重複： なし。 規模と形状 ：南東端が調査区外に出るため本来の形状は不明。現存長径2.54m・短径2.2m• 

深さ0.35m・確認面積4.304rrl。 埋土： 灰褐色土ベース。

(12) 58号土坑跡

位置 ：D区最北端調査区の北端寄り 。西壁際。57号土坑跡の北側に隣接、 70号土坑跡の南。X510• Y-180。

重複 ：なし。 規模と形状 ：南東側が調査区外に出るため、 全体の形状は不明。現存最大長1.06m・短径

0.96m ・深さ0.16m・面積0.817rrl'。 埋土 ：灰褐色土ベース。

(13) 70号土坑跡

位置 ：D区最北端調査区の北端。X530• Y-185。 重複 ：なし。 規模と形状 ：北・西端が調査区外に出

るため、形状は不明。確認最大長lm・深さ1.06m・面積0.4rrl'。

57号土坑跡

¥ 
が^

土＿． △ 

／ 

58号土坑跡

A . _ _t;_ 
_--

1. 灰褐色土 ローム粒子、黒色土粒を僅かに含む。

70号土坑跡

／ 

・△こ

6
8
-

1 灰褐色土 黒色土塊を僅かに含む。

2.灰褐色土 ローム粒子を少品含む。

土 •• 

¥---/  

La89.20m 

0 1:40 lm 

図71 D区57• 58 • 70号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図
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第5節 E区で検出された遺構と遺物

第5節 E区で検出された遺構と遺物

E区は、現在の主要地方道伊勢崎・大間々線を挟んだF区とともに調査区域の北から三番目の大調査区で

ある。現在の県道伊勢崎・大間々線に直角に交わる生活道路によって、 4箇所の小区画に分かれている。こ

のうち北側三箇所の区画は平成15年度に、最南端の区画を平成16年度に調査している。

北から 2番目の調査区は、最近まで宅地であったために近現代の攪乱が著しく、遺構の残存状況は悪い。

本調査区からは、古墳周溝跡 l、溝跡 5条、墓城跡 l基、土坑跡 6基が検出された。

第 1項古墳跡

・2号墳跡 (E• F区）

調査区の最南端と南から二番目の区画、及びF区の南から二番目と 三番目の区画において大規模な古墳の

周溝跡が検出された。位置的にみて、『上毛古墳綜覧』所載の「殖蓮村62号墳」と称される 前方後円墳に

あたるものと考えられる。E区では古墳周溝の南側の弧と北側の弧のごく一部が検出され、 F区では、周溝

の東側の弧の一部が検出されている。形状から見れば、今回の調査においては、後円部の約東側半分に相当

する部分が県道を挟んだ両側で検出されたということになろう 。

墳丘は E区で検出された周溝の南側の弧と北側の弧とに挟まれた部分と、後円部墳丘東半分の大部分は

現 ・県道下にかかる部分にあたり、墳丘の封土及び主体部は完全に削平されており、墳丘周辺や周溝内か

ら、墳丘に貼られた葺石の痕跡や残骸、あるいは埴輪片は全く出土しておらず、周溝内の遺物も少ない。

また、主体部も、痕跡を含めて全く見つかっていない。また、後円部の西側約半分と後方部は、 E区の西

側に隣接する調査対象区域外に当たるものと考えられるが、 E区西側の調査区外でも、現状では墳丘の痕跡

と考えられるような高まりは全く存在していない。

このように本古墳は、圧倒的大部分が西側の調査区外に出ていたり、現・県道の下に入ってしま っていた

りして、古墳の全容は全く不明であると 言わざるを得ない。周溝の最大上幅は7.2m・下幅は3.5m・現状で

の深さ1.2mで、外径は47m・内径は32mほどであった。

周溝を埋めていた土は黒色土をベースとし、底から約40~50cmの位置からAs-B軽石をやや多く混入した

土層の堆積が顕著である。周溝の埋土からは埴輪片が少量出土した。埴輪の年代から見れば6世紀の物と考

えられる。

本遺跡の上武道路調査箇所では、現 ・伊勢崎 ・大間々線の西側の調査区から 4基、東側の調査区から 6基

の計10基の古墳が検出されている 。いずれも円墳で、墳丘の封土は完全に削平されていたが、主体部の一

部や痕跡を調査できた古墳が7基あり、それらはいずれも祖畢石安山岩の川原石や割石を用いた横穴式石室か

箱式棺状竪穴式石室である。また、これらの古墳には、いずれにも墳丘部の葺石や埴輪等は認められなかっ

た。また、北関東自動車道調査区では、現・伊勢崎・大間々線の東側と西側で 1基づつ計 2基の古墳が検

出されている。Al号墳では埋土中から埴輪片が出土しているが、 B1号墳からは埴輪は全く出土していな

し‘°

本古墳を含めたこれらの古墳は、前述したように粕川左岸の段丘上に展開する本関町古墳群の一画を形成

していた。
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第3章 発見された遺構と遺物

上植木光仙房遺跡E • F区2号墳跡（ E区部分）出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法 鼠

①色調 ②焼成 ③胎土 器形・整形の特徴残存状態 (cm) 

E-2墳ー 1 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.2 嘉5YR6/6橙色 ②良好 口縁部内外面撫で。体部外面縦方向刷毛目。
口縁部小片 径 lmm以下～ 2mmの 体部内面横 ・斜め方向刷毛目。

白色粒子・砂粒を含む。
緻密。

E-2墳ー2 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.1 ①5YR6/6橙色 ② 良好 口縁部横撫で。体部外面縦方向刷毛目。体部
口縁部小片 ③径 1mm以下～10mm大 内面横・斜め方向刷毛目。

の白色粒子・砂粒を少
量含む。緻密。

E-2墳-3 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 ＄ 5YR6/4にぶい橙色 口縁部横撫で。体部外面縦方向刷毛目。イ本部
口縁部小片 良好 ③径 1mm以下～ 内面横 ・斜め方向刷毛目。

2 mmの白色粒子・砂粒
を含む。緻密。

E-2墳ー4 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.4 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦 ・斜め方
体部小片 ③径 1mm以下～ 3mm程 向撫で。

度の白色粒子 ・砂粒を
少拭含む。緻密。

E-2墳ー 5 円筒埴輪 周溝埋土 器原11 書5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛且。体部内面横方向刷毛
体部小片 径 1mm以下の白色粒 目。

子・灰白色粒子 ・砂粒
を大誠に含む。

E-2墳―6 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.1 ＄ 5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横方向刷毛
体部小片 径 1mm以下の白色 ・目。

赤褐色粒子・砂粒をご
く少最含む。緻密。

E-2墳ー7 円筒埴輪 周溝埋土 器厚12 畠5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛且。体部内面斜め方向撫
体部小片 径 1mm以下～ 5mm程 で。

度の白色粒子・砂粒を
多最に含む。緻密。

E-2墳ー8 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.3 ＄ 5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛且。体部内面横方向刷毛
体部小片 径 1mm以下～ 3mmの 目。

黒色 ・白色粒子・砂粒
を多量に含む。

E-2墳ー 9 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 畠5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横 ・斜め方
体部小片 良好 ③径 1mm以下～ 向刷毛目。

2 mmの白色粒子・砂粒
を含む。緻密。

E-2墳ー10 円筒埴輪 周溝埋土 器厚14 ①5YR6/4にぶい橙色 ② 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦 ・斜め方
体部小片 良好③径 1mm以下の極 向刷毛目。

めて微細な白色粒子・
砂粒を非常に少量含む。
緻密。

E-2墳ー11 円筒埴輪 周溝埋土 器厚16 ＄ 5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突
体部小片 径 1mm以下～ 2mmの 帯上下横撫で。体部内面縦方向刷毛目、後縦

砂粒を少量含む。級密。 方向撫で。

E-2墳ー12 円筒埴輪 周溝埋土 器庫16 ＄ 5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突
体部小片 径 1mm~10mmの砂礫 帯上下横撫で。体部内面縦方向刷毛目、後縦

をごく多旦に含む。 方向撫で。
やや粗い。

E-2墳-13 円筒埴輪 周溝埋土 器厚 14 ①5YR6/4にぶい橙色 ② 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突
体部小片 良好 ③径 1mm以下～ 帯上下横撫で。体部内面縦方向刷毛目、後縦

10mmの砂礫を多く含む。方向撫で。
やや粗い。
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E-2墳ー14 円筒埴輪 周溝埋土 器厚12 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突

体部小片 ③径 1mm以下～10mm大 帯上下横撫で。内面縦 ・斜め方向撫で。
の白色 ・黒褐色 ・赤褐
色粒子・ 砂粒をごく少
最含む。緻密。

E-2墳ー15 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 閾5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突
体部小片 良好 ③径 1mm以下 帯下横撫で。体部内面縦 ・斜め方向撫で。

~20mmの砂礫を多く含
む。やや粗い。

E-2墳ー16 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 畠良5Y好R6/③4径に ぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突
体部小片 1 mm以下～ 帯上下横撫で。体部内面縦 ・斜め方向撫で。

3 mm程度の白色・赤褐
色・黒褐色粒子 ・砂粒
を少籠含む。緻密。

E-2墳ー17 円筒埴輪 周溝埋土 器厚18 ①5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突

体部小片 ②良好 ③径 1mm以下～ 帯下横撫で。体部内面縦・斜め方向刷毛且。
2 mm前後の白色粒子 ・
灰白 色粒子 ・砂粒を大
最に含む。

E-2墳ー18 円筒埴輪 周溝埋土 器厚16 ①5YR6/4に ぶ い 橙 色 体部外面縦方向刷毛目 、突帯粘土紐貼付、突
体部小片 ②良好 ③径 1mm以下～ 帯上下横撫で。体部内面縦・斜め方向刷毛目。

2 mm前後の白色 ・赤褐
色・黒褐色粒子・砂粒
を少景含む。緻密。

E-2墳ー19 形象埴輪 周溝埋土 器厚18 書5YR7/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横方向撫で。
器形不明 体部小片 径 1mm以下 3mm程度

の白色粒子・砂粒を含
む。緻密。

E-2墳ー20 円筒埴輪 周溝埋土 器厚19 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目 。体部内面横 ・斜め方
体部小片 ③径 1mm以下～ 3mmの 向刷毛 目。

黒色 ・白色粒子 ・砂粒
を多量に含む。やや粗
し‘o

E-2墳ー21 円筒埴輪 周溝埋土 器厚22 畠5YR7/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦方向撫で。
体部小片 径 1mm以下～10mmの

白色 ・赤褐色・黒褐色
粒子、砂粒を含む。や
や緻密。

E-2墳ー22 形象埴輪 周溝埋土 器厚24 ①5YR6/6橙色 ② 良好 体部内外面斜め方向刷毛目。
器形不明 体部小片 ③径 1mm程度の白色・

赤褐色 ・黒褐色粒子を
砂粒を少量含む。緻密。

E-2墳ー23 形眉埴輪 周溝埋土 器厚1.6 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部内外面縦方向刷毛目。
器不明 体部小片 ③径 1mm以下～10mmの

赤・茶褐色粒子や砂粒
を多く含むが、緻密。

E-2墳ー24 形象埴輪 周溝埋土 器厚18 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。
器形不明 体部小片 ③径 1mm~10mmの砂礫

をごく多星に含む。
やや粗い。

E-2墳ー25 形象埴輪 周溝埋土 器厚16 畠5YR6/4に ぶ い 橙 色 体部外面縦方向刷毛目 。体部内面斜め ・横方

器形不明 体部小片 良好 ③径 1mm~10mm 向撫で。
前後の白色・赤褐色・
黒褐色粒子、砂粒をや
や多く含む。緻密。
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E-2墳ー26 形象埴輪 周溝埋土 器淳30 畠5YR7/6橙色 ②良好 体部外面縦・斜め方向刷毛目。体部内面縦方
器形不明 体部小片 径 1mm以下～10mmの 向撫で。

赤・茶褐色粒子や砂粒
を多鼠に含む。やや粗

し‘°

E-2墳ー27 形象埴輪 周溝埋土 器厚15 ①5YR6/7褐灰色②ゃ 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦・斜め方
器形不明 体部小片 や不良 ③径 1mm~10 向撫で。

mmの灰白色粒子 ・砂礫
を多量に含む。粗い。

E-2墳ー28 形象埴輪 周溝埋土 器厚15 ①5YR6/7褐灰色②や 体部外面縦方向刷毛目 。体部内面斜め方向撫
器形不明 体部小片 や不良③径 1mm~ 10 で。

mmの灰白色粒子・砂礫
を多量に含む。粗い。

E-2墳ー29 形象埴輪 周溝埋土 器厚18 叫5YR7/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め ・横方
器形不明 体部小片 径 1mm以下の白色・ 向撫で。

赤褐色 ・黒褐色粒子、
砂粒を含む。緻密。

E-2墳ー30 円筒埴輪 周溝埋土 器厚18 畠5YR6/6橙色 ②良好 体部内面縦方向刷毛目。体部内面斜め・横方
体部小片 径 1mm以下～10mmの 向撫で。

赤 ・茶褐色粒子や砂粒
を少鉱含む。緻密。

E-2墳ー31 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目 、体部内面斜め・横方
体部小片 ③径 1mmの白色 ・黒褐 向撫で。

色粒子、砂礫を少最含
む。
緻密。器面摩耗激しい。

E-2墳ー32 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 ①5YR6/6橙色 ②良好 口縁部横撫で。体部外面縦方向削毛目。体部
口縁部小片 ③径 1mm以下～ 2mmの 内面横 ・斜め方向刷毛目。

白色 ・赤褐色・里褐色
粒子 ・ 雲母粒•砂粒を
含む。緻密。

E-2墳ー33 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.0 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目 、突帯部貼り付け後、
体部小片 ③径 1mm以下の白色粒 上下横撫で。体部内面横 ・斜め方向刷毛目。

子 ・砂粒を微量含む。
緻密。

E-2墳ー34 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 置5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め方向刷
体部小片 良好③径 1mm以下～ 毛目 。

2 mmの白色粒子 ・砂粒
を含む。緻密。

E-2墳ー35 円筒埴輪 周溝埋土 器厚14 畠5YR6/6橙 色 ② 良 好 体部外面縦方向刷毛 目。体部内面縦・斜め方
体部小片 径 1mm以下の白色粒 向撫で。

子 ・砂粒をごく少址含
む。緻密。

E-2墳ー36 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 ①5YR6/2灰褐色 ②良 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め方向刷
体部小片 好 ③ 径 1mm以下の白色 毛目。

粒子 ・灰白色粒子 ・砂
粒を多く含む。概ね緻
密。

E-2墳ー37 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 畠5YR6/6橙色 ②良好 体部内外面縦方向刷毛目。
体部小片 径 1mm以下の白色・

赤褐色粒子 ・砂粒を多
星に含む。やや粗い。

E-2墳ー38 円筒埴輪 周溝埋土 器厚12 ①5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め方向刷
体部小片 ②良好③径 1mm以下～ 毛目。

5 mm程度の白色粒子・
砂粒を多く含む。やや
粗い。
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E-2墳ー39 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.4 畠5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛且。体部内面斜め方向撫
体部小片 良好 ③径 1mm以下の で。

黒色 ・白色粒子・砂粒
を微最含む。

E-2墳ー40 円筒埴輪 周溝埋土 器厚16 昌5YR6/3に ぶ い 橙 色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め方向撫
体部小片 やや良好③径 1mm以 で。

下～ 2mmの白色粒子・
砂粒を少鉱含む。緻密。

E-2墳ー41 形象埴輪？ 周溝埋土 器厚13 ①5YR6/6橙色 ② 良好 体部内外面縦方向刷毛目。
器形不明 体部小片 ③径 1mm~10mm程度の

白色 ・黒褐色粒子 ・砂
粒を含む。やや緻密。

E-2墳-42 形象埴輪？ 周溝埋土 器厚12 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め方向撫
器形不明 体部小片 ③径 1mm以下～ 2mmの で。

白色粒子・砂粒をやや
多く含む。概ね緻密。

E-2墳ー43 円筒埴輪 周溝埋土 器厚15 畠5YR7/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め ・横方
体部小片 径 1mm~10mmの砂礫 向撫で。

を多く含む。やや粗い。

E-2墳ー44 円筒埴輪 周溝埋土 器厚 17 図5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦方向撫で。
体部小片 径 1mm以下～ 3mm程

度の白色粒子・砂礫を
少罷含む。

E-2墳ー45 円筒埴輪 周溝埋土 器厚12 ①5YR6/6橙色 ② 良好 体部内外面縦方向刷毛目。
体部小片 ③径 1mm以下～10mm大

の白色・黒褐色 ・赤褐
色粒子・砂粒をやや多
く含むが、緻密。

E-2墳ー46 円筒埴輪 周溝埋土 器厚21 畠5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦・斜め方
体部小片 良好 ③径 1mm以下～ 向撫で。

20mmの砂礫をやや多く
含む。概ね緻密。

E-2墳ー47 形象埴輪？ 周溝埋土 器厚20 畠5YR6/6橙色 ②良好 体部内外面撫で。
器形不明 体部小片 径 1mm以下～ 3mm程

度の白色 ・ 赤褐色•黒
褐色粒子・砂粒を少量
含む。概ね緻密。

E-2墳ー48 円筒埴輪 周溝埋土 器厚16 ①5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦・斜め方
体部小片 ②良好 ③径 1mm以下 向撫で。

~2mm前後の白色粒子 ・
灰白色粒子・砂粒を多
く含む。やや粗い。

E-2墳ー49 円筒埴輪 周溝埋土 器厚18 ①5YR6/6橙色 ② 良好 外面縦方向刷毛目 。内面縦・斜め方向撫で。
体部小片 ③径 1mm以下～ 2mm前

後の白色 ・ 赤褐色 • 黒
褐色粒子・砂粒を少量
含む。緻密。

E-2墳ー50 円筒埴輪 周溝埋土 器厚11 置5YR6/6橙色②良好 外面縦方向刷毛目。内面撫で。
体部小片 径 1mm以下～ 3mm程

度の白色粒子 ・砂粒を
多漿に含む。粗い。

E-2墳ー51 円筒埴輪 周溝埋土 器厚20 >5YR6/6橙色 ② 良好 口縁部～外面撫で。内面横方向刷毛目。
口縁部小片 径 1mm以下～ 3mmの

色・黒褐色粒子 ・砂
粒を少巌含む。緻密。
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E-2墳ー52 形象埴輪 周溝埋土 器厚35 ①5YR7/6橙色 ② 良好 外面縦方向刷毛目。内面縦方向撫で。
器形不明 体部小片 ③径 1mm以下～10mmの

白色粒子、砂粒を微量
含む。緻密。

E-2墳ー53 形象埴輪 周溝埋土 径16 畠5YR6/6橙色 ②良好 表面撫で。
器形不明 円柱棒状付属 径 1mm程度の白色・

物小片 赤褐色・黒褐色粒子を
両端欠損 砂粒を少最含む。緻密。

E-2墳ー54 形象埴輪 周溝埋土 径15 ①5YR6/6橙色 ② 良好 表面撫で。
器形不明 円柱棒状付属 ③径 1mm程度の白色 ・

物小片両端欠 赤褐色 ・黒褐色粒子を
損 砂粒を少埜含む。緻密。

E-2墳ー55 土師器杯 周溝埋土 推定口径10、器高28、器厚04＄ 5YR6/4にぶい橙色 口縁部内外面横撫で。体部～底部外面箆削り 。
8世紀初頭～ 口縁部～体部 良好 ③径 1mm以下の 体部～底部内面撫で。
前半 約1/4片 砂礫 ・黒褐色粒子を少

醤含む。緻密。

E-2墳ー56 土師 器杯 周溝埋土 推定口径 10.9、器裔 30、器厚 ①5YR6/4にぶい橙色 口縁部内外面横撫で。体部～底部外面箆削り 。
8世紀初頭～ 口縁部～体部 06 ②良好 ③径1mm以下の 体部～底部内面撫で。
前半 約1/4片 砂礫・黒褐色粒子を少

量含む。緻密。

E-2墳ー57 土師器杯 周溝埋土 推定底径56、器厚08 ①10YR7/2にぶい黄橙 底部回転糸切り 。体部外面下位横方向箆削り 。
9世紀中葉 底部片 色 ②良好 ③径1mm以

下～3mm前後の黒褐色
粒子 ・砂礫を少量含む。
緻密。

E-2墳ー58 須恵器提瓶 周溝埋土 推定口径76、頸高55、器厚 ①5Y7/2灰白色 ②良好 轄輯整形。口縁部撫で。頚部外面に櫛書波状
口縁部～頚部 09 ③径1mm以下の黒色粒子 紋。口縁部～頚部裾にかけて顆著な自然釉。
片 をごく微量含む。緻密。
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図77 E • F区2号墳出土遺物（ E区ー 4)

上植木光仙房遺跡E• F区2号墳跡（ F区部分）出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法量

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴
残存状態 (cm) 

F-2墳ー 1 円筒埴輪 周溝埋土 器厚15 畠5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛且。体部内面横 ・斜め方

体部小片 径 1mm以下～ 2mmの 向撫で。
白色粒子・砂粒を含む。
緻密。

F-2墳ー 2 円筒埴輪 周溝埋土 器原13 畠5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目、突帯部貼り付け、突

体部小片 径 1mm以下～ 3mm大 帯部上下横方向撫で。体部内面横・斜め方向

の白色 ・赤褐色粒子 ・撫で。
砂粒を微最含む。緻密。

F-2墳ー3 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.8 ①5YR6/6橙色②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横 ・斜め方

体部小片 ③径 1mm以下～ 2mmの 向撫で。
白色粒子 ・砂粒を多く
含む。やや粗い。

F-2墳ー4 円筒埴輪 周溝埋土 器厚11 畠5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦 ・斜め方

体部小片 径 1mm以下～ 3mm程 向撫で。
度の白色粒子 ・砂粒を
含む。やや緻密。

F-2墳ー5 円筒埴輪 周溝埋土 器厚12 ＄ 5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横 ・斜め方

体部小片 径 1mm以下の白色粒 向刷毛日。
子 ・灰白色粒子 ・砂粒
を微最含む。緻密。

F-2墳ー6 円筒埴輪 周溝埋土 器厚18 ①10YR5/2灰黄褐色② 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦 ・斜め方

体部小片 やや不良③径 1mm以下 向撫で。
の白色 ・赤褐色粒子 ・
砂粒 を多く含む。やや
粗い。

F-2墳ー 7 円筒埴輪 周溝埋土 器原18 ］ 5YR6/6橙色②良好 底部撫で。体部外面縦方向刷毛目。体部内面

底部～体部下 径 1mm以下～ 5mm程 横 ・斜め方向刷毛目。

小片 度の白色粒子 ・砂粒を
含む。やや粗い

F-2墳ー 8 円筒埴輪 周溝埋土 器厚21 嘉5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目 、突帯部貼り付け、突

体部小片 径 1mm以下～ 3mmの 帯部上下横撫で。体部内面横方向刷毛且。

白色 ・赤褐色 ・茶褐色
粒子・砂粒を少贔含む。
やや粗い。
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第3章 発見された遺構と遺物

F-2墳ー9 円筒埴輪 周溝埋土 器原15 鬱5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め方向撫
体部小片 良好 ③径 1mm以下～ で。

2 mmの白色粒子・砂粒
を含む。緻密。

F-2墳ー10 円筒埴輪 周溝埋土 器厚15 ①5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦・斜め方
体部小片 ②良好 ③径 1mm以下～ 向憮で。

2mmの白色粒子・砂
粒を微最含む。緻密。

F-2墳ー11 円筒埴輪 周溝埋土 底径218、残存器品288、器 ①5YR6/6橙色 ②良好 底部撫で。体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土
底部～体部下 厚22 ③径 1mm以下～15mmの 紐貼付、突帯上下横撫で。体部内面縦・斜め
位片 赤褐色・茶褐色 ・灰褐 方向撫で。

色粒子、砂粒をやや多
く含むが概ね緻密。

F-2墳ー12 円筒埴輪 周溝埋土 器厚16 冒YR4/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突
体部小片 1 mm~3 mmの白色 帯上下横撫で。内面斜め方向撫で。

粒子、砂礫をごく少量
含む。概ね緻密。

F-2墳ー13 円筒埴輪 周溝埋土 器厚 16 ①25YR5/6明赤褐色 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突
体部小片 ②良好 ③径 1mm以下 帯上下横撫で。イ本部内面斜め方向撫で。

~10mmの白色 ・灰褐色
粒子、砂礫を少量含む。
概ね緻密。

F-2墳ー14 円筒埴輪 周溝埋土 器厚12 ①25YR6/6橙色 ②良好 口縁部内外面横撫で。体部外面縦方向刷毛目。
口縁部小片 ③径 1mm以下～10mm大 体部内面横方向刷毛目。

の白色 ・黒褐色 ・赤褐
色粒子・砂粒を多く含
む。やや粗い。

F-2墳ー15 円筒埴輪 周溝埋土 器厚11 ①2 5YR5/4にぶい赤褐 口縁部内外面横撫で。体部外面縦方向刷毛目。
口縁部小片 色 ②良好 ③径 1mm 体部内面斜め方向刷毛目。

以下～3mmの白色粒子、
砂礫を徴羅含む。緻密。

F-2墳ー16 円筒埴輪 周溝埋土 器厚15 ①5YR6/8橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付、突
体部小片 ③径 1mm以下～ 3mm程 帯上下横撫で。体部内面横・斜め方向撫で。

度の白色・赤褐色 • 黒
褐色粒子 ・砂粒を含む。
概ね緻密。

F-2墳ー17 円筒埴輪 周溝埋土 器厚08 ①5YR6/8橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目、突帯粘土紐貼付。突
体部小片 ③径 1mm以下～ 2mm前 帯上下横撫で。体部内面横 ・斜め方向撫で。

後の白色粒子・灰白色
粒子・砂粒を微最含む。
緻密。

F-1墳ー18 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.6 ①5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。突帯粘土紐貼付。突
体部小片 ②良好 ③径 1mm以下～ 帯上下横撫で。体部内面縦・斜め方向刷毛目。

2 mm前後の白色 ・赤褐
色 ・黒褐色粒子 ・砂粒
を少量含む。緻密。

F-2墳-19 円筒埴輪 周溝埋土 器厚11 図5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目、突帯部貼り付け、突
体部小片 径 1mm以下 5mm程度 帯部上下横撫で。体部内面横・斜め方向撫で。

の白色 ・赤褐色粒子、
砂粒を含む。概ね緻密。

F-2墳ー20 円筒埴輪 周溝埋土 器厚15 畠5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛且、突帯部貼り付け、突
体部小片 径 1mm以下～ 3mmの 帯部上下横撫で。体部内面横・斜め方向撫で。

黒色・白色粒子・砂粒
を多饂に含む。やや粗
vヽ。
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F-2墳ー21 円筒埴輪 周溝埋土 器厚14 ①25YR5/6明赤褐色② 体部外面縦方向刷毛且、突帯部貼り付け。体
体部小片 良好③径 1mm以下の白 部内面横・斜め方向刷毛目。

色・赤褐色 ・黒褐色粒子、
砂粒を含む。やや緻密。

F-2墳ー22 円筒埴輪 周溝埋土 器厚15 ①25YR5/6明赤褐色 ② 体部外面縦方向刷毛目、突帯部貼り付け。体
体部小片 良好③径 1mm~15mm程 部内外面斜め方向撫で。

度の砂粒を多量に含む。
粗い。

F--2墳ー23円筒埴輪 周溝埋土 器厚16 ①25YR6/6橙色②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め方向撫
体部小片 ③径 1mm以下～ 5mmの で。

赤・茶褐色粒子や砂粒
を微量含む。緻密。

F-2墳ー24 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.9 ①25YR6/6橙色②良好 体部外面縦方向刷毛目。イ本部内面縦方向撫で。
体部小片 ③径 1mm~10mmの白色・

赤褐色・茶褐色粒子、
砂礫を多く含む。やや
粗い。

F-2墳ー25 円筒埴輪 周溝埋土 器厚14 ①5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛且。体部内面縦方向撫で。
体部小片 ②良好③径 1mm以下～

2 mm前後の白色・赤褐
色・黒褐色粒子、砂粒
を微昴含む。緻密。

F-2墳ー26 円筒埴輪 周溝埋土 器厚14 ①25YR6/6橙色 ②良 体部外面縦方向刷毛目。内面斜め方向撫で。
体部小片 好 ③ 径 1mm以下～ 2mm 

の白色 ・赤掲色・茶褐
色粒子や砂粒をやや多
く含むが緻密。

F-2墳―27 円筒埴輪 周溝埋土 器厚11 ①2.5YR6/6橙色②良好 体部外面縦 ・斜め方向刷毛且 。体部内面横方
体部小片 ③径 1mm以下～ 5mmの 向刷毛目。

灰白色・赤褐色 ・黒褐
色粒子、砂礫をやや多
く含むが緻密。

F-2墳ー28 円筒埴輪 周溝埋土 器厚15 ①25YR5/6明赤褐色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め・横方
体部小片 ②やや不良③径 1mm以 向撫で。

下～ 2mm前後の白色・
赤褐色・黒褐色粒子、
砂粒を含む。概ね緻密。

F-2墳―29 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 ①25YR7/8橙色②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め ・横方
体部小片 ③径 1mm以下の砂粒を 向撫で。

少最含む。緻密。

F-2墳ー30 円筒埴輪 周溝埋土 器厚22 ①5YR7/6橙色②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め方向撫
体部小片 ③径 1mm以下～ 3mmの で。

白 ・赤 ・茶褐色粒子や
砂粒を多く含むが緻密。

F-2墳ー31 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.1 置5YR7/6橙色②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め・横方
体部小片 径 1mm~5mmの白色・ 向撫で。

赤褐色 ・黒褐色粒子・
雲母粒 •砂粒を少量含
む。緻密。

F-2墳ー32 円筒埴輪 周溝埋土 器厚20 ①5YR6/6橙色 ②良好 底部外面撫で。体部外面縦方向刷毛目。体部
底部小片 ③径 1mm~5mmの白色 ・内面縦方向撫で。

赤褐色 ・黒褐色粒子 ・
雲母粒 • 砂粒をやや多
く含む。概ね緻密。
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F-2墳ー33 形象埴輪 周溝埋土 器庫27 鸞5YR6/6橙色 ②良好 端部内外面撫で。体部外面縦方向刷毛目。体
器形不明 端部小片 径 1mm以下～ 5mmの 部内面横方向撫で。

白色・赤褐色・茶褐色
粒子、砂粒を多く含む。
やや粗い。

F-2墳ー34 円筒埴輪 周溝埋土 器厚22 ①②5良Y好R6 /4にぶい橙色 底部撫で。体部外面縦方向刷毛目、突帯部貼
底部～体部下 ③径 1mm以下の り付け、突帯部上面横撫で。体部内面縦・斜
位小片 白色粒子、 め方向撫で。

径 l~5 mmの赤褐色・
茶褐色粒子、砂粒をや
や多く含む。概ね緻密。

F-2墳ー35 形象埴輪 周溝埋土 器厚20 ①5YR6/4にぶい橙色 体部内外面撫で。
器形不明 体部小片 ②良好 ③径 1mm以下～

15mmの白色 ・赤褐色・
茶褐色粒子、砂粒を少
謎含む。緻密。

F-2墳ー36 形象埴輪 周溝埋土 器厚18 ①5YR6/6橙色 ② 良好 外面縦方向刷毛目 。内面斜め方向撫で。
器形不明 体部小片 ③径 lmm以下の白色粒

子・灰白色粒子、径 l
~15mmの黒褐色 ・赤褐
色・茶褐色粒子、砂粒
をやや多く含むが、概
ね緻密。

F-2墳ー37 形象埴輪 周溝埋土 器厚18 畠10YR5/3にぶい黄褐色 外面縦方向刷毛目。内面横 ・斜め方向撫で。
器形不明 体部小片 良好 ③径 1mm~10mm 

の白色 ・赤褐色 ・茶褐色・
灰褐色粒子、砂粒をや
や多く含むが概ね緻密。

F-2墳ー38 円筒埴輪 周溝埋土 器岸16 ①75YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横 ・斜め方
体部小片 ②良好 ③径 1mm以下～ 向刷毛目。

10mm程度の白色 ・灰白
色・灰褐色・茶褐色粒子、
砂粒を多く含む。やや
粗い。

F-2墳ー39 形象埴輪 周溝埋土 径18 ①5YR6/4にぶい橙色 表面撫で。
器形不明 円柱棒状付属 ②良好 ③径 1mm以下～

品小片 2 mm前後のの白色 ・灰
白色粒子、砂粒を微量
含む。

F-2墳ー40 形象埴輪 周溝埋士 径165 ①5YR6/4にぶい橙色 ② 表面撫で。
器形不明 円柱棒状付属 良好 ③径 1mm以下～

品小片 2 mm前後の白色・灰白
色粒子、砂粒を微星含
む。緻密。

F-2墳ー41 土師器杯 周溝埋土 口径122、器高41、器厚04畠5YR6/6橙色 ②良好 口縁部～体部上位内外面撫で。体部下位～底
7世紀前半 完形 径 1mm~5 mm程度の 部箆削り 。鬼高式。

白色・黒褐色・赤褐色・
茶褐色粒子、砂粒をや
や多く含む。概ね緻密。

F-2墳ー42 土師器杯 周溝埋土 口径126、器高45、器厚04①10YR7/4にぶい黄橙 口縁部～体部上位内外面撫で。体部下位～底
6世紀後半 底部 ・ロ縁部 色 ②良好③径 1mm以 部箆削り 。典型的な鬼高式須恵器模倣杯。

一部欠損 下～ 2mmの白色粒子、
砂粒を微鼠含む。極め
て緻密。

F-2墳ー43 須恵器杯 周溝埋土 推定口径13、底径75、器高 ①③径5YlR 716橙色 ② 良好 観櫨成形、底部外面回転糸切り 。
9世紀中葉 底部完存、体 38、器厚10 mm~ 10mmの砂礫

部約1/3 を多く含む。やや粗い。
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第5節 E区で検出された遺構と遺物

F-2墳ー44 土師器杯 周溝埋土 推定口径13、残存器高4.0、 閾5YR6/6橙色 ②良好 口縁部～体部上位内外面撫で。体部下位～底
6世紀末 体部小片 器厚05 径 1mm以下～ 3mm程 部箆削り。典型的な鬼高式須恵器模倣杯。

度の 白色粒子 ・砂礫を
少最含む。

F-2墳ー45 須恵器杯 周溝埋土 底径72、器厚07 畠5Y7/l灰白色②良好 輛輯成形、底部回転糸切り 。
9世紀中葉 底部3/4片 径 1mm以下～ lmm程

度の黒褐色・灰褐色粒
子・砂粒を含むが、緻密。

F-2墳-46 須恵器大甕 周溝埋土 器厚16 謬4/1灰色②良好 体部外面叩き、内面青海波文叩き。
体部小片 1 mm以下～ 3mm程 F-2墳-47と同一個体か？

度の白色 ・灰白色粒子
を少量含む。緻密。

F-2墳ー47 須恵器大甕 周溝埋土 器厚16 ①5Y4/l灰色②良好 体部外面叩き、内面青海波文叩き。
体部小片 ③径 1mm以下～ 3mm程 F-2墳-46と同一個体か？

度の白色 ・灰白色粒子
を少塁含む。
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図79 E・F区2号墳出土遺物 (F区ー 2)
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図80 E • F区2号墳出土遺物 (F区ー 3)

第 2項溝跡

E区では、溝跡は5条検出されている。A~D区では東西方向に流れるものが圧倒的に多く、調査区が東

西方向に狭いため、両端とも調査区外に続いているものが少なくない。E・F区では南北方向に流れるもの

がほとんどである。微地形の変化によるものであろう 。本調査区も東西幅が狭いために、結局、全貌が明ら

かにしがたい部分が少なくない。

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの溝跡の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは溝跡自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 1号溝跡

位置 ：E区北から2番目の調査区の南西隅。X380~390• Y-290~-295。 重複： なし。 規模と形状 ：確

認全長9.5.m・最大上幅0.9m・最大下幅0.52m・深さ0.38m、断面は緩やかな蒲鉾型状を呈する。南北方向に

流れるしつかりとした堀方を有する直線的な溝。両端ともに調査区外に出る。 埋土 黒褐色土ベース。
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第3章 発見された遺構と遺物

(2) 2号溝跡

位置 ：E区北から 2番目の調査区の南西隅。 X380~385• Y-295。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全

長5.92m・最大上幅0.69m・最大下幅0.22m・深さ0.36m、断面は緩やかな蒲鉾型状を呈する。E区1号溝跡の

約0.3m西側を並行して南北方向に流れるしつかりとした堀方を有する溝。両端ともに調査区外に出る。埋

土 ：黒掲色土ベース。

1 • 2号溝跡

||~\-

図81

90 
3
 

気
十

E区 1 • 2号溝跡

1

2

3

4

5

6

 

A

＿
 

2号溝

灰黄褐色土

褐灰色砂質土

黒褐色土

褐灰色土

黒褐色土

暗褐色土

L=8770m 

゜

1号溝

一

. Aこ

やや砂質。ローム粒子を少最含む。

ローム粒子をやや多く含む。

灰色砂少量含む。

ローム粒子を少醤含む。

ローム塊、ローム粒子を多く含む。

号

+383 

1:40 lm 

゜
l :80 4m 

平面図・土層断面図

(3) 52号溝跡

位置 ：E区最北の調査区の中央より南半分。X415~420• Y-270~-275。 重複 ：なし。 規模と形状 ：

確認全長10.71m・最大上幅1.05m・最大下幅0.54m・深さ0.21m、断面は緩やかな窪み状を呈する。南北方向

に流れる不整形の浅い溝。南端及び西辺の一部を攪乱によ って破壊される。

(4) 53号溝跡

位置 ：E区最北の調査区の中央より南半分。X415~420• Y-270~-275。 重複 ：北側を75号土坑跡に掘

り込まれて破壊される。 規模と形状 ：確認全長6.91m• 最大上幅lm ・最大下幅0.92m・深さ0.14m、断面

は緩やかな窪み状を呈する。52号溝跡の約 lm西を並行して南北方向に流れる不整形の浅い溝。北端は75号

土坑跡によって破壊され、南端は調査区外に出るが、 E区北から 2番目の調査区で接続する溝跡は検出され

ていない。
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(5) 54号溝跡

位置 ：E 区最北の調査区の中央より南半分、南西隅。X410 • Y-275~-280。 重複 ：なし。 規模と形状 ．

確認全長5.7m ・深さ 0 .24m、断面は緩やかな窪み状を呈する。調査区の西壁にほぽ沿って南北方向に流れる

浅い溝。溝の西側半分と南北両端が調査区外に出るため、全体の形状は全く不明である。

52~54号溝跡
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図82 E区52~54号溝跡 平面図・エレベーション図

第 3項墓壊跡

• 1号墓堀跡

位置： E 区の北から 2 番目の調査区のほぽ中央からやや北寄りの位置。 X400 • Y-280。 重複 ：なし。 規

模と形状： 南北に長い長円形状を呈し、長径1 8.4m ・短径0.96m・深さ 0.2m ・検出面積1.391 rrl。北寄り壁際

近くの位置から上師器高台杯が2点、東西に並列しておかれていた。人骨・骨粉等は全く検出されていない

が、形状からみて墓城跡と考えられる。出土遺物からみて 10世紀初頭頃。 埋土 ：褐色土ベース。
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1号墓壌跡

ヽ -•01 -t 

A 

A. 

．立こ

•• 

＼ 
1. 褐色土 ローム粒子・ローム塊を多く含む。

草木根による攪乱が著しい。

L=88~10m 
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図83 E区 1号墓壊跡 平面図・土層断面図・出土遺物

上植木光仙房遺跡E区 1号墓壊跡遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法鼠

①色調②焼成③胎土 器形・整形の特徴
残存状態 (cm) 

E-1墓城ー 1土師器碗 埋土 口径133、底径63、器高59、畠10YR7/4にぶい黄橙色 口縁部外面横憮で。体部外面箆削り。
完形 器厚0.8 良好③径 1mm前後の 体部内面炭素吸着黒色処理後、箆磨き。底部

白色・茶褐色・黒褐色 外面箆削り後撫で。高台部貼り付け。
粒子を多く含むが緻密。体部外面正位嬰書文字「万」。 墨書された文

字をさらに釘か箆のような突起物で刻書し、
なぞっている（焼成後刻書）。

E-1墓堀ー2土師器碗 埋土 口径14.1、底径72、残存器 ①10YR7/3にぶい黄橙色 輛櫨整形。口縁部内外面横撫で。体部内外面
高台部欠損 高5、器厚07 ②良好③径 1mm以下～ 横憮で、底部内面斜方向撫で、底部外面撫で

5mmの白色・赤褐色粒 後高台部貼り付け。全体に調整が枡い。
子・砂粒を多量に含む。
やや粗い。

第 4項 土 坑跡

E区では、土坑跡は 6基検出されている。いずれも最北の調査区から検出された。2号墳が検出された最

南端と南から二番目の調査区からは全く検出されていない。

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの土坑の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは土坑自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 71号土坑跡

位置： E区の最北端の調査区の中央部、東壁際。72• 74号土坑跡のすぐ東側。X420• Y-265。 重複 ：な

し。 規模と形状 ：北側が一部突出した南北に長い長方形状を呈し、張り出し部分を含めた最大南北長は

5.15m ・坑部分の南北長は3.3m・東西幅2.65m・深さ0.98m・検出面積10.655m'。底面の北西隅、北辺中央、
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北側張り 出し部との接点、南辺中央、および底面の真ん中に川原石が据え置かれており、上屋構造物の礎石

であった可能性が考えられる。北側の張り出し部分の断面はあまり顕著ではないが、形状からみてD区46号

土坑跡と同様な、近世末～近代の地下式あるいは半地下式の坑と考えられる。 埋土 ：黒掲色土ベース。

71号土坑跡

Iv 

＼
 

心
賓
ヤ

土． L＝88.40m

姜

A
＿ジ

QI 

B_ 

4
 

ー一召一＿『
＿

L=88.40m 

△ l．暗褐色砂質土 粒子細かい。締まり弱い。

2 黒褐色砂質土 焼土・炭化物を多く含む。

3. 黒褐色砂質土粒子細かく、締まり弱い。

4. 暗褐色粘質土粒子細かく締まり弱い。

径 5~50mmのローム粒子を含む。

5. 褐灰色灰層 火災後の処理で、他から人為的に

灰が投棄されたもの。

」r_ 6．黒褐色粘質土 粒子細かく締まり弱い。径 5~10mm 

のローム粒子を含む。

玉． L＝88.40m C' 

__Q_. L :88.70m D' 

゜
l :80 4m 

ヽ
I 2 

I I 1 

□ 4 

5 

゜
1 3 10cm 

図84 E区71号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図・出土遺物
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上植木光仙房遺跡E区71号土坑跡遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法最

①色調 ②焼成 ③胎土 器形 ・整形の特徴
残存状態 (cm) 

E-71坑ー 1 円筒埴輪 埋土 器厚19 昌5YR6/4にぶい橙色 外面縦方向刷毛目、内面縦 ・斜め方向撫で。
体部小片 良好 ③径1mm以下～

2mm前後の白色粒子 ・
灰白色粒子 ・砂粒を微
量含む。緻密。

E-71坑ー2 円筒埴輪 埋土 器厚13 罵5YR6/6橙色 ②良好 突帯部貼り付け、
体部小片 径 1mm以下～ 2mm前 外面縦方向刷毛目。内面縦・斜め方向撫で。

後の白色・赤褐色 • 黒
褐色粒子・砂粒を微最
含む。緻密。

E-71坑ー3 円筒埴輪 埋土 器厚15 畠5YR6/6橙色 ② 良好 外面縦方向刷毛目。内面縦・斜め方向刷毛目 。
体部小片 径 1mm以下～ 3mm程

度の白色粒子 ・砂粒を
少量含む。緻密。

E-71坑ー4 円筒埴輪 埋土 器厚2.1 書5YR6/6橙色 ② 良好 外面縦方向刷毛目。内面縦 ・斜め方向撫で。
体部小片 径 1mm以下～ 3mmの

白色・黒褐色・赤褐色
粒子・砂粒を含む。概
ね緻密。

E-71坑ー 5 瀬戸美濃陶器 埋土 口径2.9、底径114、器高 ①10YR8/l灰白色 ② 匪櫨成形。底部回転糸切り後撫で調整。全面
通徳利 4/5残存 277、器厚06 良好 ③緻密 釉薬がけ。イ本部に 「八川酒店」「口口屋」「ロ

口口」の文字あり。明治～昭和前期。

(2) 72号土坑跡

位置 ：E区の最北端の調査区の中央部、やや南寄りの位置。52号溝跡のすぐ西。X415• Y-270。 重複：

なし。 規模と形状 ：東西に長い隅丸長方形状を呈する。最大長2.25m・幅0.8m・深さ0.34m・検出面積

l.619rrl 0 

73号土坑跡 ltrl 一怠

72号土坑跡

＼ ー匹4+
尽
I IOJ 

キ')/J

△ 

一
)/ K A. II 日
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、

B
、

心． L=88.30m •• A. L=8820m A' 

＼ 
....!i._. L=88.30m ．旦 _lL. L =88.ZOm B' 

＼ ＼ 

゜
1:40 lm 

図85 E区 72 • 73号土坑跡 平面図・エレベーション図

104 



第 5節 E区で検出された遺構と遺物

(3) 73号土坑跡

位置 ：E区の最北端の調査区の中央部、やや西寄り 。52• 53号溝跡に挟まれた位置。X420• Y-270。 重

複 ：なし。 規模と形状 ：東西にやや長い隅丸正方形状を呈し、長径1.28m・短径1.14m・深さ0.41m・確認

面積l.36rrl。

(4) 74号土坑跡

位置 ：E区の最北端の調査区の中央部。52号溝跡の東、 72号土坑跡の北。 X420• Y-270。 重複 ：なし。

規模と形状 ：隅丸正方形状を呈し、東側がやや張り出す。長径1.54m・短径1.3m ・深さ0.4m・確認面積1.616

rrl。

(5) 75号土坑跡

位置 ：E区の最北端の調査区の中央部、東壁際。X420~425• Y-270~-275。 重複 ：53号溝跡の北端を破

壊。 規模と形状 ：南北に細長い隅丸長方形状を呈するが部分的に張り 出した箇所があり、不整形状を呈し

ている。長径4.45m・短径lm・深さ0.62m・確認面積5.465rrlo

(6) 76号土坑跡

位置 ：E区の最北端の調査区の南東寄りの位置。X415• Y-270。 重複 ：なし。 規模と形状 ：南北に長い

楕円形状を呈し、南東隅を攪乱によ って破壊されている。深くしつかりとした堀方を有する。長径lm・短

径0.6m・深さ0.81m・確認面積0.6rrl。 埋土 ：黒褐色土ベース。

74号土坑跡

三

＼卜1 □A 

ID? 
A' _A L =88.20m 

75号土坑跡

△_ 

十デ— + -m
磨

..Jl... L a88.10m .K 

゜
1:80 4m 

76号土坑跡

旦 L ~88.20m B' 

¥__J 
¥..fl_ 

．△こ

企＿． La88.30m

1. 黒褐色土 ローム粒子を少量含む。

2. 黒褐色土 ローム粒子を多く含む。

／ 

令ヽ "¥."' 

△- X 

゜
1:40 lm 丁

図86 E区74~76号土坑跡 平面図・土層断面図・エレベーション図
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第3章 発見された遺構と遺物

上植木光仙房遺跡E区表採遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法絨

①色調 ②焼成 ③胎土 器形・整形の特徴
残存状態 (cm) 

E—表採ー 1 円筒埴輪 表採 器厚1.2 ①5YR6/6橙色 ② 良好 口縁部横撫で。体部外面縦方向刷毛目。体部
口縁部小片 ③径 1mm以下 ～ 2mmの 内面横・斜め方向刷毛目。

白色粒子 ・砂粒を微景
含む。緻密。

Eー表採ー2 円筒埴輪 表採 器厚15 ＄ 5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横・斜め方
体部小片 径 1mm以下 ～10mm大 向撫で。

の白色・赤褐色粒子 ・
砂粒を多量に含む。や
や粗い。

Eー表採ー 3 円筒埴輪 表採 器厚1.4 ①5YR6/4にぶい橙色 ② 体部外面縦方向刷毛目、突帯部貼り付け後、
体部小片 良好 白③色径粒l mm以下～20突帯部上下横撫で。体部内面横 ・斜め方向刷

mmの 子・砂粒を 毛目。
やや多ぐ含む。粗い。

E—表採ー 4 円筒埴輪 表採 器厚12 ①5YR6/4にぶい橙色 ② 体部外面縦方向刷毛目、突帯部貼り付け後、
体部小片 良好 ③径 1mm以下～ 2突帯部上下横撫で。体部内面縦・斜め方向刷

mm程度の白色粒子・砂 毛目。
粒を少量含む。緻密。

Eー表採ー5 円筒埴輪 表採 器厚12 昌5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目、突帯部貼り付け後、
体部小片 良好 ③径 1mm以下の 突帯部上下横撫で。体部内面横方向刷毛目。

白色粒子・灰白色粒子・
砂粒をやや多く含む。
概ね緻密。

E—表採— 6 円筒埴輪 表採 器厚12 ①5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め ・横方
体部小片 ②良好 ③径 1mm以下の 向刷毛目。

白色粒子・砂粒をごく
少益含む。緻密。

E—表採ー 7 円筒埴輪 表採 器厚13 ①5YR6/4にぶい橙色② 体部外面縦方向刷毛目、突帯部貼り付け後、
体部小片 良好 ③径 1mm以下～ 2突帯部上下横撫で。体部内面斜め方向撫で。

mm程度の白色粒子・砂
粒を含む。緻密。

Eー表採— 8 円筒埴輪 表採 器厚16 ①5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦方向撫で。
体部小片 ③径 1mm以下～ 5mmの

黒色・白色粒子 ・砂粒
を含む。概ね緻密。

E—表採ー 9 円筒埴輪 表採 器厚15 ①5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目 。体部内面横 ・斜め方
体部小片 ③径 1mm以下～10mmの 向撫で。

白色・赤褐色 ・黒褐色
粒子・砂粒をやや多く
含む。根い。

E-表採ー10 円筒埴輪 表採 器厚16 ①5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目 。体部内面縦 ・斜め方
体部小片 ③径 1mm以下～10mmの 向撫で。

白色・赤褐色 ・茶褐色
粒子 ・砂粒を含む。概
ね緻密。表面の摩耗が
顕著。

E-表採ー11 円筒埴輪 表採 器厚15 ①5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目 。体部内面縦 ・斜め方
体部小片 ③径 lmm以下～ 2mmの 向撫で。

白色・赤褐色粒子、砂
粒を含む。緻密。表面の
摩耗が顕著。

E—表採ー12 円筒埴輪 表採 器厚15 書5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め・横方
体部小片 径 1mm~5mmの白色・ 向撫で。

赤褐色・茶褐色 ・黒褐
色粒子、砂礫を多く含
む。やや粗い。
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第5節 E区で検出された遺構と遺物

E-表採— 13 円筒埴輪 表採 器厚 14 ①5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横 ・斜め方

体部小片 ②良好 ③径 1mm以下～ 向刷毛目。
10mmの砂礫を少最含む。
緻密。

E—表採ー14 円筒埴輪 表採 器厚16 ①5YR6/6橙色②良好 体部外面縦方向刷毛目 。体部内面縦・斜め方

体部小片 ③径 1mm以下～ 5mm大 向撫で。
の白色・黒褐色・赤褐
色粒子 ・砂粒を多量に
含む。概ね緻密。

Eー表採ー15 円筒埴輪 表採 器厚14 畠5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横方向刷毛

体部小片 良好 ③径 1mm以下～ 目。
5 mmの白色・茶褐色粒
子・砂礫を多量に含む。
粗い。

E—表採ー 16 円筒埴輪 表採 器厚16 畠5YR5/4にぶい赤褐色 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦・斜め方

体部小片 良好 ③径 1mm以下～ 向撫で。
10mm程度の白色粒子・
砂粒を多凪に含む。粗
し‘o

E—表採ー17 円筒埴輪 表採 推定底径102、残存器高11、嘉5YR6/6橙色②良好 底部撫で。体部外面縦方向刷毛且。体部内面

底部～体部下 器厚21 径 1mm以下の白色粒 斜め方向撫で。

位小片 子 ・灰白色粒子・砂粒
を含む。緻密。

E—表採—18 形象埴輪 表採 器厚20 ①5YR6/6橙色②良好 底部撫で。体部外面縦方向刷毛目。体部内面

器形不明 底部小片 ③径 1mm以下～ 2mm前 縦 ・斜め方向撫で。
後の白色・赤褐色•黒
褐色粒子・砂粒を少量
含む。緻密。

Eー表採ー19 形象埴輪 表採 器厚15 喜5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目 。体部内面横方向撫で。

器形不明 端部小片 径 1mm以下～ 3mm程
度の赤褐色粒子砂粒及
び砂粒をやや多く含む。
概ね緻密。

E—表採ー20 円筒埴輪 表採 器厚20 畠5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横 ・斜め方

底部小片 径 1mm以下～10mmの 向刷毛目。
白色・赤褐色 ・茶褐色
粒子、砂粒を含む。概
ね緻密。

E—表採ー21 円筒埴輪 表採 器厚18 喜5YR6/6橙色 ② 良好 底部撫で。体部外面縦方向刷毛目。体部内面

底部～体部下 径 1mm以下～ 3mmの 横方向撫で。

位小片 白色・赤褐色・黒褐色
粒子、砂粒を少鼠含む。
概ね緻密。

E-表採—22 形象埴輪？ 表採 器厚16 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め ・横方

器形不明 体部小片 ③径 1~5  mm砂粒を含 向撫で。
む。やや緻密。

E—表採ー23 形象埴輪 表採 器厚21 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部内外面斜め・横縦撫で。

器形不明 体部小片 ③径 1mm以下～10mmの
赤 ・茶褐色粒子や砂粒
を多く含む。やや粗い。

Eー表採—24 円筒埴輪 表採 器厚1.8 ①5YR6/4にぶい橙色 体部外面縦方向刷毛目、体部内面斜め・横方

体部小片 ②良好 ③径 1mm~10mm 向撫で。
前後の赤褐色粒子、砂
粒をやや多く含む。概
ね緻密。
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第3章 発見された遺構と遺物

Eー表採ー25 円筒埴輪 表採 器厚13 ①5YR7/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横 ・斜め方
体部小片 ③径 1mm以下～10mmの 向撫で。

赤・茶褐色粒子や砂粒
を多益に含む。やや粗
し‘o

Eー表採ー26 円筒埴輪 表採 器厚15 ①5YR6/6橙色 ②やや 体部外面縦方向刷毛目。体部内面縦 ・斜め方
体部小片 不良 ③径 1mm以下の白 向撫で。

色・灰白色粒子を微贔
含む。緻密。
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図88 E区表土出土遺物 (2)
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第6節 F区で検出された遺構と遺物

F区は、現在の主要地方道伊勢崎・大間々線を挟んだ西側の E区とともに、調査区域の北から三番目の大

調査区である。現在の県道伊勢崎・大間々線に直角に交わる生活道路によって、 6箇所の小区画に分かれて

いる。平成11年度から翌12年度にかけて調査している。

本調査区からは、古墳周溝跡 1、溝跡 5条、土坑跡 7基と、中央の調査区から旧石器が検出された。

南から 2番目と 3番目の調査区から検出された古墳の周溝跡は、ちょうど周溝の東端の部分の弧に当たる

部分が検出されている 。E区で検出された 『上毛古墳綜覧』所載の「殖蓮村62号墳」と称される 前方後円

墳にあたる 2局墳であり、これについては、先に第 5節で触れたところである。

第 1項溝跡

F区では、溝跡は 5条検出されている。E・F区では、ほぼ南北方向に流れるものがほとんどである 。微

地形の変化によるものであろう 。本調査区も東西幅が狭いために、結局、 全貌が明らかにしがたい部分が少

なく、全体の形状は不明なものが多い。

出土遺物がほとんど無いと 言って良い状態なので、これらの溝跡の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは溝跡自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中 ・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

また、全般的に、水が流れた顕著な痕跡は認めにくいものが多い。

(1) 21号溝跡

位置： F区北から 2番目の調査区のほぼ中央、やや南寄りの位置。X400• Y-260~-265。 重複 ：なし。

規模と形状 ：確訟全長3.6m・最大上幅0.48m・最大下幅0.26m・深さ0.5m、断面は緩やかな半円形状を呈す

る。E・F区では珍しく東西方向に走向する。水が流れた顕著な痕跡は全く認められない。 埋土 ： 暗灰

褐色土をベースとする 。

(2) 23号溝跡

位置 ：F区最北の調査区の西壁際。X405~415• Y-250~-255。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全長

lOm・最大上幅1.48m・最大下幅0.69m・深さ0.28m、断面は不整形状を呈し、全般的に浅い。北端と、中央

部やや北寄りの 2箇所を、大きく攪乱によって破壊されている。24号溝跡と隣接・並行して北東～南西方向

に流れる不整形溝。北側では幅が狭く、南にいくに従って幅が広くなる。南端は調査区外に出るが、現道を

挟んだF区の北から 2番目の調査区で接続する溝跡は検出されていない。埋土の状況から見れば、水が流れ

た顕著な痕跡は認められない。 埋土 ：灰褐色土ベース。

(3) 24号溝跡

位置 ：F区最北の調査区の西壁際。X405~415• Y-250~-255。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全長 7

m •最大上幅0.56m ・最大下幅0.44m・深さO.lm、断面は緩やかな逆台形状を呈する。 23号溝跡と隣接 ・並

行して北～南西方向に流れる不整形溝。両端とも調査区外に出るが、 23号溝跡と同様、現道を挟んだF区北

llO 



第 6節 F区で検出された遺構と遺物

から 2番目の調査区で接続する溝跡は検出されていない。 埋土 ：灰褐色土ベース。

21号溝跡 23 • 24号溝跡
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黄色土塊を僅かに含む。

2.灰褐色土 径 1cmまでの黄色粒子・黄色土塊を少凪含む。

3 灰褐色土 径 1~10cmの黄色粒子・黄色土塊を多量に含む。

L~88.20m 

0 1:40 lm 

゜
J:80 4m 

図89 F区21• 23 • 24号溝跡平面図 ・土層断面図

(4) 25号溝跡

位置 ：F区最南の調査区の中央。X310~320• Y-300。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全長13.4m・最

大上幅1.04m・最大下幅0.81m・深さ0.28m、断面は緩やかな逆台形状を呈する。北端を攪乱に掘り込まれて

破壊される。 24号溝跡と隣接・並行して北～南西方向に流れる不整形溝。南端は調査区外に出るが、現道を

挟んだF区北から 2番日の調査区で接続する溝跡は検出されていない。 埋土 ：黒灰色土ベース。
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第3章 発見された遺構と遺物

(5) 26号溝跡

位置 ：F区北から 3番目の調査区の南端寄り 。X350~360• Y-275~-290。 重複 ：2号墳の後円部西北端

の周溝の一部を据り込んで破壊する 。 規模と形状 ：確認全長8.5m・最大上幅lm・最大下幅0.5m・深さ0.45

m、断面は緩やかな逆台形状を呈する。北西～南東方向に流れるし つかりとした堀方を有する直線的な溝。

埋土 ：暗褐色土ベース。

25号溝跡 26号溝跡

||~

\

— 

7
 

ー3
 

塁
十

2

培

A . L~87.90m △ 

゜
ー3
 

L

g

_

+

 

_A_. L ~87 .80m ．△ニ

―-1---r 

黒灰色土

灰色砂粒を多く含む。硬質。

362 

詞
＇＋

1.灰褐色砂質土

2. 暗灰褐色土

3.暗灰色土

4. 暗灰色土

5. 暗黄褐色土

|
|
ー
＼
＿

砂利層。

暗褐色土塊を多く含む。

白色粒子がわずかに混じる。

白色粒子をわずかに含む。

砂利がプロック状に入る。

黄色土塊・黒褐色土塊を多く含む。

゜
1:40 lm 

゜
1:so 4m 

図90 F区25• 26号溝跡 平面図・土層断面図

112 



第 6節 F区で検出された遺構と遺物

第 2項 土坑跡

F区では、 土坑跡は 7基検出されている。北から 2番目の調査区から 2基、北から 3番目の調査区から 3

基、最南端の調査区から 2基、それぞれ検出されており 、最北の調査区と、 2号墳後円部最西端の周溝が検

出された南から 2番目の調査区からは検出されていない。

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの土坑の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは土坑自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中 ・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 25号土坑跡

位置： F区の北から 2番目の調査区の中央部、やや西寄り 。X400• Y-260。 重複 ：なし。 規模と形状：

東北—南西に長い楕円形状を呈し、長径0.81m ・短径0.54m・深さ0.36m・検出面積o.32m。 埋土： 暗灰褐色

土ベース。

(2) 26号土坑跡

位置 ：F区の北から 2番目の調査区の中央部。X400• Y-260。 重複： なし。 規模と形状 ：東南側を攪

乱によって大きく破壊されているため、全体の形状は不明。深さ0.18m。 埋土 ：暗黄褐色土ベース。

¥
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土号

A

＿
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土 ．L＝8890m ．△ニ

公＿． L＝8820m ．△こ t 
1. 灰褐色土 黄色土塊、白色粒子、

径 l~2cmの暗灰褐色土塊を僅かに含む。

2. 暗灰褐色土 白色粒子を僅かに含む。

3. 暗灰褐色土 黄色土塊を多鎚に含む。

締まり悪い。

文 1. 黒褐色土 ローム粒子を

少晟混含む。軟質で締まり悪い。

1.暗黄褐色土 径2~20mmの黄色土塊を少量含む。軟質。

28号土坑跡
傘／

X寄

Al｀
 

A

＿
 

／
 

29号土坑跡

象x：口：：ニ
_A_. L 087.!JOm ．△ 

_fi_. L 087.!JOm.立ご 1 暗::：□；::：し、軟質。大：こ／―

ローム粒子を微醤含む。

ローム粒子を多く含む。

崩落土。

゜
1:40 lm 

図91 F区25~29号土坑跡平面図・土層断面図
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第3章 発見された遺構と遺物

(3) 27号土坑跡

位置 ：F区の北から 3番目の調査区の中央部、やや南寄り 。28号土坑跡の東。X360• Y-280。 重複：な

し。 規模と形状：不整円形状を呈し、長径0.42m・短径0.34m・深さ0.15m・確認面積O.lrrl。 埋土 ：黒褐

色土ベース。

(4) 28号土坑跡

位置： F区の北から 3番目の調査区の中央部。27号土坑跡の西、 29号土坑跡の東。X360• Y-275。 重複 ：

なし。 規模と形状 ：東西に長い不整円形状を呈し、長径0.8m・短径0.46m・深さ0.25m・確認面積0.256m'o

埋土 ：暗黒褐色土ベース。

(5) 29号土坑跡

位置 ：F区の北から 3番目の調査区の中央部、西壁寄り 。28号溝跡の西。X365• Y-280。 重複 ：なし。

規模と形状： 東西に長い不整円形状を呈し、東側が張り出す。長径0.92m・短径0.84m・深さ0.35m・確認

面積o.468rrl。 埋土 ：黒色土ベース。

(6) 30号土坑跡

位置 ：F区の最南端の調査区の北東隅の位置。X320• Y-300。 重複 ：なし。 規模と形状 ：楕円形状を

呈し、西側が調査区外に出る。深くしっかりとした堀方を有する。長径0.45m・深さ0.25m・確認面積： 0.124

団。 埋土 ：黒褐色土ベース。

(7) 31号土坑跡

位置 ：F区の最北端の北東隅の位置。X320• Y-300。 重複 ：なし。 規模と形状：東西に長い楕円形状

を呈し、深くしつかりとした堀方を有する。長径0.88m・短径0.4m・深さ0.22m・面積0.38rrl。 埋土 ：暗掲

色土をベースとする。

30号土坑跡

感や

＼ 
／ 

二講査区域外

A....K 

文
1. 黒褐色土 ローム粒子及び里色土をやや多く含む。

31号土坑跡

A A' . .  

＼ 
1. 暗褐色土 ローム粒子を全体に少量含む。

L~87.80m 

0 1:40 lm 

図92 F区30• 31号土坑跡 平面図・土層断面図
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第7節 G区で検出された遺構と遺物

第7節 G区で検出された遺構と遺物

G区は、現在の主要地方道伊勢崎・大間々線の西側の調査区域の北から四番目の大調査区で、南端は北関

東自動車道との接点までである。現在の県道伊勢崎・大間々線に直角に交わる生活道路によって、南北 2箇

所の小区画に分かれており、平成12年度に調査を実施した。このうち北側の区画からは全く遺構 ・遺物は検

出・確認できず、南側の調査区から古墳の周溝跡の一部が検出されただけである。

第 1項古墳跡

・4号墳跡

G区の南側調査区の西壁から南壁際にかけて古墳の周溝跡が検出された。北関東自動車道調査区A区で検

出されたAl号墳の東側の弧に接続するごく一部である。本調査区で検出されたのは、周溝の東縁の ごく 一

部と周溝の底部であり、西縁はさらに西側調査区外に出てしまうため、周溝の全幅ではない。確認された幅

は5.91m・底部幅1.5m・深さはl.llmで、断面は幅広で緩やかな三角形状を呈している。周溝埋土は黒色土 ・

暗褐色土をベースとし、埋土中からは円筒埴輪の破片が若干出土した。

また、本調査区では墳丘に当たる部分は全く検出できなかった。

北関東自動車道にかかる部分での調査では、外径約47m・内径約36m程度の規模の円墳の約2/5程度が検

出されており、周溝幅は最大で約 7m・ 最大底部幅2.8m・周溝の深さは約1.4m、周溝の中段、底部から約

40~50cmの位置からはAs-B軽石が検出されている。墳丘は完全に削平されており、平坦地となっていた

が、墳丘の中央に当たる部分で、主体部と考えられる小礫が敷き詰められた土坑状の浅い窪みが検出されて

いる。主体部は、東西幅が約5.5mの南北に細長い隅丸長方形状の浅い土坑であり、南側約半分が検出され

ただけで、北側の約半分は調査区外に出る。主体部礫床面の石の隙間からは金銅製の耳環が2点出土してい

る。また、周溝を埋めていた土は暗褐色土をベースとし、周溝の埋土からは土師器 ・須恵器片が少量と、円

筒埴輪・形象埴輪片が多数出土している。現代の攪乱が著しく、出土した埴輪もすべて粉砕された破片であ

る。

埴輪の年代から見れば6世紀の物と考えられる。

本遺跡の上武道路調査箇所では、現・伊勢崎・大間々線の西側の調査区から 4基、東側の調査区から 6基

の計10基の古墳が検出されている。いずれも円墳で、墳丘の封土は完全に削平されていたが、主体部の一

部や痕跡を調査できた古墳が7基あり、それらはいずれも輝石安山岩の川原石や割石を用いた横穴式石室か

箱式棺状竪穴式石室である。また、これらの古墳には、いずれにも墳丘部の葺石や埴輪等は認められなかっ

た。また、北関東自動車道調在区では、現・伊勢崎・大間々線の東側と西側で 1基ずつ計2基の古墳が検出

されている。Al号墳では埋土中から埴輪片が出土している。

本古墳を含めたこれらの古墳は、前述したように粕川左岸の段丘上に展開する本関町古墳群の一画を形成

していた。
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4号墳
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1 A' 
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5 7 6 5 
8 ， 

塁
I 

300 

1.灰褐色士 表土。

2. 暗褐色土 やや砂質。上層部に径 l~2mmの

白色軽石を少最含む。

攪

乱

3 黒色土

4. 暗褐色土

As-C軽石混黒色土主体で、

上層に暗褐色土を含み、下層に As-B軽石

を少量含む。

As-B軽石を多最に含む。

5. うすいピンク色 粕川アッシュ。

6. うすい黄白色 As-B軽石の純層。

7. 黒色土 As-C軽石を含み、径 l~2cm大の

ソフトローム塊を下層に少最含む。

8. 暗褐色土

~ 9. 黄褐色土

径 1~6cmのソフトローム塊主体で、

中央に As-C軽石混黒色土混入。やや粘質。

ソフトローム主体。粘質。

L~87.50m 

゜
1:80 4m 

図93 G区4号墳平面図・土層断面図

上植木光仙房遺跡G区4号墳跡出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法量

①色調②焼成③胎土 器形 ・整形の特徴
残存状態 (cm) 

G-4墳ー 1 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.8 ①10R6/8赤橙色 ②良 体部外面縦方向刷毛目、突帯部貼り付け後上
体部小片 好 ③径 1mm以下～ 2 下横撫で。体部内面横・斜め方向撫で。

mmの白色粒子 ・砂粒を
多く含む。概ね緻密。

G-4墳ー 2 円筒埴輪 周溝埋土 器厚12 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横・斜め方
体部小片 ③径 1mm以下～ 5mm大 向刷毛目。

の白色 ・赤褐色粒子 ・
砂粒を多く含む。やや
粗い。

G-4墳ー3 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.2 閾5YR6/6橙色 ② 良好 口縁部外面横撫で。体部外面縦方向刷毛目。
口縁部小片 径 1mm以下～ 1mm程 口縁部 ・体部内面横方向刷毛目。

度の白色粒子 ・砂粒を
微量含む。緻密。
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第7節 G区で検出された遺構と遺物

G-4墳ー4 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 ①5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横・斜め方

体部小片 ③径 1mm以下～ 5mm程 向撫で。
度の砂礫を少最含む。
概ね緻密。

G-4墳ー 5 円筒埴輪 周溝埋土 器厚11 7.5YR7/4にぶい橙色 体部外面縦 ・斜め方向刷毛目。体部内面横・

体部小片 ②良好 ③径 1mm以下の 斜め方向刷毛目。
微細な白色粒子 ・灰白
色 ・赤褐色粒子等 を微
最含む。緻密。

G-4墳ー6 円筒埴輪 周溝埋土 器厚15 ①75YR7/6橙色 ②やや 体部外面縦方向刷毛目。内面体部縦方向撫で。
体部下位～底 不良 ③径 1mm以下～10底部撫で。
部小片 mm大の灰白色・黒褐色

粒子 ・砂粒を多く含む。
やや粗い。

G-4墳ー 7 円筒埴輪 周溝埋土 器厚12 ①5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。内面横・斜め方向刷
体部小片 ③径 1mm以下程度の白 毛目。

色粒子 ・砂粒を微拭含
む。緻密。

G-4墳ー 8 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 鸞5YR6/6橙色 ②良好 体部外面縦方向刷毛目 。体部内面横方向刷毛
体部小片 径 1mm以下～ 3mmの 目。

白色・赤褐色・茶褐色
粒子・砂粒を微最含む。
緻密。

G-4墳ー9 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 ①5YR6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。体部内面斜め方向撫

体部小片 ③径 1mm以下～ 3mmの で。
白色 ・赤褐色 ・茶褐色
粒子・砂粒を徴量含む。
緻密。

G-4墳ー10 円筒埴輪 周溝埋土 器厚13 閾5YR7/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目。内面縦 ・斜め方向撫
体部小片 径 1mm以下～ 2mmの で。

白色粒子・砂粒を微最
含む。緻密。

G-4墳ー11 円筒埴輪 周溝埋土 器厚22 霜YR7/4橙色 ②良好 口縁部内外面横撫で。体部外面斜め方向刷毛

口縁部小片 1 mm以下の微細な 目。体部外面横方向撫で。
灰白色・褐色粒子、砂
粒を微量含む。緻密。

G-4墳ー12 円筒埴輪 周溝埋土 器厚1.8 ①③径5Y1R 6/6橙色 ② 良好 体部外面縦方向刷毛目、内面縦・斜め方向撫

体部小片 mm~3mmの白色 ・で。
茶褐色粒子、砂礫を含
む。緻密。

／ ／ 

I I 

゜
1:3 10cm 

図94 G区4号墳出土遺物（ 1）
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第8節 H区で検出された遺構と遺物

第8節 H区で検出された遺構と遺物

H区は、現在の主要地方道伊勢崎 ・大間々線の西側の、調査区域の北から四番目、南から三番目の大調査

区である。北関東自動車道のすぐ南側に位置し、南側に隣接する I区とともに北関東自動車道と上武道路に

挟まれた調査区で、南北 2区画に分かれる。平成12年度に調査を実施した。

本調査区からは、溝跡 1条、墓城跡 l基、土坑跡 3基と 、縄文土器、旧石器が検出された。

縄文時代の遺物包含層は南側の調査区において確認され、調査区の中央部でまとまって早期の土器が集中

的に出土した。

旧石器は浅間大窪沢第 1軽石 (As-OPl)を含むローム層から出土している。

第 1項 溝跡

(1) 45号溝跡

位置： H区の北東隅。X260• Y-345~-350。 重複 ：なし。 規模と形状 ：確認全長4.21m・確認最大幅 l

m・ 確認最深0.54m。北側調査区の東壁に沿って溝の外縁が約 4m分ほど検出された程度であり、溝底も調

査区外に出る。形状等を含め詳細は全く不明。 埋土 ：暗黒掲色土をベースとする。

45号溝跡
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1.暗黒褐色土 As-C軽石を全体的に少贔含む。

2. 暗黒褐色土

3. 明黒褐色土 ローム粒子をやや多く含む。軟質。

詞

十263

L~87.30m 

0 1:40 lm 

゜
1:so 4m 

図96 H区45号溝跡 平面図・土層断面図
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第 3章 発見された遺構と遺物

第 2項墓城跡

・2号墓堀跡

位置 ：H区の北側調査区のほぽ中央からやや北寄りの位置。X260• Y-355。 重複 ：なし。 規模と形状 ：

南北に長い長円形状を呈し、長径1.05m・短径0.5m・深さ0.13m・検出面積0.488rrl。北寄り壁際近くの位置

から土師器杯が2点、東西に並列して置かれる。人骨 ・骨粉等は全く検出されていないが、形状からみて墓

城跡と考えられ、 2点の杯は遺体の頭部に置かれたものであろう 。E区1号墓城跡に較べてやや小振りなが

ら、形状や土師器杯の据え置き方までよく類似している。据え置かれた土師器のうち、 1点には底部内面に

焼成前の刻書 「舎」が 1文字記されている。出土遺物からみて 9世紀前半。 埋土： 黒灰褐色土ベース。

2号墓濱跡
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△. .  A' 

ヽ
ー／ク

旦ー・ ・旦

ベ
1.黒灰褐色土 As-C軽石混黒色土を少量上層に含む。

やや軟質。
L~87.40m 

0 1:40 lm 

上植木光仙房遺跡 H区2号墓壊跡出土遺物観察表

ロニロ
〇 1:3 10cm 

図97 H区2号墓壊跡 平面図・土層断面図・エレベーション図・出土遺物

遺物番号 器 種
出土状況 法量

①色調②焼成 ③胎土 器形 ・整形の特徴
残存状態 (cm) 

H-2墓壊ー1土師器 杯 埋土 口径128、器高4.4、底径57、嘉5YR6/6橙色 ②良好 口縁部内外面横撫で、体部外面～底部外面箆
9世紀前半 口縁部一部微 器厚0.8 径 1mm以下～ 1mm程 削り 。体部～底部内面撫で。底部内面見込み

細欠損 度の灰白色粒子、砂粒 部に焼成前刻書 「舎」。
をごく少羞含む。緻密。

H-2墓讃2土師器 杯 埋土 口径128、器高4、底径5.6、①10YR7/3にぶい黄橙 口縁部内外面横撫で、体部外面～底部外面箆
9世紀前半 口縁部一部微 器厚12 色 ②良好③径 1胃以 削り 。体部～底部内面撫で。

細欠損 下～5mm程度の灰色
粒子、茶褐色 ・赤褐色
粒子、砂粒を少最含む。
概ね緻密。

第 3項 土 坑跡

H区では、土坑跡は 3甚検出されている。北側調査区から 2基、南側調査区から 1基、それぞれ検出され

ている。
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第 8節 H区で検出された遺構と遺物

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの土坑の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは土坑自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 41号土坑跡

位置 ：H区の北側調査区の南西寄り 。X255• Y-360。 重複：なし。 規模と形状 ：東北—南西に長い楕円

形状を呈し、長径1.71m・短径1.0lm・深さ0.5m・検出面積l.332rri。底部には南北に 3箇所にわたって小さ

な掘り込みがみられる。 埋土 ：暗黒灰色土ベース。

(2) 42号土坑跡

位置 ：H区の北側調査区の南東寄り 。X250~255• Y-355。 重複 ：なし。 規模と形状 ：南北に長い楕円

形状を呈する。東南側と北側とを大きくを攪乱によって破壊されている。長径 3m・短径2.2m・深さ0.5m。

埋土 ：暗褐色土ベース。

(3) 44号土坑跡

位置 ：H区の南側調査区の北端寄り、中央部。X250• Y-365。 重複 ：なし。 規模と形状 ：南北に長い

楕整円形状を呈し、長径1.45m・短径0.84m・深さ0.35m・確認面積0.993rri。 埋土 ：暗褐色土ベース。

41号土坑跡 42号土坑跡

＼
 
A_ 

痴
怠

X̀

．△こ

_A_, △ 

一
A A' 

＿下三三―

l.暗黒灰色土 As-C軽石を少最含む。緻密。

2. 暗褐色土 ローム粒子を全体的に多く含む。

3. 暗黒灰色上 ローム粒子をやや多く含む。軟質で締まり悪い。

1. 暗黒褐色土 As-C軽石を全体的にやや多く含む。

2. 暗褐色土 l層と 3層の混合層。

3. 暗黄褐色土 ローム粒子を多く含む。

La87.00m 

0 1:40 lm 
L-87.00m 

゜
l :80 4m 

図98 H区41• 42号土坑跡平面図・土層断面図
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第3章 発見された遺構と遺物

上植木光仙房遺跡 H区42号土坑跡出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法址

①色調 ②焼成 ③胎土 器形 ・整形の特徴
残存状態 (cm) 

H-42坑ー 1 円筒埴輪 埋土 器厚l ①25YR5/6明赤褐色 ② 体部外面縦方向刷毛目。体部内面横 ・斜め方

体部小片 良好 ③非常に微細な灰 向撫で。
白色・灰色・茶褐色粒子、
砂礫をやや多く含むが
緻密。

上植木光仙房遺跡 H区44号土坑跡出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法拡

①色調 ②焼成 ③胎土 器形・整形の特徴
残存状態 (cm) 

H-44坑ー 1 土師器 杯 埋土 口径12、器高38、器厚05 畠5YR6/4にぶい橙色 口縁部内外面横撫で、体部外面～底部外面箆

9世紀前半 底部一部欠損 良好 ③径 1mm以下～ 削り 。体部～底部内面撫で。
1 mm程度の灰白色粒子、
砂粒をごく少晨含む。
緻密。

44号土坑跡

I I 

＼ a 啜 バ言＼i 

十25¥

I I 42坑ー1 A. ~-'-:--:1/'.1 - \ A' 

△_ ・△こ

こ
44坑ー 1 l 明黒褐色土 炭化物を微絨含む。

2. 暗褐色土 ローム粒子を全体的に多く含む。やや軟質。

゜
1:3 10cm 

L=86.80m 

0 1:40 lm 

図99 H区42• 44号土坑跡 出土遺物・ H区44号土坑跡平面図・土層断面図

上植木光仙房遺跡 H区表土出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法温

①色調 ②焼成③胎土 器形・整形の特徴
残存状態 (cm) 

H表土ー 1 須恵器大甕 表土 推定口径23.8、器高42以上、 謬5/1灰色②良好 口縁部内外面横撫で、体部外面叩き。体部内

口縁部～体部 器庫l 1 mm以下～ 1mm程 面青海波文様叩き 。
度の灰白色粒子、砂粒
をごく少量含む。緻密。

Hー表土ー2 須恵器大甕 表土 器庫05 ①5Y5/l灰色 ②良好 体部外面叩き。体部内面青海波文様叩き 。

体部小片 ③径 1mm以下～ 1mm程
度の灰白色粒子、砂粒
をごく少鼠含む。緻密。
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第8節 H区で検出された遺構と遺物
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゜
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図100 H区表土出土遺物
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第 3章 発見された遺構と遺物

第9節 1区で検出された遺構と遺物

I区は、現在の主要地方道伊勢崎・大間々線の西側の調査区域の最南端の大調査区で、南端は上武道路と

の接点までで、平成13年度に調査を実施した。古墳跡が 2基と小規模な土坑跡が 2基検出されている。他

に、包含層から縄文土器片がわずかに出土した。

第 1項古墳跡

(1) 5号墳跡

I区の南西隅壁際に周溝跡の一部が検出された。円形に巡る周溝の北端の弧の外縁の一部である。溝幅

1.4m分・深さ0.9m分のみが確認できただけで、内縁や墳丘に当たる部分はすべて調査区外にかかってしまっ

ているため、規模や形状は全く不明である。周溝埋土は暗褐色粘質土をベースとする。

(2) 6号墳跡

I区の北端から中央にかけて南北両側の周溝と主体部が検出された。本事業に関わる調査において検出さ

れた 6基の古墳のうち、唯一、主体部が検出された古墳である。

外周径20.5m・内周 （墳丘）径15.lm -南側周溝上幅3.14m・同底幅0.71m・同最大深度0.81m-北側周溝上

径2.5m・同底幅l.lm・ 同最大深度0.61m。断面は幅広で緩やかな逆台形状を呈している。周溝埋土は黒褐色

士をベースとし、埋土中からは遺物がほとんど出士しなかった。

墳丘は、全く削平され、攪乱を受けており、葺石や埴輪列は全くみられなかった。

主体部は、人頭大の小振りの自然石を両袖型に組んでいる横穴式石室で、攪乱によって、部分的に虫喰い

状に石が抜き取られている箇所が少なくなく、やや不鮮明な点があるが、玄文部分には改修された痕跡が認

められた。玄門外側の西側の前庭部分からは土師器片＇がやや集中して出土している。

主体部の堀方は、北東ー南西方向に長い長円形状を呈し、長径7.3m・短径3.04mで、墳丘部分が削平され

ているため深さはほとんど検出できなかった。また、攪乱は主体部にも部分的に及んでおり、残存状態は極

めて良くない。主体部及び主体部堀方からの遺物の出土は皆無である。

出土遺物や古墳そのものの形態から、 7世紀前半頃の古墳と考えられる。

本遺跡の上武道路調査箇所では、現 ・伊勢崎 ・大間々線の西側の調査区から 4基、東側の調査区から 6基

の計10基の古墳が検出されている 。いずれも円墳で、墳丘の封土は完全に削平されていたが、主体部の一

部や痕跡を調査できた古墳が7基あり、それらはいずれも輝石安山岩の川原石や割石を用いた横穴式石室か

箱式棺状竪穴式石室である。また、これらの古墳には、いずれにも墳丘部の聾石や埴輪等は認められなかっ

た。また、北関東自動車道調査区では、現・伊勢崎 ・大間々線の東側と西側で 1基づつ計2基の古墳が検出

されている。Al号墳では埋土中から埴輪片が出土している。

本古墳を含めたこれらの古墳は、前述したように粕川左岸の段丘上に展開する本関町古墳群の一画を形成

していた。
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第9節 I区で検出された遺構と遺物

5号墳
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1.黒褐色砂質土 As-B軽石に伴う灰砂を多く含む。

粒子細かく、締まり弱い。

2. 黒色粘質土 径 1~3 mmのAs-C軽石をまばらに

含む。粒子細かく締まり良い。

3. 暗褐色粘質土 径 3~5cmの褐色土塊を斑状に含む。

粒子細かく、締まり弱い。

褐色粘質土 微小のローム粒子を含む。

粒子細かく、締まりやや弱い。

L=8650m 

0 1:so 4m 

図101 I区5号墳平面図・土層断面図
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図102 I区6号墳平面図
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1
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1
1
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暗褐色砂質土

灰黄褐色粘質土

黒褐色粘質土

暗褐色粘質土

黒褐色粘質土

黒褐色粘質土

褐色粘質土

褐色粘質土

黄褐色粘質土

黄褐色粘質土

褐色粘質土

灰黄褐色土

褐色粘質土

B_ 
•上

c- ぶこ

微小のローム粒子を多く含む。粒子細かく、締まりよい。表土。

径 3~5cmのローム塊を含む。

径 1~2 cmのローム塊混在。粒子細かく、締まり弱い。

径 l~2 cmのローム塊を含む。粒子細かく締まりやや弱い。

径 l~2 mmのAs-C軽石を含む。粒子細かく、やや粗い。

微小のローム粒子が漸移的に混じる。粒子細かく、締まり良い。

ローム主体だが、わずかに黒褐色土が混じる。

ローム主体で僅かに径 5mm大の YPを含む。

径 1~2 mmの YPを僅かに含む。

9層に類似するが As-YPの混入なし。

粒子細かく、締まりやや弱い。

径l~2cmの白色砂粒を多く含む。粒子細かく、締まりよい。

径1~2cmの白色砂粒を多く含む。粒子細かく 、締まりよい。

1

2

3
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5

6

 

灰褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒色土を少量含む。表土。

砂を含む。

軽石を全体に含む。

3層よりも褐色土を多く含む。

ローム少量含む。

ローム多誠に含む。

＼ L=86.90m 

゜
1:80 4m 

図103 I区6号墳 土層断面図・エレベーション図
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第3章 発見された遺構と遺物

上植木光仙房遺跡 l区6号墳出土遺物観察表

遺物番号 器 種
出土状況 法量

①色調 ②焼成 ③胎土 器形・整形の特徴残存状態 (cm) 

1-6墳ー 1 土師器 杯 前庭部埋土 口径11、器高32、器厚06 ①25YR6/6橙色 ②良好 口縁部内外面横撫で、体部外面～底部外面箆
7世紀後半 口縁部一部欠 ③径 1mm以下～ 1mm程 削り 。体部～底部内面撫で。

損 度の灰白色・黒褐色粒
子、砂粒をやや多く含
む。概ね緻密。

I-6墳ー2 土師器 杯 前庭部埋土 推定口径112、器高32、器鸞5YR6/6橙色 ②良好 口縁部内外面横撫で、体部外面～底部外面箆
7世紀前半 口縁部約1/4厚06 径 1mm以下の黒褐色 削り 。体部～底部内面撫で。

体部約2/3残 粒子、砂粒を少量含む。
存 緻密。

1-6墳ー3 土師器 杯 前庭部埋土 推定口径108、推定器高29、①5YR6/4にぶい赤褐色 口縁部内外面横撫で、体部外面～底部外面箆
7世紀前半 口繰部約1/6、器厚05 ②良好 ③径 1mm以下の 削り 。体部～底部内面撫で。

底部約2/3残 砂粒を微量含む。緻密。
存

1-6墳ー4 土師器 杯 前庭部埋土 推定口径13、推定器高37、霜YR6/6橙色 ②良好 口縁部内外面横撫で、体部外面～底部外面箆
8世紀前半 口縁部～底部 器厚04 1 mm以下の砂粒を 削り 。体部～底部内面撫で。

約1/3残存 ごく微晨含む。緻密。

I-6墳ー5 土師器 杯 前庭部埋土 口径123、器高4、器厚0.8 ①10YR7/3にぶい黄橙 口縁部内外面横撫で、体部外面～底部外面箆
7世紀後半 口縁部約1/3、 色 ②やや良好 ③径 1削り 。体部～底部内面撫で。

底部約9/10残 mm以下の灰白色粒子、
存 砂粒を少最含む。概ね

緻密。

1-6墳ー6 土師器 甕 周溝埋土 推定口径262、残存器高65、①75YR7/3にぶい橙色 口縁部内外面横撫で。頚部～体部外面上位箆
9世紀後半 口縁部一部微 器犀06 ②良好 ③径 1mm以下の 削り 。頚部～体部上位内面横方向から縦方向

細欠損 非常に微細な灰白色粒 への撫で。
子、茶褐色・砂粒等を
やや多く含む。概ね緻
密。

一一—
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図105 I区6号墳出土遺物
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第10節J区

第2項土坑跡

I区では、小規模な土坑跡が2基検出されている。いずれも 6号墳跡周溝外縁の南側から検出されている。

出土遺物がほとんど無いと言って良い状態なので、これらの土坑の時期は不明であるが、それらのいくつ

かにみられる数少ない出土遺物、あるいは土坑自体の形状や規模、埋土の堆積状況から、中・近世～近代に

かかるものである可能性が高いものと考えられる。

(1) 99号土坑跡

位置： I区の中央部から南寄り 。X220• Y-375。 重複： なし。 規模と形状： 東西に長い楕円形状を呈

し、しつかりとした堀方を有する。長径0.92m・短径0.65m・深さ0.32m・面積0.416rrf。 埋土 ：暗灰褐色土

ベース。

(2) 100号土坑跡

位置 ：I区の中央部から南寄り 。東壁際。 X220• Y-370。 重複 ：なし。 規模と形状： 東西にやや長い

不整円形状を呈する。長径0.61m・短径0.52m・深さ0.27m・面積0.244rrio 埋土 ：暗黄褐色土ベース。

99号土坑跡

X‘ 
凩9 / 

100号土坑跡

< -376

□□ 
』L.L=86珈 ．△

_A_. L=86.20m.  _K 

｀ 
<

1.暗灰褐色土 ロームをごく少最含む。

2. 暗灰褐色土 ロームを少量含む。

3 暗黄褐色土 ローム主体、黒褐色土を少最含む。

1.暗黄褐色土 黒褐色土を少鼠含む。

2. 黄褐色土 ローム主体、黒褐色土をごく少量含む。

゜
1:40 lm 

図 106 I区 99• 100号土坑跡平面図・土層断面図

第10節J区

J区は、平成14年度 (2002)に調査された、現・県道伊勢崎大間々線西側の調査区で、北関東自動車道

のすぐ南側、上武道路のすぐ北側に位置する最南端の調査区である。

平成12年度 (2000) に行われたH区における調査で旧石器が確認され、また、本調査区南隣における三和

工業団地の建設予定地における調査の際にも旧石器時代の遺物が確認されているので、J区の調査時にも旧

石器の出土は予想され、 As-YP（浅間一岩鼻黄色軽石）ないしAs-SP（浅間ー白糸軽石）を混入する上部

ローム層中から暗色帯下位層まで確認調査を実施したが、今回の調査では旧石器は一点も出土しなかった。
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第11節 金属製品

第11節金属製品

本調査区域からは近世～近代のものを中心とした金属製品が多数出土している。ここでは近世までの19点

を取り上げることにした。

古墳時代のものと考えられる耳環と鉄鏃が 1点ずつ出土しているが、双方とも表土からの出土なので、正

確な年代は不明である。残る 17点は、いずれも近世のものである。

E区71号土坑跡出土の刀装具には、表面に銀象嵌による唐草文様がほどこされており、特異な性格が伺え

る。それ以外はいずれも古銭である。

各遺物の詳細は、下記の遺物観察表を参照されたい。

上植木光仙房遺跡出土金属製品遺物観察表

番号 器 種 出土位置・出土状況・残存状態 法址 （cm)／重さ (g) 特 徴

金 l 金銅製耳環 D区グリッド表土・完形 外径25、内径15、器厚0.6、重さ121

金2 鉄製刀装具 E71土坑埋土・完形 外径41、内径35、外幅25、内幅16、厚l．広重さ136横面に銀象嵌紋様。近世。

金3 鉄鏃 F2墳前庭部埋土・完形 全長113、刃長87、刃部最大幅3ふ茎厚0ふ重さ36.5鍛造。

金4 銭・天保通宝 A区表土 全長4.9、幅33、厚さ025、重さ196 天保6年(1835)初鋳。

金5 銭・天保通宝 c区88・90土坑埋土 全長485、幅32、厚さ021、重さ 193 天保6年(1835)初鋳。

金6 銭・天保通宝 c区90土坑埋土 全長48ふ幅32、厚さ0.21、重さ209 天保6年(1835)初鋳。

金7 銭・寛永通宝 c区90土坑埋土 径22、孔径07、厚さ01、重さ25 寛永13年(1636)初鋳。裏無紋(1文）

金8 銭・淳化元宝 c区2号竪穴埋土 径2.4、孔径06、厚さOL重さ28 北宋・淳化元年(990)初鋳。

金9 銭・寛永通宝 c区表土 径28、孔径0広厚さ0ふ重さ4 寛永13年(1636)初鋳。裏青海波紋(4文）

金10 銭・寛永通宝 c区表土 径23、孔径07、厚さO.L重さ21 寛永13年(1636)初鋳。裏無紋(1文）

金11 銭・嘉！煕通貨 c区表土 径23、孔径06、厚さ0ふ重さ3.3 南宋・嘉！煕元年(1237)初鋳。

金12 銭・寛永通宝 E区71土坑埋土 径24、孔径0.6、厚さ01、重さ36 寛永13年(1636)初鋳。裏無紋「文」字、(1文）

金13 銭・寛永通宝 E区71土坑埋士 径22、孔径07、厚さ01、重さ1.6 寛永13年(1636)初鋳。裏無紋(1文）

金14 銭・寛永通宝 E区71土坑埋土 径22、孔径07、厚さ01、重さ23 寛永13年(1636)初鋳。裏無紋(1文）

金15 銭 ・寛永通宝 E区71土坑埋土 径23、孔径06、厚さ01、重さ32 寛永13年(1636)初鋳。裏無紋(1文）

金16 銭・文久永宝 E区71土坑埋土 径27、孔径0.8、厚さ01、重さ29 文久 3年(1863)初鋳。裏青海波紋(4文）

金17銭 ・寛永通宝 E区71土坑埋土 径22、孔径08、厚さ01、重さ 16 寛永13年(1636)初鋳。裏無紋(1文）

金18 銭 ・寛永通宝 E区71土坑埋土 径28、孔径07、庫さ01、重さ52 寛永13年(1636)初鋳。裏青海波紋(4文）

金19銭．至和通宝 F区26溝埋土 径23、孔径08、厚さ01、重さ 17 北宋．至和元年(1054)初鋳。俵書。
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第3章 発見された遺構と遺物
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第 12節 縄文土器

第12節 縄文土器
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第3章 発見された遺構と遺物
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第12節 縄文土器
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上植木光仙房遺跡出土縄文土器観察表

遺物番号 種類・部位 出土位置 型 式
器厚

胎 土 色 調 原体•施文方向・ほか
cm 

縄 1 深鉢・胴部 A区16号溝埋土 諸磯b式 l 径 1mm以下の白色粒子を多量に含 5Y4/l灰色 横～斜

む。

縄2 深鉢・胴部 B3区包含層 諸磯b式 1 径 1mm以下の白色粒子を少贔含む。10YR4/l褐灰色

縄3 深鉢 ・胴部 B3区包含層 諸磯式？ 1 径 1mm以下の白色粒子・砂礫を少 5YR5/4にぶい赤 無文

醤混含む。
褐色

縄4 深鉢・胴部 B3区包含層 諸磯a式？ 1 径 1mm以下の白色・黒色粒子を含 75YR7/4にぶい RL横

む。
橙色

縄 5 深鉢・胴部 B3区包含層 諸磯b式 11 径 1mm以下の徴細な黒色粒子を多 lOYRS/3浅黄色 RL横

贔に含む。

縄6 深鉢・胴部 B3区包含層 諸磯a式？ 1 径 1mm以下の白色・黒色粒子を多 lOYRS/2灰白色 RL横

醤に含む。

縄 7 深鉢・ロ縁部 B3区包含層 中期初頭？ 1 径 1mm以下の黒色 ・黒褐色 ・灰掲 75YR7/4にぶい

色粒子を多最に含む。
橙色

縄8 深鉢・胴部 B3区包含陪 諸磯b式 1 径 1mm以下の黒色粒子を少量含む。5YR8/4浅黄橙色 RL横

縄9 深鉢・胴部 B3区包含層 諸磯b式 0.9 径 1mm以下の黒色粒子を少最含む。75YR3/2黒褐色

縄10 深鉢・ロ縁部 D2区X479.7• Y-219.87 • 加曽利E3式 12 径 1mm以下の黒色粒子を含む。 10YR5/2灰黄褐 RL横～斜め
L88.545 色土

縄11 深鉢・ロ縁部 D2区X47983・ Y-220.99・加曽利E3式 11 径 1mm以下の黒色粒子を含む。 10YR8/3浅黄色 RL横～斜め

L.88 385 
縄12 深鉢 ・ロ縁部 D 2区X480.22 • Y-223.07 • 加曽利E3式 06 径 1mm以下の白色粒子を含む。 lOYRS/3浅黄色 LR横～斜め

L.88 515 
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第3章 発見された遺構と遺物

縄13 深鉢 ・ロ縁部 D2区X478.45・Y-222.35・ 加曽利E3式 0.8 径 1mm以下の白色粒子を含む。 10YR8/3浅黄色
L88.455 

縄14 深鉢・胴部 D2区X480 82 • Y ~ 223 7 • 加曽利E3式 08 径 1mm以下の白色粒子を含む。 lOYRS/3浅黄色 LR横
L.88545+X4801 Y-2219 • 
LSS.545+ X480.9 • Y-221.8 • 
L.88.495 

縄15 深鉢・胴部 D2区X4809• Y-22271 • 加曽利E3式 15 径 1mm以下の白色粒子を多屈に含 10YR7 /4にぶい LR横
L8854+X4806 • Y-22225 • 

む。
黄橙色

LSS.505+ X 480.82 Y -223.7 
L.88.545+X479.55 • Y-221.9 • 
L88475+X479 • Y-2208 
88.505 

縄16 深鉢・ロ縁部 D2区X478.94• Y-224 • 加曽利E3式 1 径2mm以下の褐色粒子を含む。 lOYRS/3浅黄色 RL横
L88535+X48024 • 
Y-22396 • L8836 

縄17 深鉢・胴部 D2区X480.05• Y-222.34 • 加曽利E3式 1 径3~1mm以下の黒色粒子を含む。lOYRS/3浅黄色 LR横
L88455 

縄18 深鉢 ・胴部 D2区X478.75• Y-22116 • 加曽利E4式 1 径 1mm以下の白色・黒色 ・灰色粒 lOYRS/3浅黄色
L884 

子を含む。

縄19 深鉢・胴部 D2区X48864 Y-221 • 加曽利E3式 1.2 径 1mm以下の黒色粒子を多凪に含 10YR8/3浅黄色
L.88.545 

む。

縄20 浅鉢 ・胴部 D区X480.7• Y-223.5 • 加曽利E3~ 11 径 lmm以下の黒色粒子を含む。 lOYRS/3浅黄色 塗彩
L.88.54 4式

縄21 深鉢・ ロ縁部 D区51号土坑跡埋土 諸磯c式 09 径3mm以下の白色粒子を含む。 10YR5/2暗灰黄
色

縄22 深鉢・底部 D区X505• Y-200Gr 後期前半 08 径 1mm以下の微細な白色・黒色粒 75YR7/3にぶい 表裏面共に箆磨き

子を多最に含む。
褐色

縄23 深鉢 ・胴部 D区X510• Y-209Gr 諸磯c式 0.8 径 1mm以下の黒色・白色粒子を含 7 5YR6/4にぶい

む。
橙色

縄24 深鉢・胴部 D区X510• Y-209Gr 浮島 II式 0.9 径 1mm以下の白色粒子を少最混含 75YR7/2明褐灰

む。
色

縄25 深鉢 ・胴部 Dl区表土 諸磯b式 1 径 lmm以下の白色・黒色粒子を含 75YR7/4にぶい

む。
橙色

縄26 深鉢・胴部 D2区表土 加曽利E3式 14 径 1mm以下の白色 ・黒色・褐色粒 lOYRS/3浅黄橙

子を含む。
色

縄27 深鉢・胴部 D2区表土 加曽利E3式 12 径 1mm以下の黒色粒子を多醤に含 10YR8/3浅 黄 橙 LR横

む。
色

縄28 深鉢 ・胴部 D2区表土 加曽利E4式 09 径 1mm以下の黒色粒子を含む。 10YR8/3浅黄橙 多条RL横
色

縄29 深鉢 ・胴部 D2区表土 加曽利E3式 15 径2mm以下の灰色粒子を含む。 lOYRS/3浅黄橙 RL斜め
色

縄30 深鉢・胴部 D2区表土 加曽利E4式 06 径1mm以下の黒色粒子を含む。 lOYRS/3浅黄橙 LR横
色

縄31 深鉢・胴部 Dl区包含層 加曽利E3式 1 径1mm以下の白色粒子を含む。 10YR7/4にぶい LR横
黄橙色

縄32 深鉢・胴部 Dl区包含層 加曽利E4式 11 径1mm以下の白色粒子を多昼に含 2.5Y7/4浅黄色

む。

縄33 深鉢 ・ロ縁部 E区表土 諸磯式？ 0.8 径1mm以下の白色 ・黒色粒子を含む。 5YR6/4にぶい橙 LR斜め ？
色

縄34 深鉢 ・胴部 G区表土 堀之内 I式 0.9 径1mm以下の白色・黒色粒子を含む。10YR7/3にぶい
黄橙色
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第 13節 石器
A区（トレンチ）

1 

2 

L=88.80m 

l

2

3

4

5

6

 

灰黄褐色土

明黄褐色土

明黄褐色土

にぶい黄橙色土

にぶい黄橙色土

灰黄褐色土

YP漸移陪。

白色粒子を多鉦に含む。As-OK

白色粒子を僅かに含む。BP

径 l~5 mmの白色軽石を均質に含む。MP

4層よりやや黒みがかる。やや粘性を帯びる。MP

粘質土。径 l~ 10mmの黄色粒子と白色粒子を少乱混含む。

暗色帯。

B区（西壁） B区（北壁）

□ ローニニこ下ーニニニ―

1

2

3

4

 

5

6

 

表土

灰褐色土

黒褐色土

黒褐色土

褐灰色土

灰褐色土

白色粒子を多く含む。

As-c、Hr-iなどの白色粒子を多紐に含む。

白色粒子が3層より少ない。褐色の度合いが

3層より強い。

白色粒子を多く含む。

白色粒子を多く、径 5~ 10mmの3層の塊を

下部に少量含む。

D区（西壁）

ーニこ二，．00m
H区（西壁）

J区（東壁）

□ 盛土 I L=87.00m 

1

2

3

 

1

2

3

4

5

6

7

 

2

3

 

灰黄褐色砂質土

暗褐色シルト質土

黒褐色粘質土

暗黒褐色土

YP漸移層

As-OK層

As-OK層

BP層

MP層

暗色帯

暗褐色土

明黄褐色土

黄色土

径 2~5 mmの砂粒、微小な As-b軽石を含む。

Hr-s、微小な As-c軽石を含む。

径 1~3 mmの As-C軽石を含む。

縄文包含層。

YP当層だが、下陪の混じりが激しい。旧石器出土陪。

旧石器出土層。

ローム粒子を大磁に含む。

縄文時代遺物包含層と考えられるが、本調査区では縄文土器は全く出土していない。

ソフトローム陪。

比較的固く締ま ったローム塊混土。径3mm程度の軽石 (YPか？ ）を微址含む。

゜
1:40 lm 

図 113 調査区基本土層
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明黄褐色土

黄色土

黄色土

黄色土

黄褐色土

淡黄色土

暗黄褐色土

暗黄褐色士

淡黄色土

ローム粒をかなり多く含むローム漸移層。縄文時代遺物包含層。

ローム土を主体とするが 1層の暗褐色土を含む。

上位が固く締まったプロックが多く、下位は軟質。

白色がかった軽石が微益に混在するが、 5層ほどではない。固く締まる。

層全体に計 1~3 mm程度の白色軽石 （As-YP)が混じる。上位ほど多く混入。固く締まる。

5層に比 してやや暗い。 5層よりもやや軟質、締まり弱い。

層全体が軟質、締まり弱い。やや赤みが強い褐色系の色調を呈する。

径 1mm前後の粒子を微量含む。

層全体軟質で締まり弱い。

暗色帯。層上位に ATを多く含む。

暗色帯。暗褐色土と淡黄色土とが斑に混在し、 9層よりも固く締まっている。

小礫を多く含む。かなり固く締まる。

゜
1:80 4m 

図114 C • F区旧石器出土状況
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第3章 発見された遺構と遺物

上植木光仙房遺跡出土石器遺物観察表
遺物番号 種類 出土位置 大きさ （最大 • 最大幅 ・厚さ cm／重晨g ) 時代 石 材 備 考

石 l 打斧 A区1号墳周溝埋土 91 x 7 15 x 2 l / 151 縄文 黒色頁岩 再生加工

石 2 削器 A区1号墳周溝埋土 5lx5Q5xll/90 縄文 黒色頁岩

石 3 石鏃 A区6号溝跡埋土 2.45 X 1 35 X Q 45 / 5 縄文 黒色安山岩
茎部欠損
アスファルト付着

石4 石鏃 A区16号溝跡埋土 2 1 X 1 15 X O 2 /) 縄文 黒曜石

石 5 削器 A区16号土坑跡埋士 6.85 X 4 85 X Q 8 / 2Q 縄文 黒色頁岩

石 6 石鏃 A区19号土坑跡埋土 1 gxzxo.4 / 1 縄文 チャート

石 7 削器 A区X550• Y-200Gr表土 8.7X615Xl2/60 縄文 黒色頁岩 刃部一部欠損

石8 剥片 A区X540• Y-210Gr表土 785x465x09/30 縄文 黒色頁岩

石9 石匙
c区X49918• Y-234 89 • 3 75 X ] 7 X Q 8 / JO 縄文 チャート 摘み部欠損L 88 135As-YP混土中

石10 打斧 D区 X520• Y-200Gr表土 125X4.7Xl 7 / 120 縄文 ホルンフェルス

石11 削器 D区 X520• Y-195Gr表土 692x3lx0.7 /20 縄文 桂質頁岩

石12 剥片 D区 X505• Y-200Gr表土 縄文 黒曜石

石13 剥片 D区表土 112x63x21 / 190 縄文 黒色頁岩

石14 削器 D区表土 8 8 X 7 5 X 16 / 113 縄文 黒色頁岩

石15 有舌尖頭器
F区北から三番目の調査区

85X)6XQ7 / 10 縄文・草創期 黒色頁岩X36779 • Y-28231 • L8778、ローム層上面

石16 削器 G区4号墳周溝埋土 57x35Xl5/30 縄文 黒色頁岩

石17 削器 G区表土 縄文 黒色頁岩

石18 削器 G区表土 7.4 X 3 9 X lJ / 450 縄文 黒色頁岩

石19 削器 G区表土 51X35XQ8/21Q 縄文 黒色頁岩

石20 石核 H区X26334• Y-36165 • L8658 75x52x22 / 100 縄文 黒色頁岩

石21 石核未製品 H区X2647• Y-36207 • L.8653 73X245X27 /55 旧石器 黒色頁岩

石22 石核 H区X26325• Y-36153 • L8689 6.85 X 3.85 X 23 / 65 旧石器 黒色頁岩

石23 剥片 H区X263.4• Y-36138 • L.86 52 6 9 X 4.4 X 2 1 / 60 旧石器 黒色頁岩

石24 石斧 H区X2639• Y-361.43 • L.8677 4 7 X 3.8 X 2 3 / 49 縄文 黒色頁岩

石25 削器 H区X26352• Y-36148 • L8632 6.2X39xl3/30 旧石器 黒色頁岩

石26 削器 H区X26303• Y-36125 • L8658 6.4X395Xl2/40 旧石器 黒色頁岩

石27 削器 H区X26303• Y-36067 • L8657 6 1 X 4 9 X 1.4 / 30 旧石器 黒色頁岩

石28 削器 H区X26318• Y-36172 • L8665 1045 48X24/97 旧石器 黒色頁岩

石29 剥片 H区X2626• Y-361.04 • L8659 10 15 5 75 X 12 / 70 旧石器 黒色頁岩

石30 削器 H区X26204• Y-36068 • L8655 108X33Xl4/60 旧石器 黒色頁岩

石31 剥片 H区X26332• Y-36113 • L8662 965X3Xl4/45 旧石器 黒色頁岩

石32 剥片 H区X26395• Y-35864 • L8675 8.4 X 2.95 X 1 1 / 29 旧石器 黒色頁岩

石33 剥片 H区X26258• Y-36272 • L8655 8X32Xl2/39 旧石器 黒色頁岩

石34 削器 H区X265• Y -359.38 • L 86 66 8.9 X 2.85 X 1 / 49 旧石器 黒色頁岩

石35 削器 H区X2582• Y-3623 • L.8636 71X32 XO 8 / 21 旧石器 黒色頁岩 刃部一部欠損

石36 削器 H区X25759 • Y -362 15 • L 86 55 735X27Xl2/25 旧石器 黒色頁岩 刃部一部欠損

石37 削器 H区X25776• Y-3621 • L8651 7 3 X 215 X 0.9 / 17 旧石器 黒色頁岩 刃部一部欠損

石38 削器 H区X25911• Y-36248 • L8637 7 4 X 2.45 X 0.8 / 13 旧石器 黒色頁岩 刃部一部欠損

石39 剥片 H区X26094• Y-3689 • L8643 6 5 X 2.05 X 13 / 16 旧石器 黒色頁岩 刃部一部欠損

石40 石核 1245 X 69 X 675 / 667 旧石器 チャート

-1 剥片 H区X25364• Y-36451 • L.8605 104X67 X3 l / 238 旧石器 ，， 

-2 剥片 H区X25355 • Y-364 71 • L.85 99 9 3 X 6 3 X 6.4 / 233 旧石器 ‘’ 
-3 剥片 H区X25373 • Y -365 • L.86 22 5 6 X 3.1 X 2.8 / 50 旧石器 ', 

-4 剥片 H区X2533• Y-36532 L862 54x35xl8/25 旧石器 ‘’ 
-5 剥片 H区X25296• Y-365.05 • L86 l 3 6 X 2 8 X 0.9 / 11 旧石器 ', 

-6 剥片 H区X252.85• Y-35503 • L8621 6x32x24/60 旧石器 ‘’ 
-7 剥片 H区X25264 Y-36502 • L8609 3 4 X 18 X 16 / 12 旧石器 ‘ 
-8 剥片 H区X2568 • Y-364 63 • L.8612 41X25Xll/11 旧石器 ケ

-9 剥片 H区X25334• Y-36433 • L8604 36x24xll/ll 旧石器 ケ

-10 剥片 H区X25196• Y-36482 • L8608 17Xl4XQ5/4 旧石器 ク

-11 剥片 H区X25239• Y-36368 • L8617 36X23x09/ll 旧石器 ', 

-12 剥片 H区X25286• Y-365 • L8617 2lx08x05/l 旧石器 ', 

石41 石鏃 H区X250• Y-365Gr 27Xl6X02/2 縄文 チャート

石42 削器 I区縄文包含層 6 X 3 8 X 0.9 / 16 縄文 黒色頁岩

石43 剥片 I区表土 2 7 X 1 8 X 0.6 / 3 旧石器 黒色頁岩

石44 石鏃 I区表土 1 5 X 1 3 X 0.4 / 1 縄文 チャート
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第13節石器

本遺跡出土の石器 本遺跡では、 A区から 8点、 C区から 1点、 D区から 5点、 F区から 1点、 G区から

4点、 H区から22点、 I区から 3点の、合計44点の石器が出土している。縄文時代の石器が24点、旧石器

が20点である。本遺跡出土の石器は、縄文時代 ・旧石器を問わず、黒色頁岩製のものが大半を占めている。

縄文時代の石器 これらのうち A ・C・D・F・G区から出土した石器はいずれも縄文時代の石器であ

る。中でも F区のローム層上面から出土した有舌尖頭器は、特籠すべき資料である 。

A・C・D・F・G区出土の縄文時代石器の内、 C区出土の石匙 9及びF区出土の草創期有舌尖頭器15以

外は、いずれも後世の遺構の埋土や表土中からの出土であり、遺構に伴って出土したものではない。

c区26トレンチから出土した石匙 9は、浅間板鼻軽石層（As-BP.) を含むローム層中からの出土である

が、形態的には縄文時代の石器と考えられる。

これらの他、 H区から縄文時代の石核が 1点 (20)、石斧が 1点 (24)、石鏃が 1点 (41)、 I区から石鏃

が 1点 (44) 出土している 。

本遺跡出土の縄文時代石器に類似した石斧や石鏃は、隣接する北関東自動車道調査区からも数点出土して

いる（「第 5章縄文時代」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団編 「財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調査

報告書第308集 北関東自動車道（高崎～伊勢崎）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第17集 光仙房遺跡 集

落編』 2003 、日本道路公団 • 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団）。

旧石器 旧石器は、 H区から19点と I区から 1点が出土している。 I区出土の旧石器は表土中から出土し

たものであり、層位に伴う資料は、 H区出土の19点のみである。

H区出土の旧石器は、浅間大窪沢第 1軽石（As-OP.1)を含むローム層中からの出土で、南北 2ブロック

が検出された。南ブロックからは、チャート石核の接合資料40が出土しているが、この一連の接合資料中に

製品（石器）は含まれていない。文化層は単ーであると考えられる。浅間大窪沢第 1軽石を含む層中からの

出土であることから、同火山灰の降下よりは新しい年代である。

隣接する北関東自動車道調査区からは、第 1文化層として、浅間大窪沢第 1軽石 (As-OP.l)を混入する

ローム層の上位からいずれも黒色頁岩による細石刃核 1点、 二次加工のある剥片 1点、縦長剥片が2点の計

4点が出土している（「第 6章旧石器時代」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団編 『財団法人群馬県埋蔵文

化財調査事業団調査報告書第308集 北関東自動車道（高崎～伊勢崎）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第17

集 光仙房遺跡 集落編』 2003 、日本道路公団•財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団） 。層位的にみて、

本調査区H区出土の旧石器19点に相当する時代の資料と考えられる。北関東自動車道調査区第 1文化層出土

の4点の旧石器には、「ホロカ型」細石刃核が存在し、細石刃石器群に位置づけられるという。

また、北関東自動車道調査区では、第 2文化層として浅間大窪沢第 1軽石 (As-OP.l)を混入するローム

層の下位から浅間板鼻褐色軽石 (As-BP)が混入するローム層にかけて、 2つのブロックに分かれて193点

の石器が出土している。内訳は、尖頭器 2点、彫刻刀形石器 5点（接合後 4点）、エンドスクレイパー 3点、

二次加工のある剥片 9点（接合後 8点）、微細剥離痕のある剥片 1点、剥片33点、砕片 8点、石核 2点、礫

130点である。石材は、礫では粗粒輝石安山岩が多く、それ以外では黒色安山岩が多いということで、本調

査区出土の資料や、それと同じグループである北関東自動車道調査区検出の上位第 1文化層出土の資料とは

様相が異なっている。これら第 2文化層は、槍先形尖頭器石器群に位置づけられるという 。
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第3章発見された遺構と遺物
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第 3章 発見された遺構と遺物
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第13節石器
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まとめ

本遺跡の本事業対象地では 6基の古墳が検出された。

昭和58年(1983) 5月から翌59年 (1984)10月まで実施された本遺跡の上武道路調査箇所では、下表の

通り、現・伊勢崎 ・大間々線の西側から 4基、東側から 6基の計10基の古墳が検出されている。

墳名 外径 主体部 墳形 備 考

1号墳 不明 輝石安山岩川原石乱石積両 円墳 県道東。径2.9mの前庭。玄室内より鉄釘20点出土。

袖式胴張横穴式

2号墳 llm 輝石安山岩割石箱式棺状竪 円墳 県道西。玄室内より鉄鏃9点、周溝埋土中より土師器杯

穴式石室 3点 (6世紀前半）出土。

3号墳 14.5m 輝石安山岩割石箱式棺状竪 円墳 県道西。石室天井石上面より鉄鎌出土。

穴式石室

4号墳 7m 輝石安山岩割石箱式棺状竪 円墳 県道西。未盗掘墳ながら出土遺物なし。

穴式石室

5号墳 不明 未検出 不明 県道西。周溝のごく一部が検出されたのみ。

6号墳 不明 輝石安山岩川原石乱石積両 不明 県道東。主体部底部のみ検出。周溝埋土中からは平安時

袖式横穴式 代土器のみ出土。

7号墳 20m 未検出 円墳 県道東。後世の上面削平が著しく、扶状周溝のみ検出。

周溝埋土中からは平安時代土器のみ出土。

8号墳 不明 川原石乱石積両袖式横穴式 円墳 県道東。後世の上面削平が著しく、弧状の周溝の一部と

石室 前庭及び羨道の一部のみ検出。周溝埋土中からは平安時

代土器のみ出土。

9号墳 不明 未検出 不明 県道東。周溝の一部のみ検出。周溝埋土中からは平安時

代土器のみ出土。

10号墳 不明 輝石安山岩割石・川原石箱 不明 主体部底面の残骸のみ検出。

式棺状竪穴式石室

表2 本遺跡上武道路調査箇所検出古墳一覧表（当事業団報告書第80集 『上植木光仙房遺跡』1988より）

いずれも円墳で、墳丘の封土は完全に削平されていたが、主体部の一部や痕跡を調査できた古墳が7基あり、

それらはいずれも輝石安山岩の川原石や割石を用いた横穴式石室か箱式棺状竪穴式石室である。また、これ

らの古墳には、いずれにも墳丘部の葺石や埴輪等は認められなかった。 A区 1号墳にも葺石や埴輪は全く認

められないので、時期的にこれらの古墳に近いものと考えられる 。

また、平成 9年(1997) 4月から平成11年 (1999)10月にかけて実施された北関東自動車道調査区の調査

では、下表の通り、現・伊勢崎・大間々線の東側と西側で 1基づつ計2基の古墳が検出されている。

Al号墳では埋土中から埴輪片が出土しているが、 B1号墳からは埴輪は全く出土していない。遺物の年

代からみてB1号墳はかなり終末期の新しい時期の古墳であると考えられる。
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墳名 外径 主体部 墳形 備 考

Al号墳 45m 石が一切残存しておらず不 円墳か 県道西。周溝の南約半分弱が検出。玄室跡より耳環 2点

明 出土。周溝等埋土中より円筒埴輪片45点、形象埴輪片 7

点、古墳時代後期土師器 2点 (6世紀後半）、平安時代

土器出土。

Bl号墳 25m 未検出 円墳か 県道東。周溝の東約半分が検出。埋土中より須恵器大甕、

土師器杯 （7世紀後半～ 8世紀初頭頃）3点、平安時代

土器出土。

表3 本遺跡北関東自動車道調査箇所検出古墳一覧表（当事業団報告書第308集 『光仙房遺跡』2003より）

このような周辺での調査成果を勘案すると 、本遺跡の伊勢崎・大間々線調査区で検出された古墳の年代

も、周辺における古墳と同様、 6世紀前半～ 7世紀初頭の年代を想定することが出来そうである。

今回の、伊勢崎大間々線調査区で検出された 6基の古墳のうち、 G区で検出された G4号古墳が、北関東

自動車道調査区で検出されたAl号の続きの部分であるほかは、いずれも本遺跡の中でははじめて調査され

た古墳である。

今回の調査で検出された 6基の古墳を表にまとめると 下記の通りである。

墳名 外径 主体部 墳形 備 考

A区 11.9m 未検出 円墳 周溝の掘削単位痕跡が顕著。埴輪なし。

1号墳

c区 不明 未検出 不明 周溝の東の弧の一部が検出されたのみ。埴輪なし。

3号墳

E・F区 後円部 未検出 前方後 『上毛古墳綜覧』所載「殖蓮村62号墳」。

2号墳 47m 円墳 周溝埋土中埴輪片、 6世紀後半～末の土師器杯出土。

G区 不明 未検出 不明 北関東自動車道調査区Al号古墳の続き。周溝埋土中埴

4号墳 輪片少量出土。6世紀後半。

I区 不明 未検出 不明 周溝のごく一部が検出されたのみ。埴輪なし。

5号墳

I区 20.5m 輝石安山岩川原石乱石積両 円墳 前庭部より 7世紀前半～ 8世紀前半の土師器杯 5点出

6号墳 袖式横穴式石室 土。 古墳の年代は 7世紀後半か。

表4 本遺跡伊勢崎大間々線調査箇所検出古墳一覧表

今回、伊勢崎 ・大間々線調査箇所において検出された古墳は、 主体部が検出できたものは僅かに 1基に過

ぎず、墳形が明確に出来たものも A区 1号墳と I区6号墳のみであり、道路拡幅内での調査という調査範囲

がごく限定されたなかでは、古墳の全容が解明できるような調査は、元来が望むべくもないことである。全

体的にみれば、後期から埴輪を使用しなくなった終末期に近い時期の古墳であり 、これまで本遺跡でたびた

び調査されてきた古墳の傾向から外れることはない。
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前述したように粕川左岸の段丘上に展開する本関町古墳群の一画を形成していたものと考えられる。これ

まで確詔されていた本関町古墳群最北の古墳は、今回の調査の E 区• F区において後円部の周溝の一部が調

査された E・F区2号墳すなわち 『上毛古墳綜覧』所載の「殖蓮村62号墳」と称される前方後円墳と考え

られてきた。昭和23年 (1948)米軍撮影の写真では、粕川左岸の耕地帯に、古墳痕跡のソイルマークを点々

と確認することが可能であり、最近刊行された本遺跡に隣接する 三和工業団地遺跡の発掘調査報告書 （伊

勢崎市教育委員会 『三和工業団地w遺跡一 三和工業団地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』2004)

でも、同写真を用いた本関町古墳群分布様態の分析がなされている。その写真によっても、殖蓮村62号墳以

北の古墳の痕跡は大変に読み取りにくい。

今回検出されたA区 1号墳は、その殖蓮村62号墳よりも、さらに北に200m上がった位置に存在している 。

本関町古墳群の範囲は、これまで考えられていたよりもさらに北に展開していたことが判明したのであり、

この地域における古墳群の動態を考えていく上で大きな成果であったと 言えよう 。

すでに本遺跡の上武道路建設に伴う調査成果をまとめた 『上植木光仙房遺跡』（当事業団、 1988)や北関

東自動車道建設に伴う調査成果をまとめた 『光仙房遺跡（集落編）』（当事業団、 2003) などの報告書でも

言及されているように、古墳時代後期の集落は、古墳がまとまって検出されている今次調査区を中心とする

本遺跡西部では検出されておらず、今回の調査によっても、墓域と居住域の別が、より明確になったわけで

ある 。

なお、 E・F区2号墳では周溝埋土中から 8世紀初頭～前半の土師器杯が 2点、 I区6号墳前庭部から

は、 7世紀前半の土師器杯が2点、 7世紀後半の土師器杯が2点、 8世紀前半の土師器杯が 1点が、それぞ

れ出土している。 I区6号墳前庭部出土の 7世紀前半代の土師器杯はともかくも、それ以外の 7世紀後半か

ら8世紀にかけての土器は、墓前祭祀など、古墳築造後の世代による所為が存在したことを想定させる 。

これらの古墳群からは約200~250年近く後のことになるが、 E区及び I区において 9世紀中葉から10世紀

初頭頃と考えられる墓城跡が検出されている。E区で検出された 1号墓城跡と I区で検出された 2号墓城跡

とでは、出土土器の年代観からみて数十年分のひらきが存在するように見受けられるが、長円形状の墓城の

北側に寄った位置に、土師器杯が2点、東西に正位で並べて置かれたスタイルは、全く共通しており、さら

にそのうちの東側に置かれた土師器杯には、ともに文字が記されている点まで共通している。もちろん、そ

れぞれの土器に記されている文字の内容や文字記入の位置は異なり、また、 E区 1号墓城跡出土の土器は墨

書、 I区2号墓城跡出土の土器は刻書と 、記入方法も異な っているが、共通する葬送儀礼方式のもとに行わ

れたものと考えられる。

本遺跡のこれまでの調査では、古墳時代以降の古代の墓跡は全く検出されていなかった。少なくとも 8世

紀代までは行われていたと考えられる E・F区2号墳、 I区6号墳における墓前祭祀 ・儀礼等の行為の存在

を前提として考えるならば、これらの墓城跡の存在も、そうした前代以来の墓域の継承と言う面から論じる

ことが可能であるかもしれない。

また、前節で詳論したところであるので、ここでは改めて繰り返すことはしないが、本遺跡における他の

事業に伴う調査区域において積み重ねられてきた旧石器の良好な資料群に、さらに今回の調査区域において

出土した資料を加えることができたことも、旧石器時代遺跡の濃密な分布を呈する本遺跡及び周辺地域にお

ける新たな成果として特筆すべきであろう 。

すでに第 1章でも触れたように、本遺跡及び周辺では、昭和末期から平成16年度にかけて、上武道路、北

関東自動車道、 三和工業団地などの建設・造成に伴って約50万m'に及ぶ面積が発掘調査され、広大な範囲が
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面的に発掘調査され、各時代における人間の営みの軌跡が、広範囲にわたって明らかに出来た稀有な地域で

ある。発掘調査の成果は、まず何よりも地域における歴史の解明と、そこから導かれるべき将来への活用に

役立てられるべきものであり、そのような意味においては、本遺跡周辺地域は、その広大な調査範囲と膨大

な調査成果によって、そのモデルケースとなるにふさわしいものと考えられる。

近年における周辺他遺跡における調査成果は、まだすべてが呈示されている訳ではないが、ここで報告し

た本遺跡本調査区域に関する調査成果も、周辺地域における膨大な調査成果と照合し、総合することによっ

て、はじめて歴史的意義について解明でき、また活用の面でも同様に十分な成果が期待できることになろ

゜
、つ
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